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第一章　巨壁侵攻





　いつから変化したのかと問われれば――実はペルテアにもよく分からない。

　元より成長とはそういうものではあるだろう。それは階段の様に明確に一段一段区切られたものではなく、延々となだらかに続いていく斜面だ。過去との比較の上に結果として認識出来るものであって――その過程が目に見えるものではない。

　だが何事にもきっかけというものが在る。

　特に何らかの事実や体験を境にして急激に技能が伸びる場合が在る。

　今の省しよう吾ごが特にそうだった。

　省吾――ショウゴ・カシバ。

　異世界からやって来た少年。

　この世界ソロンを救う救世主。

　巨大擬神機〈イコノクラスト〉の御者。

　そして……ペルテアの仕えるべき相手。

（…………ショウゴ様）

　湯の中に身を浸して昼間の疲れを取りながら……ペルテアは脳裏に異世界から来た少年の姿を想い描く。

　殊更に逞たくましくなった訳ではない。一見した限りでは今までの彼と大きな違いは無い。一時期……まるで人が変わったかの様に荒れてはいたが、その時の様子とも違う。今はペルテア達のよく知る――平和な世界で育った真面目で優しい少年に戻っている。その部分は本当に変わっていない。

　だが――

（何だろう……？）

　するりと全身で浴槽の中に滑り込みながら――元々浴槽の底が浅いので湯の中に身を横たえても溺おぼれる事は無い――ペルテアは思案する。いつもは飾り布リボンで結んでいる長い髪が花の様に湯の中で開いて揺れた。

（……今日の修練も……）

　ペルテアは救世主ショウゴ・カシバに仕える姫ひめ巫み女この一人である。

　そして同時に彼を守る護衛役の一人でもあり、更には彼に対して各種格闘戦技能を教授する師匠の役目をも負っている。彼の側そばに侍はべる五人の姫巫女の中で彼女が最もそうした技能に長じているからだ。

　修練の内容は多岐にわたり――ペルテアが得意という事で木剣を用いた剣術修練の比率が最も大きいが、棍こんや短たん槍そうといった他ほかの武器を使った格闘術や、直接的な、武器を持たず素手で相手と戦う為の格闘術も含まれている。

　そもそもペルテアが教えているのは総合的かつ実戦的な格闘技術だ。

　規則に縛られる競技や試合とは性質を異にする。殴ったり蹴けったりといった派手な攻撃法だけではない。絞める。極きめる。投げる。更にはその場に在るものをも即席の武器として使う――そういう身も蓋ふたもない『戦闘技術』だ。

　もっとあからさまに言えばそれは『人体の壊し方』だ。

　故に……筋力よりも反射神経よりも先まず必要なのは考え方を変える事である。

　目的意識の確立と言っても良い。

　この荒れ果て人心が乱れる傾向に在るソロンにおいてすら、積極的に他者を『壊す』行為に勤いそしむにはそれなりの覚悟が要る。

　揉もめ事の末に結果的に傷付ける。殺す。あるいは何かを奪う為の手段として傷付ける。殺す。これはそんなに難しくない。成り行きでも充分に可能だ。

　だが……目的そのものに殺傷を置き修練を重ねるにはある種の割り切りが必要だ。

　関節技を極めれば当然の如ごとく折る。投げるならば岩の上に落とす。それを当然と思い実行出来る様に考え方を改めねばならない。

　しかし……そもそも平和な世界に育った省吾にその思考の切り替えは極めて酷だという事はペルテアにも分かっていた。

　彼は優しすぎる。

　彼は他人の痛みにすら共感してしまう。他人を殴る時に――『ああ、殴られたら痛いんだろうなあ』と思って思わず殴る手を緩めてしまう。そんな人間だ。

　そもそもペルテアと修練を繰り返している際も、何ど処こか以前の彼には遠慮が在った様に思う。小柄な少女を相手に戦うという事に対して――実際には彼がどう足あ掻がいても勝てない位の達人である訳だが――修練中の模擬戦とはいえ消極的であったのだ。

　当たる当たらないではない。

　本人が意識しているかどうかは分からないが、省吾は何よりも先ず『女の子に向けて手をあげる』事に躊躇ためらいを覚えていた。

　だから仕方なくペルテアはまず基礎体力を反射神経の錬磨を目的として修練課程を組んだ。彼の軟弱な考え方に苛いら立だちを感じないでもなかったが――その一方で彼の、どこまでも、愚鈍な程の優しさは、ペルテアにとって新鮮でもあった。

　しかし……

（優しくなくなった訳じゃない。でも――）

　今日の修練は剣術ではなく拳けん術じゆつを主軸に置いていた。

　拳術は剣術と異なり間合いが近い。

　より近い距離で接触し――時には互いの身体を密着させながら戦う。

　そうなればより詳細かつ如実に相手の状態が分かる。

　呼吸。脈拍。視線。筋力。体力。歩調。

　そこに省吾なりの戦術が存在するのが分かる。

　ペルテアを倒す為に、自分に出来る事を一つ一つ検証して戦い方を工夫しながら組み立てていく――そんな積極性が見える。それどころか今日などはペルテアの呼吸を読もうとしている様子すら在った。

（一いつ旦たん、〈レネゲイド〉から離れて『外』の世界を見てきて、視野が広がったのか――）

　ムキになっている訳ではない。

　ヤケになっている訳でもない。

　ただ彼は迷わなくなった。

　撃ち込んでくる一打一打に逡しゆん巡じゆんが無い。攻撃の組み立てにも――考え方にも隙すきが無い。無論それはペルテアの様な達人にしてみれば強引にこじ開けられる程度の隙の無さではあったが、それにしても隙だらけだった少し前に比べると、随分と成長したものだと思う。

　いや――違う。

　今も彼は迷ってはいるのだ。だが自分の中にはっきりとした目的意識が芽生えてきたのだろう。それに照らし合わせて答えを出す事が出来る様になった。すべき事とそうでない事を自分で判断して動ける様になった。ただがむしゃらに突っ走り自分の考えに振り回されるのではなく――周囲の動きを見た上で、自分の信念に照らし合わせ、判断が出来る様になってきた。

　それはつまり――

（――むしろメリニとの事かな）

　そんな事をペルテアは思う。

　そういえば――誰だれかが言っていた様に思う。

『格闘術は舞踊に――そして情事セックスにも似ている』と。

　相手の反応を見ながら臨機応変に自らの行動を変化させていく。しかしはっきりとした目的意識が無ければそれは独り善がりの無意味な行動に堕しかねない。相手に合わせ自らのすべき事を全力で尽くす――確かにそこには『相手を悦よろこばせる』のか『相手を倒す』のかの違いは在っても共通する部分は在るだろう。

　たとえ同じ行為でも目的意識がよりその意味を高める。

　その事を省吾は悟ったのかもしれない。

　彼の得たその目的が何なのかはペルテアには未まだ分からない。

　メリニならあるいは聞かされているのかもしれないが。

「…………」

　湯の中で身を反らしながらペルテアは溜ため息いきをつく。

　妙な喩たとえを思い出したせいか――今日の修練についても普段は気にならない様なものが、やけに繰り返し脳裏をかすめる。

　…………

　密着状態で互いに相手の関節を取り合う。

　彼の呼吸。彼の鼓動。彼の体臭。

　そういったものを感じながら身体を動かしていく。

　ある種の覚悟を持った省吾の姿は何ど処こか凛り々りしくも見えて――

　…………

「……なんなんだかね……」

　つい頬ほおが赤らむのを自覚する。

　天井を見上げながら自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべるペルテア。自分の身体を両腕で抱き締めながら深呼吸する。そうしないと何か自分を御する事が出来なくなる様な気がした。

　そんな事を考えていると――

「――ペルテアっ！」

　浴場の扉を開いて駆け込んでくる人影が一つ。

　ハーチェッタである。

　長身の姫ひめ巫み女こは足元が濡ぬれるのも構わず服を着たまま浴場に入り――



    

  
    
      



    

  
    
      「……『代行者パニツシヤー』が出………………って」

　ばたばたと浴槽の中で湯を跳ね飛ばしながら身を縮めるペルテアを眺めて彼女は言った。

「どうしたの？」

　女同士だというのに……まるで何やら異性に裸を見られた乙女の如ごとく、手足でその身体を隠すインペラス家の姫ひめ巫み女こを眺めながらハーチェッタは首を傾かしげた。

「――別に」

　やや憮ぶ然ぜんとした表情で言うペルテア。

　そして――

「そんな事より。今『代行者』って――」

「そう。『代行者』の出現が確認されたの。姫巫女は全員、〈聖せい廟びよう〉へ集合の事」

「分かった」

　湯を滴らせながら立ち上がりペルテアは頷うなずく。

「すぐに追いつくから――先にショウゴ様を〈聖廟〉へお連れして」



　　　



　朝焼けの光の中に屹きつ立りつする影が在った。

　巨大な――あまりにも巨大な黒い人型。

　まるで人型に切り抜いた布を空中から垂らしているかの様に――それにはおよそ厚みというものが無い。まさしく本物の影の如く、それは無限に薄い二次元平面のみで構成されている。

　いや……それは仔し細さいに見れば平面ですらない。

　望遠鏡や奇き蹟せき術といった何らかの手段で遠見が可能であったならば――それが微細な文字の集合体である事が分かったであろう。延々と、無限とも言うべき長さで連ねられる呪じゅ詛その文句。それがまるで点描の如くに密集して遠目には黒い平面の様に見えているのだ。

　それは〈代行者〉と呼ばれる存も在のだ。

　裏切られた神の遺した最強最悪の呪詛。

　永遠に人類を苦しめ続ける様にと定められた自存する災厄。

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　鏡の様に穏やかな海面から……昇り行く朝陽の光が跳ね返る。

　だが上と下と――双方から白々とした早朝の陽を受けても尚なお、それはただ黒々そこに在る。まるでそこだけがなお夜が明けていないかの様に、艶つや無き漆黒を晒さらしながら、海面の上に立っている。

「…………？」

「…………!!」

「～～～～!?」

「～～～～！」

　早朝だというのに海岸に群れる人々がその巨大な人影を指差して何事かを叫んでいる。

　驚きよう愕がくと。そして恐怖と。

　無数の人間達の感情を浴びながら呪じゅ詛その集積体は悠然と上昇を開始した。



　　　



　幾重もの拘束具に繋つながれたまま……ひたすらに省吾は待っていた。

　金具と革帯によって座席に固定された身体は身じろぎすら満足に出来ない。傍はた目めから見れば電気椅い子すにて刑の執行を待つ死刑囚の姿にすら見えただろう。密室に満ちる澱よどんだ空気と淡い闇やみの色が、尚なお更さらに陰惨な雰囲気を醸し出している。

　だが今の省吾に圧迫感や窒息感は無い。

　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉――御者室。

　感覚同調に不具合は無い。むしろ拡大された感覚に開放感すら覚えている。今の省吾は拘束されている自分の肉体を意識しない。彼の五感は人型をした黒い巨大な装置――〈イコノクラスト〉の各種感覚器と繋がっているのだ。脳が頭ず蓋がいの中に閉じ込められた自らを窮屈に感じないのと同じである。今の省吾にとっての『肉体』は拘束されている脆もろく小さな肉のそれではなく――雄々しく地を踏みしめて立つ巨大な鋼鉄の塊かたまりであった。

（…………）

　省吾は無言で前方に広がる蒼あおを見つめていた。

〈イコノクラスト〉が立つのは海岸線である。その視界に映し出されるのは遙はるかな彼方かなたにまで続く海原。この荒廃した世界――ソロンは何ど処こまでも荒野が続くかの様な印象を省吾は持っていたが、こうして海も在るのだという事を今初めて知った。

　だが……

　青々と。あるいは黒々と。微妙な色合いを絶え間なく変化させながら海面は揺らいでいる。遙はるかな――何ど処こまでも遠い彼方かなたで。

　つい先程まで〈イコノクラスト〉の足元で砕けていた波は濤とうは既に無い。

　波打ち際は遙か彼方へと後退し……それまでは海底であった部分が陽光と空気に晒さらされている。視界の倍率を調整してやれば、力無く岩場に貼はり付いた海草や、僅わずかに残された水たまりで跳ねる小魚の姿も、見る事が出来ただろう。

　そして座礁した大小幾つもの船の姿をも。

　無論……引き潮という訳ではない。

　これは――

（…………）

　省吾は空を仰いだ。

　黒色の巨大擬神機の頭上で輝く太陽の光は容赦なく強烈であり――風景を真夏に彩るには申し分ない。雲一つ無い空が――透き通る様な蒼あおが〈イコノクラスト〉の頭上に延々と広がっている。状況が状況ならば、はしゃぐ様な気分にすらなれたろう。

　しかし……

（……〈代行者パニツシヤー〉）

　そこにはただ一つ――異物が在った。

　そう。それを指し示す言葉を知らぬ者ならばただ『異物』としか形容出来ない様な代物がそこに在った。ごく自然な蒼の世界に……まるで染みの如ごとく唐突に存在する黒いもの。空の蒼にも海の蒼にも馴な染じまず超然とそこに浮かぶ異形。

　大まかに言えばそれは人型ではあったろう。

　胴体が在る。四肢が在る。頭部が在る。だがその輪郭は安定しない。まるで陽炎かげろうの様に常に揺れ動きながら微妙に形状を歪ゆがませ続けている。

　最も近い印象は『影』だろう。

　だが違う。今更そんな事をする気も無いが――もし〈イコノクラスト〉の『眼』の倍率を上げてやれば、それは微細な黒い点の集合体である事が視認出来るだろう。更に倍率を上げればそれが『呪のろい』の言葉を示す文字の連なりであるのだという事も分かる筈はずだ。

　自存し徘はい徊かいする呪じゅ詛そ。

〈神罰代行者〉――屠ほふられし神の遺した覚めざる悪夢。

　省吾の倒すべき『敵』だ。

　晴れ渡る空に浮遊する〈代行者〉はひどく場違いな印象が在った。まるで雲の様にただそこに在るだけで何も動きを示そうとしない。

　当然と言えば当然だ。

　既に〈代行者パニツシヤー〉による攻撃は放たれているからだ。

（…………）

　やがて省吾は――〈イコノクラスト〉はゆっくりと顎あごを引き、視線を足元に向けた。

　干上がった海岸線。

　波打ち際は遙はるか沖合……本来ならば有り得ない程の位置にまで後退している。

　それは前兆であった。

「……来る」

　声に出して呟つぶやく省吾。

〈イコノクラスト〉の前方に立ち塞ふさがる蒼あおの『壁』。

　どこまでもどこまでも広がるそれは……人じん智ちを越えた巨大な津波であった。



　　　



　香か芝しば省しよう吾ごは救世主である。

　秘密結社〈レネゲイド〉によって、異世界ソロンに召喚された彼は、巨大な人型兵器〈イコノクラスト〉に乗って人類の天敵たる〈代行者〉と戦う様に望まれる。

　当初――『救世主』『英雄』という言葉に酔っていた省吾は状況を正確に把握する事も無くこれを承諾。彼の侍従として配された五人の姫ひめ巫み女こ達から促されるままに〈イコノクラスト〉を駆って〈代行者〉と相対し――これを倒した。

　だがその後の事態の変遷は彼の予想を大きく裏切るものだった。

　いかに強大な力が在ろうと、神ならぬ身に全ての人々を救いきる事は出来ない。

　戦う度に出る大量の犠牲者――その重圧に耐えきれず〈イコノクラスト〉に乗る事を拒んだ省吾は、しかし従姉妹いとこの花か梨りんを人質に取られ、半ば狂気に冒されながらも戦う事を余儀なくされる。

　やがて……そんな状況に耐えきれなくなり一度は〈レネゲイド〉から逃げ出した省吾であったが、自らの眼で見た異世界ソロンの現実は、平和な日本で育ってきた彼の価値観を根ね刮こそぎ打ち砕くものだった。

　八方塞がりとも見える状況の中……否応なく覚悟を決める事となった省吾は、改めて自分に許された唯一の戦力たる〈イコノクラスト〉に乗り、世界そのものを変える事を決心した。

　だが――



　　　



　恐怖がゆるりと意識に忍び寄ってくる。

　当然だ――〈イコノクラスト〉という鋼鉄の塊かたまりに守られているとはいえ、相手は巨大な災害である。途方もない重量の海水が文字通り怒ど涛とうの勢いで押し寄せてくる様は……此この世の終わりを予感させるに足る壮絶な光景であった。まともにあの津波を喰くらっては、鋼鉄とてへしゃげて潰つぶれるしかあるまい。街など為す術すべも無く大地から剥はがされ洗い流されてしまうだろう。

「くっ…………」

　半ば無意識に唇を噛かむ省吾。

　恐怖に抗するべく自分の守るべきものを脳裏に想い描く。

　愛いとおしい少女を。

　一度は情欲と錯乱の故に汚してしまった……けれどそんな彼を変わらず愛し改めて受け入れてくれた最愛の少女を。

　そんな彼の気持ちを知ってか知らずにか――

『……ゴ様。ショウゴ様』

　その少女――メリニ・コードランからの通信が省吾の意識に割り込んできた。

　メリニ・コードラン。

『救世主』香芝省吾に仕える五人の美しい乙女――姫ひめ巫み女この一人。

　自分には過ぎた相手だという自覚は省吾にも在った。

　秘密結社〈レネゲイド〉を形成する〈神殺しの罪人〉の末まつ裔えい、五氏族……その筆頭格コードラン家の代表姫巫女であるメリニは、故に姫巫女の中でもやはり筆頭格の立場にある。そしてそれは単に背にしたコードラン家の権勢のみに裏打ちされたものではない。

　頭脳は明めい晰せき。性格は穏和。

　これに加えて容姿端麗となれば……おおよそ欠点らしい欠点が見当たらない。

　流れ輝く金髪。陶器の如ごとく白い肌。優しさと清廉の溶け合った澄み渡る碧へき眼がん。筋の通った形の良い鼻。濡ぬれているかの様に艶つややかな唇。

　その薄絹とも言うべき姫巫女の衣装に包まれた肢体は、少女としての繊細さや清せい楚そさを備えつつも女性としての豊かな包容力を――ふくよかさと温ぬくもりを同居させている。

　出会った瞬間から省吾は彼女の虜とりこであった。あり続けていた。

　疑心暗鬼の状態に陥った時でさえも彼は心底から彼女を憎み嫌う事が出来なかった。五人いる姫巫女の中でも彼女だけを汚したのは――恐らく彼女とならば、その汚した罪を背負ってでも一つになりたいという意識が何ど処こかに働いていたからだろう。

『ショウゴ様、ショウゴ様……？』

　何度も呼び掛けられて――省吾は我に返った。

「あ――ああ。聞こえてる」

　応じる声が上ずっているのが自分でも分かる。

　つい脳裏にメリニの裸体を想い描いている最中にその本人から呼び掛けられれば、焦りもする。戦の現場で不謹慎な――とも思うが、それが彼の中で頭をもたげつつあった恐怖を再び抑え込んでくれたのも事実だった。

『どこか――調子がよろしくないのですか？』

　幾分顰ひそめた声でメリニが訊きいてきた。

　二人っきりの時とは異なりやや事務的な色を帯びた口調であり声音である。

　当然と言えば当然ではあった。今の彼女は省吾の恋人ではなく『救世主』を支える姫ひめ巫み女この一人なのだから。

「いや……逆だよ。絶好調」

　穏やかな口調で省吾は応答した。

　五感を――正確には視覚と聴覚と触覚を――〈イコノクラスト〉に繋つながれている省吾だが〈イコノクラスト〉には舌も声帯も無いので会話だけは自前の口を使う事になる。

『心強いお言葉です――ショウゴ様』

　優しく励ます様にメリニも返信してくる。

　その時――

『ショウゴ様！』

　突如、通信回線から別の声が飛び込んできた。

　姫巫女の一人ペルテアの声である。

　五氏族の中で唯一武系であるインペラス家の姫巫女。

　無論――通信回線は声のみを伝えてくるので彼女の姿を見る事は出来ないが、武道家らしい滑舌の利いた快活な声は、容易たやすく省吾の脳裏に彼女の姿を想起させる。

　小柄な体たい躯くながらきびきびと活発に動く四肢。長い黒髪を結い上げた髪型。そして何より強い光を宿す双そう眸ぼう。これらが組み合わさって躍動感溢あふれる、闊かつ達たつな雰囲気を醸し出している。正直言って色艶つやという意味では他ほかの姫巫女に若干劣るが――健康的なその姿は、省吾の眼にもとても魅力的に映っていた。

『津波先端――間もなく海岸線に到達します！　御注意を！』

「分かった」

　努めて冷静な声でそう応じる省吾。

『巨大津波はザフェ沖約三十マイリスを通過！』

　港町ザフェに関しては出撃に際して簡単に説明を受けている。

　巨大蒸気船の受け入れ可能な大規模港を擁し、交易によって発展を続けてきた伝統的な港町の代表格との事だ。

　現在〈イコノクラスト〉は広大な砂浜に立っているが、そのすぐ左手側にザフェの誇る巨大な港を臨む事が出来た。港の中心部には巨大蒸気船が数隻停泊し、脇わきの方には年季の入った漁船がずらりと並んでいる。とはいえ――恐らくもうそれらは全て使い物になるまい。いずれもが水を失った港の中で座礁し大きく傾いているからだ。専門の修理ドックならいざ知らず――水面に浮かぶ事を前提に造られた船体が無理な姿勢で陸に揚げられれば何ど処こかに歪ゆがみや亀き裂れつが生じるのは必至だからだ。

〈イコノクラスト〉の背後に広がるのがザフェの街だ。

　交易で成した財を象徴する大きな建物の連なりが陽光の下に並んでいる。もっともこのソロンの大地において大きな建物といってもたかがしれてはいる。省吾の居た世界では都市部ともなれば、何十と階層を重ね天に挑むかの様な高層建築が幾つも建ち並んでいた。だが、このソロンではせいぜい高い建物でも十階といった程度で、大きいと言っても単に横に広いだけのものが多い。

　まるで――誰だれもが乾いた大地に必死にへばり付いているかの様に。

　そう。

　この神に呪のろわれた大地において繁栄とはあくまで程度差のものでしかない。

　誰もが何い時つ訪れるともしれぬ〈代行者パニツシヤー〉に怯おびえながら暮らすこの世界では、大規模な高層建築の技術など発達のしようも無かったのだろう。それが神の呪のろいの前では砂上の楼閣に過ぎぬと分かっている以上――積み上げる努力を虚むなしく感じるのは当然だ。むしろ地下施設を造る為の掘削技術の方が発達しているのも同様の理由からなのだろう。地に伏せて――あるいは潜り込んでひたすらに脅威が通り過ぎるのを待つ、それがこの世界の人々の生き方なのだった。

　だが……

（…………）

　省吾は束の間――〈イコノクラスト〉の視界を切り替えた。

　振り返っている余裕は当然ながら無い。故に使う『眼』を切り替えただけだ。背中側、装甲の隙すき間まに設けられた予備の『眼』を使えば街の様子を見て取る事が出来る。

　人。人。人。人。

　数多くの人の姿が見える。

　街だから当然と言えば当然だが――今の状況を考えればそれは異様な光景だった。

　街を走る通りや最も海に近い防波堤にまで、豆粒程度に見える人間がひしめいて見えるのである。彼等にも迫り来る津波は見えているであろうに、人々は反対側に逃げるでもなく、むしろ海岸近くに密集している。今更逃げても無駄だと分かっているのではあろうが――それだけでは、わざわざ海岸に近付く理由にはならない。

　彼等は見つめていた。

　期待を込めた――祈る様な縋すがる様な眼で見つめていた。

　眼前に立つ黒く巨大な人型を。

〈イコノクラスト〉を。

　人々の視線の先に自分が居る。省吾は無数の視線が醸し出す圧力の様なものを感じ取っていた。それは――鋼鉄の装甲さえ透過して省吾に届いている。

『速度、規模、共に依然として加速度的に上昇、拡大しつつ接近中！』

　ペルテアの報告が続いた。

『津波先端の移動速度時速六十マイリス。到達までの残り時間――』

　彼女の声は更に緊迫感を増すが――

「じきなんだろ？」

　淡々とした小声で省吾はそれを遮さえぎった。

「ありがとう――ペルテア。細かい数字はいらないよ」

『……は……はい』

　通信回線の向こうのペルテアの戸惑いが伝わってくる。

　省吾の変化を――ここ数週間の省吾の変わり様を一番、実感として認識しているのは彼女だろう。武術修練を担当している事も在り、一番省吾の側そばに居る時間が長いのは実の所、彼女である。

「ま……じたばたしてもしょうがない」

　省吾は優しい口調で囁ささやいた。

　それは――このソロンに来てようやく省吾が得た一つの達観だった。

　自分がいかに無力な存在なのかを思い知らされた。自分がいかに平和な世界でぬくぬくと育ってきたかを思い知った。ただ単にその身に備わる力というのならば省吾は姫ひめ巫み女こ達の一人一人にすら足元にも及ぶまい。また彼を取り巻く状況はひたすらに強大で否応なく――何よりも不条理だ。

　だからがむしゃらに突っ走ろうとしても無理だ。

　無理矢理にこじ開けようとしても無駄だ。

　自分の手の届く範囲で出来る事を確実にこなしながら少しずつ進んでいく――それしか方法が無い。出来る事を繋つなげて繋げて繋ぎ続けて目的へと近付いていくしかない。

　焦れば足元を掬すくわれる。怖おそれればつけ込まれる。

　状況に。他者に。偶然に。何よりも自分自身に。

　だから――

（…………）

　省吾は前方を凝視した。

　巨大な津波がくっきりと見て取れた。上端を白く泡立たせる海水の絶壁が報告通り加速度的にその速さと――何より高さを増しながら迫ってくる。

　やがて――



　ゴォォォォォォォォォォ…………オオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　轟ごう音おんが省吾を包む。

　大気と大地と――その双方が咆ほう吼こうしていた。

　聴覚だけではなく触覚にも震動としてそれが伝わってくる。

　圧倒的な破壊力の接近が実感として理解出来た。再び胸の奥底で恐怖が蠢うごめき始める。表面的には落ち着いていても省吾の胸の鼓動は早まっていく。呼吸も知らず知らずの内に早まっていく。

（――落ち着け）

　自分に言い聞かせるものの効果は余り無い。当たり前ではある。死の危険を前にして全く恐怖を覚えなくなったら……それは達観ではなく諦てい観かんであり絶望だ。恐怖を覚える事は問題ではない。それに溺おぼれる事が問題なのだ。

　だが省吾の思惑を余よ所そに――恐怖がゆっくりと満ちていく。

　静かに。静かに。

　そして――

「……くくく」

　彼の唇から溢あふれ出した恐怖は……悲鳴でも嗚お咽えつでもなく何な故ぜか低く暗い嘲ちよう笑しようの形をとっていた。

　唇の端がゆっくりと吊つり上がっていく。

「……さあ……来い……」

　呟つぶやいて――省吾はにやり笑みを深めた。

　――にやり？

　唐突に自覚し……悪寒が全身を這はいずり回る。

（……来た）

　省吾は感じる。

　あの視線。

　省吾の――もう一つの『敵』。



　さあ――殺そうか。

　壊して潰つぶして引き裂いて。



　脳内に直接響いたのは――あの声。

　陰気で偏執的な響きを伴う囁ささやきが省吾の脳裏を這はい回る。



　守る？　庇かばう？

　くだらねぇな――



　途端に五感が締め付けられる。

〈イコノクラスト〉に繋つながっていない筈はずの味覚や嗅きゅう覚すらもが痛みを覚える。異物を無理矢理神経の中にねじ込まれるかの様な――違和感が極まって痛みに変わったかの様な感覚に省吾は喘あえぐ。

　ゆっくりと自分自身を構成している何かが五感を通して侵入してくるものに冒されていく感覚。白い紙に墨汁が滲にじんでいくかの様に、境界は曖あい昧まいながらも何かが自分自身を染め変えていく悪寒――それを理解出来ながらも拒みきれない悪寒。

　省吾は意識していなかったが……御者室の席に拘束された省吾は、身悶もだえし、顎あごを震わせ、血走らせた双そう眸ぼうを限界まで見開いていた。

　抵抗しているのだ。

　入ってくる何かと。

　恐らくそれは――



　何もかも殺してしまえ。

　一切合切潰してしまえ。

　眼に入るものを全て。

　貴様には（俺おれには）。

　その力が在るだろう？



「く……か……かはっ……！」

　塊かたまりの様な息が開ききった口からこぼれ落ちる。



　奴等はその内裏切るぞ？

　誰だれもがいつか逆らうぞ？

　今の内に殺しておけ。

　自分以外を――全部。

　くくくくく。

　さあ早く。

　手遅れになるぞ？

　殺せ。潰つぶせ。壊せ。

　全部だ。

　くくくくくく――



　嫌らしい笑い声が脳のう味み噌そを引っ掻かき回す。

「ぐ……が……あぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　省吾は呻うめいた。

　囁ささやきは暗く甘い誘惑だった。

　そうしてしまえばきっと楽になれるのは分かっていた。自分以外の全てを叩たたき潰つぶせば確かに裏切られる心配も傷付けられる恐怖も無い。普通の人間ならば世界が嫌いで決別したいならば自ら首をくくるしかないが――今の省吾には逆にその世界を叩き潰してしまうだけの力が在る。

　だが――

『ショウゴ様！』

　誘惑に切り込む声。

　それに――省吾は救われた。

「メリ……ニ…………」

『ショウゴ様！』

（……三途の川を渡る寸前に……手を引かれるというのは……こんな気分なのかもしれないな……）

　荒い息をつきながら――しかしそんな事を考える余裕さえ省吾には在った。

　大丈夫だ。あの『声』がどれだけ囁きかけて来てもメリニが呼んでくれる限り自分はこちら側に戻ってこれる。自分以外の全てを滅ぼす誘惑を蹴けり離す事が出来る。

　誰だれかと身も心も繋つながるという事の喜びを知っているから。

　自分独りで取り残される事の怖おそろしさを知っているから。

『ショウゴ様！　お気を確かに！』

　必死の叫びに事務的な響きは最も早はや無い。

「……ありがとう」

　明るい声を取り繕って省吾は囁いた。

「大丈夫――メリニ。今度こそ大丈夫だよ」

　実を言えば、戦闘が佳境に入った時に自分の精神状態がどうなるのかは分からないという不安は未まだ在った。だが大丈夫だと告げたのは嘘うそではない。今の自分なら――メリニが自分を呼んでくれる限りきっと戻ってこられるという確信もまた在ったからだ。

〈イコノクラスト〉は『救世主』の刃やいばであり鎧よろいだという。

　だがその肩書きを取り払った一個人――香芝省吾にとってはメリニ・コードランという少女の存在こそが己を守る為の武器であり甲かつ冑ちゆうであった。

『分かりました。ショウゴ様』

　そう告げるメリニの声にはもう焦燥も逡しゆん巡じゆんも無い。

　ただ全幅の信頼だけがそこには込められていた。

「…………」

　改めて省吾は前方を見据える。

　空は――もう見えない。

　巨大な顎あごと化した海原が頭上からのしかかる様にして襲い掛かりつつあった。

　雷鳴の如ごとき轟ごう音おんが唸うなる。噴火の如く大地が震える。

『来ます！　ショウゴ様！』

　再びペルテアが注意を促す。

『津波先端部――到達まで――』

「見えてるよ」

　省吾は静かにペルテアの声を遮さえぎった。

　元よりペルテアの現状報告は状況把握を正確にする為のものだ。〈イコノクラスト〉の感覚器官は非常に優秀だが――それだけに生身の人間の脳ではそこからもたらされる情報を誤って取り扱ってしまう事が在る。

　両眼に望遠鏡や顕微鏡を付けて行動する様なものだ。微妙な距離感が狂ってしまったり時間感覚が歪ゆがんだりする事は珍しくない。

　だが――

「よく……見えてる……」

　呟つぶやく省吾の声は確信に満ちていた。

　仁王立ちの〈イコノクラスト〉を――しかし省吾はまだ動かそうとしない。

「――来い」

　半ば無意識の内に彼は続けた。

　津波だろうが。

　呪じゅ詛そだろうが。

　あるいは――神であろうと。

「来るなら来い。俺おれは…………戦ってやるッ！」

　叫ぶ。覚悟を己に言い聞かせる様に。

　意識を集中する。

　己の身体を〈イコノクラスト〉のそれと感覚的に重ね合わせる。既に幾つかの感覚は重なっているが気持ちの中で更にそれを補強してゆく。

　今の自分は神の力を持つ巨人だ。

　鋼鉄の大巨人だ。

　装甲を軋きしませ。歯車を回し。シリンダーの中のピストンを往復させながら。

　その重厚で巨大な体たい躯くを無理なく駆動させるのだ。

（先まず――）

　腰を落とす。やや前傾姿勢に。

　両脚は肩幅よりやや広く。不安定な砂浜で脚を取られる事の無い様に、バランスに気を配りながら脚を地にめり込ませて角度を調整する。体重を掛けるのは足の裏全体。ただし爪つま先さきにいつでも力を集中出来る様に力は抜かない。

　省吾の意志はそのまま類比共鳴回路によって〈イコノクラスト〉に反映される。

　ごおんごおんと音を立てながら省吾の意志に同調した〈イコノクラスト〉が彼の想い描いた通りの姿勢をとった。

（よし……）

　静かに息を吐いた。長く――ゆっくりと。

　ここまではいい。ここまでは基本だ。

　そしてここからが問題である。

（力を――束ねる）

　全身に散らばる奇き蹟せきを。

　初めて〈イコノクラスト〉を駆り、〈代行者パニツシヤー〉との戦闘に放りだされた時のイメージに近かった。巨大擬ぎ神しん杖じようである〈イコノクラスト〉の拳こぶしに、持てる力を収束させて放ったあの一撃。初めて勝利した――あのイメージに。

　ゆっくりゆっくりと何かを引き絞り力を貯ためていく。

　更に――機体の安定を図るべく脚部に装備された対地奇蹟術式が起動する。それは力場によって構築された巨大な『かんじき』だった。〈イコノクラスト〉の巨体が砂浜にめり込んでしまうのを――あるいは足場が崩れて機体が転倒するのを防ぐ為に、姫ひめ巫み女こ達が元より在った術式を調整している。

　元々は足場の悪い場所で〈破神の弓〉を射撃する為の安定用術式である。

　そして――

『シ……ショウゴ様！』

『津波が――！』

　姫巫女達の声が慌ただしげに重なる。

　しかし省吾は応答しない。そんな余裕は無い。

（もっと……もっともっと…………）

　束ねる。力を収束する。

　無数の奇き蹟せき術機関――擬神装置の集合体でもある〈イコノクラスト〉は、本来その巨体を動かす為に全身でそれぞれの装置がそれぞれの目的を以もつて稼働している。それはある意味で効率が悪い。

　だが格闘技において、腰の回転、脚の踏み込み、肩と腕の捻ひねりといった諸々の動きを拳こぶしに載せた時、正せい拳けん突きの威力が格段に跳ね上がるのと同じく……省吾の意志の下、ただ一つの目的に向けて再配列された奇蹟は、恐らく単純な〈イコノクラスト〉の出力を大きく上回る筈はずだった。

「…………――ぁぁぁぁぁああああああああああっ！」

　我知らずに雄お叫たけびが漏れる。

　既に巨大な津波は限界まで接近していた。

　眼前――いや視界それ自体が逆流する瀑ばく布ふの如ごとき巨大な壁と化している。

　何を仕掛けるにしろ最も早はや一瞬の猶予も許される様な状況でないのは明らかだった。

　だが――

「あああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

〈イコノクラスト〉が構える左右の拳こぶしが光を放つ。

　固く握りしめられていた鋼の指の間から細い糸状の光が漏れ始め――それは次第に太さを増していく。それは聖光――活性化状態に置かれた聖体が放つ奇蹟の光であり、ありとあらゆる物質に干渉する権利を持つ証あかしでもあった。

　だが細かい術理に――今の省吾の関心は無い。

　空が落ちたかの様に視界が暗い。

　今まさに巨大な顎あごは閉じられようとしていた。待ちきれず涎よだれにも似て降り注ぐ水滴が、身じろぎすら忘れた鋼鉄の巨人を濡ぬらしていく。

『ショウゴ様ッ！』

　悲鳴じみた叫びを上げたのは姫ひめ巫み女この誰だれであったろうか。

　ペルテアか。アフィニエか。ハーチェッタか。それともセネカか。

　メリニではないという事だけは分かっていた。

『分かりました』と――信じると彼女は言ったからだ。

「ああああああああアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァァ――ッ!!」

　省吾は吼ほえた。

　咆ほう吼こうと共に――絶叫する事で己の中に在るイメージを明確化する。たった一つの行動によって収束されたイメージは、彼の希望に従い〈イコノクラスト〉の奇蹟機関を稼働させる。

　聖光が弾はじける。

　指を開きながら〈イコノクラスト〉が両の掌てのひらを突き出した。

　渾こん身しんの掌底打ち。

　無論――流体である津波に掌を二つばかり突き出した処ところで意味は無い。あくまでそれは続く奇き蹟せきの為の予備動作であり、掲げられた両腕はその為の『芯しん』に過ぎない。

　大気が唸うなり――陽炎かげろうめいて視界が歪ゆがむ。

〈イコノクラスト〉の両の掌を中心とした波紋が、津波本来の動きを無視して広がっていく。高い稼働率を強制された全身の奇蹟機関が、大量の聖光を装甲の隙すき間まから放射状に放ち――〈イコノクラスト〉はまるで無数の光の柱によって串くし刺ざしにされているかの様にも見えた。

「ぐぅぅうううううううううううううううう――……」

　既に迸ほとばしる様な叫びは喉のどの奥で震える様な唸りへと変化しているが――省吾に自覚は無い。

　そして。

「…………」

　巨大な津波が――停とまる。

　まるで襲い掛かるその破壊的な海水の塊かたまりを〈イコノクラスト〉がその手で受け止めたかの様に。

（――まずは停める！　その為の――『盾』を！）

　奇蹟の効果を絞り込み、単一能に特化する事で莫ばく大だいな力を〈イコノクラスト〉は引き出している。両手を芯として展開された巨大な力場は、ぎりぎり最後の一線で押し寄せる津波を停止させたのだ。

　だがそれはただ停止させただけに過ぎない。

　このまま〈イコノクラスト〉が力尽きれば、天に届くかと思われる程に盛り上がった大量の海水は結局、破壊的な勢いで街に殺到するだけだ。既に〈代行者パニツシヤー〉の奇蹟の力は関係が無い。海水の質量そのものが凶器なのだから。

　もっとも――

（こいつは自然の津波じゃない。〈代行者〉の力が強制的に造り出したものだ。元々こんな変な津波が発生する訳が無い――）

　それは既にペルテアからの報告で予あらかじめ分かっていた。

　通常の大津波であったなら少なくとも数キロ――場合によっては数十キロの幅を示す。

　しかし〈代行者〉による津波はその高さに比して幅が不自然な程に狭い。もっと厳密に言えばザフェの街を狙ねらった――もしくは〈イコノクラスト〉を狙った――局所的な巨大さであった。幅はおよそ一キロ弱。恐らくはそれが〈代行者〉の奇蹟の力の限界なのだろう。

　逆に言えば……規模こそ大きいが、奇蹟術が生み出したものならば、奇蹟術で解除出来ない筈はずが無いのだ。

　とはいえ――

（ならば……）

　膨大なエネルギーの塊かたまりである津波の衝撃は半端ではなかった。

　足場を固めて構えていた筈の〈イコノクラスト〉の巨体は、じりじりと押し込まれ、強制的な後退を余儀なくされている。

　背後に広がるザフェの街――その存在を省吾は意識した。

　省吾は奥歯を食いしばる。此こ処こで押し負ければラヴィゾンの街の二の舞だ。自分の足の裏で人間がぷちりぷちりと潰つぶれていく感触は――忘れたくても忘れられない。あんなものをもう一度体験すれば、今度こそ自分は壊れざるを得ないだろう。

「ゥゥゥゥゥ……」

　省吾は両足の親指に力を込めた。

　同時に〈イコノクラスト〉の鋼鉄の爪つま先さきが砂浜にめり込み――大きな溝を刻んでいく。

「……アアアアァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　再び――咆ほう吼こう。

（ならば！）

　省吾の死に物狂いの意志に従い〈イコノクラスト〉の全身を構成する奇き蹟せき機関が術式を組み替えていく。それを省吾自身はただ――全身の細胞がざわめく様な奇妙な感触として捉とらえていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　新たに白い光が放たれる。

　それらは〈イコノクラスト〉が堰せき止める津波の上を滑りながら、緻ち密みつな紋様を描き出していく。細かく細かく――瞬間的に密度を上げて、まるで津波そのものを白く染めるかの様に微細な紋様が広がっていく。

　恐らく奇き蹟せき術師ならばその紋様の意味を読み解く事が出来ただろう。

　ベクトルの中和と逆転。

　のしかかる怒ど涛とうを形はそのままに――ただその方向性だけを書き換えていく。

　それはまさしく奇蹟の業だ。

　やがて――

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　咆ほう吼こうが頂点に達したその瞬間。



　――轟ごうッ！



　爆発的な音と共に巨大な波は濤とう――正確にはその上半分――は押し寄せてきた方向とは全く逆――即ち沖合の方向へと吹き飛んだ。水分子一つ一つにまで奇蹟術を介した省吾の命令が伝わり、それが予あらかじめ〈代行者パニツシヤー〉から与えられていた命令を上回ったのである。恐らく奇蹟術の何たるかを知らぬ者には、〈イコノクラスト〉が何らかの力で無理矢理に津波の上半分を弾はじき飛ばした様にも見えただろう。

　残りの下半分も押し寄せる勢いを殺され――無害なただの海水となって静かに港を満たしていく。多少の水害はでるかもしれないが、港やその周辺の街が潰かい滅めつする様な事態にはもうなるまい。

　そして――

「ハアッ……ハアッ……」

　荒い息をつきながら頭上を振り仰ぐ省吾。

　紺こん碧ぺきの空が見えた。

　殆ほとんどの海水は元来た方角へと飛び散り――僅わずかに残り衝撃で舞い上げられた海水が無数の滴となって降り注ぐ。雲一つ無い空に降る雨。見上げれば陽光がそれらを煌きらめかせてひどく眩まぶしい――

（まだ――）

　だがまだ終わりではない。

　元凶が未まだ残っている。

「〈破神の弓〉！」

　省吾の叫びと共に遠距離砲撃用の奇き蹟せき術式が起動。

〈イコノクラスト〉の右腕に長大な力場の仮想砲身を展開して――

「…………え？」

『ショウゴ様』

　姫ひめ巫み女この一人――ハーチェッタの声が響く。

『〈代行者パニツシヤー〉は既に退却しております』

「に……逃げた？」

『はい』

　ひどく冷静な口調で肯定するのは、やはり姫巫女の一人であるセネカだ。

『既に探知範囲外です。単に虚無化しただけかもしれませんが。何にせよ現時点では脅威は去ったと判断出来ます』

『勝ちましたねショウゴ様！』

　アフィニエがはしゃいだ様な声を掛けてくる。

「…………なんで？」

　呟つぶやきながら〈イコノクラスト〉の感覚器を総動員して省吾は〈代行者〉の存在を探る。

　だが――姫巫女達の言葉通り、何ど処こにもその姿を捉とらえる事は出来なかった。

　確かに〈代行者〉は退却したらしい。

　だが人間を定めとして苦しめ滅ぼす〈代行者〉に――退却などそもそも有り得るのだろうか。省吾はあの怪物についての知識を姫巫女達から聞かされた限りにしか知らないが、実際に相対した経験から言えば、あれはひどく機械的な何かで……一度の攻撃が破れた位で、怖おじ気けづいて逃げたりする様には見えなかった。

「どういう事だ……？」

　煌きらめく海水の滴に打たれながら――ただ呆ぼう然ぜんと〈イコノクラスト〉は立ち尽くした。



　　　



　蒼そう穹きゆうを舞った水滴が落ちてきて――無ぶ精しよう髭ひげの生えた頬ほおを打つ。

　口の端まで伝ってきた一粒をわずかに伸ばした舌の先で舐なめ取りながら、精せい悍かんな顔つきのその青年は構えていた双眼鏡を降ろした。

「四代目救世主――ショウゴ・カシバ」

　口調には呆あきれた様な響きが在る。

　水滴は尚なおも天気雨の様に陽光をかき乱しながら降り注いでいるが――彼の放射状に固められた独特の髪型を乱すには至っていない。それは使い込まれた様子の旅装束や、腰に吊つられた拳けん銃じゆうと相まって、何ど処こかならず者の様な――法理や常識では御し切れぬかの様な、野性的な雰囲気を醸し出していた。

　ただし――

「随分と〈イコノクラスト〉の扱いにも慣れてきた感じだな」

　呟つぶやく青年の視線は、海岸線に呆ぼう然ぜんと佇たたずむ超巨大擬神機――〈イコノクラスト〉に注がれている。その双そう眸ぼうは全てを透徹するかの様な、鋭い理知の光を湛たたえていて……この青年が粗暴さだけを頼みとする様な、単なる無法者の類たぐいでない事を示していた。

「どう思う――アンジェ？」

　肩越しに振り向きながら青年は相棒に呼び掛ける。

「確かに。より奇き蹟せき機関の特性を理解した使い方に変わってきた印象が在ります。これが姫ひめ巫み女こ達の示唆によるものか、彼自身の熟練によるものかは未まだ分かりませんが」

「――ふむ」

「それよりも――レオン様」

　アンジェという名で呼び掛けられた相棒――小さな眼鏡を掛けた少女は言った。

　地味な装いの娘である。長い漆黒の髪は邪魔にならぬ様にと二房に束ねられ、円つぶらな瞳ひとみも眼鏡の奥に隠れている。まして身に帯びるのは青年と同じく薄汚れた旅装束である。華やかさや艶つややかさは全くと言って良い位に感じられない。また神経質そうなその硬い表情からは愛想の類も受け取りにくい。

　だが……観察眼の鋭い者ならばこの少女に秘められている器量をきちんと見抜くだろう。

　それなりの格好をさせれば、一転して見る者を惹ひき付けて止まない美人になるのだという事を――だ。素材としての質は高いという事である。本人がそれを活かす努力をあまりしていないというだけの事だ。これが何らかの理由からなのか、単に自らを飾り立てる事に興味が無いだけなのかは分からないが。

「今回の〈代行者パニツシヤー〉の行動が気になります」

「確かにな」

　レオンと呼ばれた青年は頷うなずいた。

「随分と今回の〈代行者〉は素っ気ない感じだ。怖おじ気けづく様な連中でもあるまいにな」

「それもありますが――」

　少女の声には怪け訝げんの色が濃厚である。

「確かに〈イコノクラスト〉の力は強大です。最終的な最大出力は未いまだに不明――この先、機械的、あるいは奇蹟術上の改良、救世主や姫巫女の熟練によって更にその力を増大させる可能性も在ります。ですが――逆に言えば現時点ではその力を出し切れていないという意味でもあります」

「……ふむ」

「例えば今回の事にしても……〈イコノクラスト〉は〈代行者パニツシヤー〉の攻撃をはね除のけました。ですが、奇き蹟せき術師としての観点から言わせて頂けば、とても余裕が在った様には見えません。完全に巨大津波の対応に集中せざるを得なかった筈はずです」

　そう告げる少女の片手には――彼女の背丈以上もある旧型の擬ぎ神しん杖じようが握られている。

　それは見る者を威圧するかの様に、無骨で禍まが々まがしい形状をしているが……奇蹟術師にとっては必需品だ。どれだけ有能な奇蹟術師といえど、神の肉体の一部を収めたこの携帯用奇蹟機関を介さなければ奇蹟術を扱う事は出来ない。どれだけ料理の神髄を究めた料理人とて、道具としての火や刃物が無ければその技量を発揮し得ないのと同じ事である。

「以前のラヴィゾンの街と異なり……今回の津波は流体でした」

　そう。

　単純に防ぐ――受け止めるという意味ならば、巨大砲弾の様な固体の物質の方がよほど受け止め易やすかった筈なのである。一点集中させた『力』を奇蹟術式によって――ある意味では機械的に――爆発的に増幅するだけで対抗し得る。奇蹟術の効率が上がりつつある今の〈イコノクラスト〉ならばラヴィゾンの街と同じ攻撃を受けても、充分に受け止められた事だろう。

　そも――流体は扱いが難しい。

　風を、水を、手で切ったり掴つかんだりする事が出来ない様に、押し寄せるそれらを食い止めようと思うのならば、壁を造って阻むにせよ器に収めるにせよ……満遍なくそれら大量の流体を防ぎうる規模に拡張された巨大な力が必要となる。そしてその力を偏り無く制御する為の平衡バランス感覚も同時に必要となる。

　掌てのひらにものを載せて運ぶのと同じだ。

　単なる個体ならば、ただ掌の上に載せるだけで済む。だが掌で水を掬すくってこぼさず移動させるのは至難の業だろう。急いで揺らせば端からこぼれ落ちる。力を抜けば指の間から漏れ落ちる――

「それだけ高度な作業だったという事です。いくら力を増したとはいえ、〈イコノクラスト〉にとっても簡単な作業とは思えません。事実――使われた奇蹟術は『力場による強制停止』と『運動方向の書き換え』の二つを段階を経て行っていたと思われます」

「つまり――」

　レオンが顎あご髭ひげをさすりながら言った。

「その気になれば〈代行者〉は津波を停とめるのに四苦八苦している〈イコノクラスト〉を攻撃する事が出来た筈だと？」

「はい。なのに〈代行者〉は追加の攻撃をせずに姿を消しました。腑ふに落ちません」

　厳密な計算結果を読み上げる様な口調で少女は言う。

　だが――

「目的が違ったんじゃないのか？」

「……え？」

　きょとんとして眼を瞬まばたかせる少女。

　途端に表情の硬さが綻ほころんで――その隙すき間まから年齢相応の愛らしさが垣間見える。どうやら普段は冷静で有能な人間である事を自らに課す余り、自らの素顔を――ごく自然な感情の発露までも抑え込んでしまっているらしい。

　何ど処こか優しくそんな少女を見つめながらレオンは言った。

「アンジェ。お前は頭がいい」

「な……なんですか……いきなり……!?」

　他愛ない褒め言葉にも動揺した様子で少女は頬ほおを赤らめる。

　どうやら冷徹そうな見た目とは裏腹に、素直で純情な部分を残しているのだろう。

「だが頭がいい人間は、その集中力の高さから視野狭きよう窄さくを起こし易やすい。一歩か二歩退いてもっと大雑把にものを見る癖もつけてみろ」

「大雑把……ですか？」

「恐らく今回の〈代行者パニツシヤー〉の目的は〈イコノクラスト〉を倒す事じゃない」

　言いながら――覗のぞいてみろと双眼鏡を少女に差し出すレオン。

　だが〈イコノクラスト〉でなければ何処に焦点を合わせればよいのか。

　怪け訝げんそうに瞬きを繰り返しながら少女は辺りを見回し――

「『救世主』様の足元だよ」

「足元……？」

　少女は双眼鏡越しにそちらを見み遣やる。

「あれは……」

　レオンは何処か皮肉げな笑みを浮かべながら腕を組んで言った。

「な？　ちょっとした宗教だろう？」



　　　



　勝利とは希望の最たる具現である。

　単純で明確であるが故に、それは人々の理解と信頼を容易たやすく獲得する。

「…………」

〈イコノクラスト〉の感覚器を通して外部の音声が伝わってくる。

　ザフェの街は歓喜に震えていた。比ひ喩ゆ表現のみとは言い切れない程の――本当に街そのものを震わせるかの様な、轟ごう音おんの如ごとき大歓声が危機を脱した港町に充ち満ちていた。

　当然と言えば当然の事である。

　感情は常に相対的だ。振り幅の問題と言っても良いだろう。事前に示された絶望が大きければ大きい程に、その後にもたらされた希望は人々の眼に輝かしく映る。そしてこのソロンの大地において〈代行者パニツシヤー〉以上の深い絶望など存在しない。

　ならばその〈代行者〉の脅威を取り除いた〈イコノクラスト〉に対して人々が送る賞賛の眼差しと歓声も、絶望の深さの分だけ――かつてない程に大きくなるのが道理というものである。

　照りつける陽光の下で、海水の雨は未まだ微かすかに降り続いている。

　巨大津波の痕こん跡せきは既に無い。空に揺らめく影絵の様な〈代行者〉の姿も同じく。

　人々の前に在るのは――黒き英雄〈イコノクラスト〉の巨大な勇姿のみだ。

「俺おれは……」

　その頭部――朧おぼろな聖光に包まれた御者室で、省吾は何をするでもなく静かに身を御者席に預けていた。必死の集中力で戦った反動である。相変わらず身体は座席に縛り付けられたままだが、それも気にならない。今はただゆっくりと休みたかった。

　だが――

「俺は……また……」

　遠く背後で沸き起こる歓声が聞こえる。

　なけなしの意志力を掻かき集めて自らの――〈イコノクラスト〉の足元を見下ろした省吾は全身の血の気が引くのを感じた。

〈イコノクラスト〉の脚が砂浜に幅広い溝を二条彫り込んでいた。

　大津波を受け止めた瞬間のものだ。その勢いを殺しきれずに〈イコノクラスト〉が後退したのは認識していた。だがそれがどういう結果を現象として引き起こしたのかについては意識していなかった。

　いや――違う。

　実感していなかった。

「…………」

　今……喜びに沸いた人々が砂浜にまで殺到しつつある。

　彼等は怖おそれる様子も無く砂浜に立ち尽くす〈イコノクラスト〉に近付いてくる。街を救った英雄をもっと間近で見たいと思ったのだろう。それ自体は別に不思議でも何でも無い――むしろ自然な感情である。

　だが彼等が現実に〈イコノクラスト〉の周りに存在する事で、改めて省吾は自分が何に乗っているのかを意識せざるを得ない。対比の問題だ。〈イコノクラスト〉の眼から見れば砂浜に刻まれたそれは単なる足跡でも――実際に人間をその側そばに置いてみれば、ちょっとした運河程の幅と深さを持っている事が分かる。人間が側に居るからこそ省吾は改めて自分がどれだけ巨大で強大なものに乗っているのかが分かる。

　砂場で蟻ありを見ているかの様な感覚だ。

　だがそこに群がるのは蟻ではない。一人一人が省吾と同じく生きて――喜怒哀楽を持ち家族も友人も居るであろう筈はずの人間なのだ。

「俺おれはまた……」

　省吾は繰り返し呻うめく様に呟つぶやく。

（また踏み潰つぶす所だった）

　人間を――蟻でも踏み潰すかの様に。

　顎あごが震えそうになった。だが、ともすればがちがちと打ち鳴らしてしまいそうな奥歯を噛かみ締めて、省吾は足元をじっと見た。

　期待と喜悦に輝く眼差しで人々が〈イコノクラスト〉を見つめている。歓声を上げながらザフェの街の通りという通りにひしめいている。

〈イコノクラスト〉の類比共鳴回路を通して目を凝こらせば――老若男女一人一人の顔を見て取る事が出来た。耳を澄ませば彼等の言葉さえ個別に拾う事だって出来た。



「おおっ！　〈救世主〉様！」

「ありがたや！　ありがたや！」

「英雄だ！　本物の英雄だ！」

「これで我等は――ソロンの世界は救われる！」



　…………

　省吾は不思議な気持ちになった。

「……俺は」

　嬉うれしくない訳ではない。

　街を――人々を救ったという達成感は確かに省吾の中に在る。

　けれども何ど処こか憂ゆう鬱うつな……暗あん澹たんとして釈然としない感情をも省吾は覚えていた。

　一歩間違えば自分達を踏み潰して肉片にしていたかもしれない巨人を、民衆は『英雄』と讃たたえ、惜しみない賞賛の声を投げかけている。溢あふれんばかりの喜悦と期待を無邪気に送ってくる。

　だが希望と絶望は表裏一体だ。

　そう――彼等の歓喜は単に恐怖の裏返しに過ぎない。

　彼等は死をもたらす〈代行者パニツシヤー〉を怖おそれるからこそ〈イコノクラスト〉を賞賛する。死の具現を退け生を守る存在として全幅の信頼と賞賛を寄せてくる。

　だが彼等は知らない。

　この〈イコノクラスト〉が既に何十人何百人何千人もの血にまみれている事を。

　一つ間違えば今大喜びでこの巨大擬神機にまとわりついている人々を蟻ありの如ごとく踏み潰つぶしていたかもしれないという事を。実際にそうしてしまった事が在るのだという事を。時にそれは――人に対する兵器としてさえ使われる可能性が在るという事を。

（この手で……）

　己の掌てのひらを省吾はじっと見つめる。

　彼は確かに今ザフェの街の人々を数千人――あるいは数万人救った。

　だが同じ数かそれ以上の人々を彼の手は殺している。

　省吾は忘れない。忘れられない。

　ギムナカスの街での戦闘中、竜巻によって宙に舞い、ぱらぱらと降り注いだ人間達を受け止めた時の感触を。人骨が砕け、人肉が千切れ、腸やら脳のう漿しょうやらがびちゃびちゃと飛び散るのをこの手に受け止めた時の――あの感触を。

（いや……駄目だ。考えるな。済んでしまった事に脚を取られるな）

　省吾は自分に言い聞かせる。

　今更――死んだ人々は帰ってこない。

　ならばその罪は死者の数を上回る命を救う事でしか贖あがなえない。

　けれど……

「俺おれは……」

　省吾は再びザフェの街の民衆を見た。

　そこに家族が居る訳では無い。友人が居る訳では無い。学校の先生が居る訳でも無いし、近所のおばさんが居る訳でも無い。彼等はこの世界に居ない。ではこの世界に来てから知り合った人が居るのかといえば、一人だって居る訳では無い。

　居るのは――全て会った事も無い他人だ。

　なのに自分は戦った。

　そしてこれからも戦う事になっている。

（人を救う事に疑問を持つな……俺は……）

　一身に浴びているのは希望の具現たる『英雄』に対する眼差しだ。

　一片の疑いも含まぬ眩まぶしいまでの眼差しだ。

　戦う事が――彼等を守ることが間違っているとは思わない。戦う為の力があるのに戦わない事に比べれば、絶対と言える程に正しいに決まっている。

　しかし――

（何だろう……？）

　漠然と疑問と違和感を感じる省吾が居る。

　それをどうにも振り払えない。

『……ゴ様』

　そこでようやく省吾は自分を呼ぶ声に気付いた。

　メリニの声だ。

「……あ、ごめん。何だい、メリニ？」

『え……あ……その……』

　僅わずかな困惑がメリニの声には滲にじんでいる。

　何度呼び掛けても応答の無かった省吾の状態を案じているのだろう。

『お怪け我がはございませんか？』

「あ……ああ。怪我……怪我だね」

　彼女の言葉に――省吾は己の体温を意識した。

「ちょっと疲れたけどね。ありがとう、怪我は無いよ」

　とくとくと脈打って……自分の体が温かかった。

　それが嬉うれしい。

　我知らず省吾は笑みをこぼしていた。

　生きている事が嬉しい。そして勝利を讃たたえるよりも先に――何よりも先に省吾の身体の事を心配してくれたメリニの言葉が嬉しい。

『安心致しました』

　僅かに羞はじらう様な響きを含んでメリニが言葉を返してくる。

『では――ショウゴ様。間もなく〈イコノクラスト〉の回収及びショウゴ様のお迎えに参ります故、今しばらくお待ちくださいませ』

「ああ……待ってる」

　応じて――そして省吾はしみじみと思った。

（勝てて……良かった……）

　敗北は即座に死に繋つながる。

　もし負ければ〈イコノクラスト〉の御者たる省吾の身が無事であろう筈はずも無い。死は省吾とメリニを永遠に分断する。それどころか暴れ回る〈代行者パニツシヤー〉は周囲の人間を詳細の区別も無く殺して回るだろう。一般人だろうと〈レネゲイド〉だろうと関係が無い。恐らくメリニ達も無事には済むまい。

　そんな事には耐えられない。

　だから省吾は勝ち続けねばならなかった。倒れてはならなかった。

（……細かい事はいいんだ……考えていたらきりがない……）

　自分は聖人でも超人でもない。

　何でもかんでも背負い込める筈が無い。

　出来る事から一つずつ成していこうと――誓ったではないか。

　だから……

（俺おれは……ただ自分の成すべき事を……何の為に何をすれば良いのかという事を……覚えていればいい……）

〈代行者パニツシヤー〉を倒す事。

　世界を守る事。

　そして――

（…………取り戻す事）

　慚ざん愧きの念に身を切られる想いで省吾は自らに言い聞かせる。

　それは罪の記憶だ。

　守りきれなかった。

　奪われてしまった。

　大事な――

（――花梨を）

　記憶の中の従姉妹いとこが儚はかなげに揺らいだ。



　　　



「まさしく――教主を崇あがめる信徒の眼差しですね」

　双眼鏡を降ろしながら呟つぶやく少女――アンジェリット・ルースポリテの声には何ど処こか憐あわれむ様な響きが在った。

「――だろう？」

　レオンは苦笑混じりに相あい槌づちを打つ。

「思惑通りって訳だ」

「…………誰だれの？」

「さてな」

　肩を竦すくめるレオン。

「〈レネゲイド〉の……ってのは間違いないだろうがな。案外〈代行者〉の目的もコレだったのかもしれない。これで〈イコノクラスト〉は希望の象徴となった。後は放っておいても噂うわさが噂を呼んで勝手に膨れあがっていく」

「つまり――」

　無表情にアンジェリットは言った。

「希望は大きい方が潰つぶし甲が斐いがある……と？」

「俺ならばそう考える」

　レオンは低い声で言った。

「そして〈代行者〉ってのは人間を苦しめる為だけに存在するからな。その程度の事は考えついたっておかしくはないだろ――連中にどれだけ知性が在るのかは分からないが」

「…………」

「勿もち論ろん、奴等はギムナカスの街での戦闘の時みたいに〈イコノクラスト〉の性能を依然として試していた可能性だって在る。もしくは……反抗勢力としての〈レネゲイド〉の性能をかもしれないがな」

「それは……」

　そも〈イコノクラスト〉は〈レネゲイド〉の手であり足である。

〈代行者パニツシヤー〉が正しく自分の『敵』を見据えているのならば〈イコノクラスト〉のみではなくその運用者を――敵勢力そのものを包括的に見極めようとしても当然である。武器の性能だけが戦いの趨すう勢せいを決める訳ではないのだから。

「もし連中が今回の一件で〈レネゲイド〉の力を見極めたとしたら、次は意外と早いかもしれないな」

　話しつつ――レオンはふと引っ掛かった。

（次は意外と早いかも……か）

　状況は大きく動き始めた。

『救世主』は〈イコノクラスト〉の扱いに慣れ始め、〈代行者〉は戦術を変え始め、〈レネゲイド〉は世界の改変そのものに着手し始める。ここからはわずかに眼を離しただけでも事態は大きく変転する。

　そろそろ頃ころ合あいだ。

　舞台の裾すそで傍観者として流れを窺うかがっている時期は済んだと見て良いだろう。積極的に介入して自分達の方に流れを引き寄せる必要が在る。

「デュメ」

　肩越しに振り返り――もう一人の連れを呼ぶ。

「次だ――計画実行は次にする。〈長〉に伝えてくれ。いつでも行ける様に、とな」

「…………」

　ゆらりと無言で揺れる人影。

　それは全身をすっぽり包む頭ず巾きん付きのマントを羽織った人物だった。

　頭巾も深々と被かぶっている為、その容よう貌ぼうの多くは影に塗り潰つぶされ、目鼻立ちどころか性別すら判然としない。もっともマントの隙すき間まから静かに差し出された細く白い手を見れば女性であるらしい事は窺い知れる。

『血族』――あるいは『秘められし一族』。

　デュメリリエ・プテロフィラムはその秘匿名で呼ばれる特異な集団の一員である。

　名目上は協力者という事になっているが……このデュメリリエが『血族』から派遣されたレオンとアンジェリットの監視役であるという事は、双方共に暗黙の了解となっている。

「…………」

　デュメリリエは――なおもぽつりぽつりと降ってくる海水の雨を受け止めようとでもするかの様に、その白い掌てのひらを上にして掲げる。

　その掌の上に白い光が生まれたのは次の瞬間であった。

　聖光。

　だがアンジェリットと違い彼女の手には擬ぎ神しん杖じようは無い。

　擬神杖が無ければ奇き蹟せき術は――聖光は扱えない。それはこの世界の常識だ。奇蹟術とは万物に存在する『存在子イグジス』の中の記述を騙だます事で成立する。そしてその騙すという行為には『神の欠片かけら』がどうしても必要なのだ。神の欠片が出す聖なる光を介してのみ、人間は『存在子』に対して干渉が可能となる。

　では――どうして？

「ノオウ・イア・レット……」

　頭ず巾きんの奥から奇妙な韻律を伴った声が滑り出てくる。

　それは聖句――即ち奇蹟術を行使する際、聖光を誘導する為の呪じゅ文もんである。

「タート・ウオィ・トネディセルプ・イア……」

　日常会話においては決して使われる事の無い言葉の羅列。

　展開しているのは通信用の奇蹟術である。

　もっと正確に言えば――一種の『手紙』だ。同時通信の奇蹟術は相手も時間を合わせて同じ術を起動している必要が在るが、この『手紙』の形式ならば一方通行だが相手の状態に拘かかわらず内容は届く。

　デュメリリエの掌の上で球形に整っていく聖光は、決して大きなものではなかった。むしろ小さく――手の大きな者ならば握り込んで隠してしまえる程度のものだ。だがよく見ればそれは微細な白く輝く文字の集合体であり、文字によって描かれた何十という同心円が高速回転している為に球状に見えているだけだと分かるだろう。

　やがて――

「イア・レット……ティ……」

　ディメリリエが聖句の詠唱を終えると同時に――さらりと微風が吹いた。

　綿毛の様に軽やかに光球が舞い上がる。それは空中ではらりと糸状に解けて拡散。やがて緩やかに大気の中に溶け込んでいった。

　言葉も無くそれを見届けるレオンとアンジェリット。

　眼に見えず耳にも聞こえず……だが一定の情報を託された奇蹟術は光にも等しい速度で目的地へと移動している筈はずだった。

「――ん？」

　光が消えた向こうに――五つの巨大な影が見えた。

　支えるものも無く空中に浮かぶその威容が、悠然と自分達の方へと向かってくるのを眺めながらレオンは言った。

「四代目『救世主』殿のお迎えが御到着――か」

　五つの影は〈イコノクラスト〉を輸送する為の、超大型飛行船団であった。

　五隻の飛行船が陽光に機体を煌きらめかせながら大仰にザフェの街上空を旋回すると、街の民衆達から改めて歓声が沸き起こった。飛行船団の存在についてはラヴィゾンでのお披露目以降、〈イコノクラスト〉と共にリヴィス社の所有物だと考えられているらしい。

　無論、ザフェの住人の中に遠方の地ラヴィゾンでの御披露目を実際に目にした者がいるとは考えにくいが――その辺りは〈レネゲイド〉の情報操作が利いているのだろう。元より港町ならば噂うわさ話ばなしも集まり易やすい。

「さてと」

　飛行船団を一いち瞥べつし、レオンは身を翻した。

「行くぞ――アンジェ」

　肩越しに振り返りながら彼は自らの従者であり愛人でもある少女に告げる。

「これから忙しくなる。気を引き締めろ」

「――はい」

　頷うなずくアンジェリットの顔には薄く喜びの色が載っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　



　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉。

　秘密結社〈レネゲイド〉における最強最大絶対無比の最終兵器。

　それは兵器である以上、そもそも壊れることが前提の代物である。しかも〈イコノクラスト〉がいくら強大な力を備えていようと、敵は神の呪じゅ詛そたる〈代行者パニツシヤー〉――その戦力は圧倒的かつ予測不能である。そのため〈イコノクラスト〉が破損や想定外の故障によって行動不能状態に陥る可能性は、建造段階から考慮されていた。

　故にこそ、機能不全に陥った〈イコノクラスト〉を回収する為の手段が用意されるのは当然である。場合によっては現場で応急修理を可能とし、補修部品をも運搬出来るだけの積載量と共に、地形や天候に左右されない移動手段が求められた。

　その回答の一つがこの超大型硬式飛行船団である。

　総勢五隻から成る飛行船団は、〈フルヴァス〉・〈エルハムイ〉・〈ウィズデン〉・〈パーボスク〉・〈エデニート〉から構成され、それぞれがコードラン家・マブロ家・ルースポリテ家・オトルチ家・インペラス家の所有物となっている。

　飛行船には〈イコノクラスト〉各部を運搬可能とする積載性能に加え、後に、巨大擬神機を簡易整備する為の設備や、姫ひめ巫み女こ達が搭乗して〈イコノクラスト〉の各種制御術式を遠隔操作する為の設備も備えた形に改修が行われ、五隻一組で〈イコノクラスト〉の移動基地としての機能を持つに至っている。

　更には飛行船団自体に不測の事態が起こる可能性さえもが考慮され、運搬の際には〈イコノクラスト〉の分割輸送を基本としながらも、場合によってはどれか一隻による超巨大擬神機の輸送も可能にするだけの出力が与えられている。〈レネゲイド〉の技術者達の計算ではたとえ一隻でも〈イコノクラスト〉をワイヤーで吊つり下げたまま飛行する事が可能な筈はずだった。

　だがその代償として飛行船の中は恐ろしく狭い。

〈イコノクラスト〉の関連施設に積載容量を食われている為、船室や内部の通路の空間を大きく確保出来ないのだ。その分、備え付けのソファや家具は高級な物が揃そろえられてはいるが――快適とは言い難いのが現実だ。もっとも〈イコノクラスト〉同様にこれは一種の兵器である事を考えれば、乗員の快適性などは二の次で当然だが。

〈フルヴァス〉――船内。

　今メリニが収まっている場所も例に漏れず狭苦しい。そこは船内のほぼ中央に位置する姫巫女専用の座席だ。〈イコノクラスト〉の遠隔操作に必要不可欠である様々な機器に四方を囲まれているのである。機械装置の隙すき間まにメリニが填はまり込んでいるかの様な印象さえ在った。

　だが当のメリニはその狭苦しさなど気にする様子も無い。

　むしろ――

「お迎えにあがりました」

　弾みそうになる声を抑え努めて事務的に彼女は言った。

『ありがとう』

　通信回線から省吾の声する。

　落ち着いた様子で声を聞く限り健常そのものだ。

（ショウゴ様……）

　安あん堵どと喜悦でむしろ高鳴る胸にメリニは手を添えた。

　巨大津波到達の直前、明らかにショウゴ様の様子は尋常ではなかった。恐らく前回の出撃――エクノドラス真教会軍による『聖せい廟びよう』強襲の際の記憶が彼の負担になっているのだろう。健気けなげに元気そうに振る舞ってはいるが、優しい彼がその事を気に病んでいない筈はずがない。恐らく他ほかの――自分が救いきれなかった人々の事と同様に、それは彼の胸の奥に消えざる傷となって残っているだろう。

　そしてその傷の痛みが……錯乱を呼ぶ。

　だからメリニは必死に呼び掛けたのだ。

　必死に呼び掛ければ応えてくれる、こちら側に帰ってきてくれる――そんな確信は在った。そして事実、省吾はメリニの呼び掛けに正気を取り戻し、見事〈代行者パニツシヤー〉の攻撃を退けて見せた。

　その事実が今はただ――嬉うれしい。

　とはいえ……省吾が何やら錯乱の様な状態に陥り、再び〈イコノクラスト〉が制御不能状態に陥りかけたのは事実である。それは飛行船側の記録装置にも各種情報として残っている。

　省吾は努めて穏やかに通信に応えてくれてはいるものの……彼自身、言い知れぬ不安は抱えたままであろう。

　だから――

（早くお会いしたい）

　会って、言葉を交わして、省吾の抱く不安を少しでも分けて欲しい。重荷が在るならば分かち合いたい。省吾にしか分からない不安かもしれない。どれだけ話を聞かせて頂いても、自分には決して捉とらえきれることの出来ない恐怖なのかもしれない。

　でも――それでも。

（ショウゴ様……）

　胸の内でメリニは呼び掛ける。

　今の彼女はただその行為だけにさえ喜びを――彼に対する愛いとおしさを感じる事が出来た。

（ショウゴ様……ショウゴ様……ショウゴ様……！）

　プロペラの放つ轟ごう音おんが微妙に変化する。

〈フルヴァス〉が〈イコノクラスト〉の直上に到達したので回転数を落として角度を変えたのだろう。〈イコノクラスト〉回収中は主推進用のプロペラは停止するか――あるいは風に流されない様に定位置を確保する為の推力として使用される。

「ショウゴ様――」

　軽く身を乗り出し、姫ひめ巫み女こ専用座席の前に広がる窓から眼下の光景を覗のぞく。

　見れば――〈フルヴァス〉からは既に何本ものワイヤーが下ろされ、その先端に乗って降下した作業員達が〈イコノクラスト〉に固定する作業に当たっていた。

　他ほかにも押し寄せる大衆を〈イコノクラスト〉から引き剥はがす為に動き回っている者達の姿も見える。熱狂してくれるのは〈レネゲイド〉の思惑通りだが、今のザフェの街の住人達はそのまま〈イコノクラスト〉にしがみついて来てしまう怖おそれさえあった。

　それでなくても人間の何十倍もの大きさの鋼鉄が吊つり下げられるのだ。迂う闊かつに近寄ればどんな事故が起こるか分からない。折角『救世主様』の人気を盛り上げておいて、つまらない事故でそれが盛り下がっては、困るのだ。

『――固定完了』

　作業員達からの報告が飛行船内に響く。

　今回〈イコノクラスト〉を回収する役目は、五氏族筆頭のコードラン家が受け持っている。本来ならば『聖遺物』は離して保管するのが望ましいので、すぐにでも分割して輸送したいのだが――ザフェの街で〈イコノクラスト〉の合体解除作業を行うのは何かと都合が悪い。機密の塊かたまりである〈イコノクラスト〉を――それもその内部機構を悠長に衆目に晒さらしたまま作業していては問題が在ろう。

『ワイヤー巻き上げ開始』

　ザフェの民衆がまだ通りでひしめき合って、救世主様の活躍に惜しみない歓声を上げている様子はメリニにも見て取れた。一応作業員達によって〈イコノクラスト〉からは離された様だが――それでも彼等は十重二十重とその黒い巨大擬神機を見上げて喜びの声を放ち続けている。

　再び――プロペラの唸うなりが変化する。

『推力上昇。〈イコノクラスト〉――移送開始』

　津波の途方もない威力にさえ耐えて大地に食い込み続けていた超巨大擬神機の足が、大量の砂粒をこぼしながらふわりと浮く。その天に挑むかの様な巨体が浮き上がる様子に、海岸の人々がまた改めて驚きの声を上げていた。

「これより『聖せい廟びよう』へ帰還致します。ショウゴ様」

　言って――メリニは小さく付け加えた。

「早く……ショウゴ様のお顔が見たいです」

『あ……うん』

　はにかむかの様に揺れる声で応じてくる省吾。

『俺おれも……だよ』

『私も！　私もショウゴ様のお顔を早く見たいです！　物もの凄すごく見たいです！』

　アフィニエが耳みみ聡ざとく通信に割って入ってくる。

　省吾とメリニが契りを交わした事は、このオトルチ家の姫ひめ巫み女こも既に知っている筈はずだが――どうも彼女は未まだメリニを出し抜いて省吾の寵ちよう愛あいを得る事を諦あきらめていないらしい。あるいは単に、言い寄られてどぎまぎする省吾をからかいたいだけなのかもしれないが。

『ショウゴ様は私の顔は見たいですか？　見たいですよね？』

『あ……うん。そうだね』

　慌てた様に取り繕う省吾の様子がおかしくて――メリニはくすくすと笑う。

『私は出来ればベッドでじっくり差し向かいで見たいです！　お顔だけじゃなくてその他ほかの処ところも！』

『いや……あの……それは』

『あんたはもうちょっと遠慮とか遠回しな物言いとか、そういうものを覚えなさいよ』

『ペルテアはもうちょっと色気とか覚えた方がいいと思うな』

『余計なお世話よっ！』

　…………

　こうしてザフェの街における戦いは終わった。

　凱がい旋せん時特有の緩んだ空気の中、姫巫女達と省吾の他愛ない通信を飛び交わせながら……五隻の飛行船は一際高くプロペラの轟ごう音おんを響かせて帰路についた。



    

  
    
      
第二章　幕間風景





「いやはや――見事な戦いぶりであったことよ！」

　席につくなりそう宣のたまったのは――顔全体が緩んでいるかの様な丸顔の人物であった。

　肥満している訳ではない。ただ全体的に顔付きが丸い。瞼まぶたさえもが奇妙に腫はれぼったい印象で……睡眠不足で顔全体がむくんでいるかの様にも見える。

〈神殺しの罪人〉の末まつ裔えいにして秘密結社〈レネゲイド〉の中枢たる五氏族。その中の一つであり〈レネゲイド〉において主に渉外や物資調達を行うルースポリテ家。

　その家長――パルマス・ルースポリテ。

〈レネゲイド〉を統すべる五人の最高権力者の中でも最も分かり易やすい――いわゆる権力者然とした容姿を備えている人物である。それはつまり見た目通りの俗物という意味でもある訳だが。

「第四代救世主殿も捨てたものではないですなぁ」

「――では」

　バルドはパルマスの台詞せりふに取り合わず――低く重々しい声で宣言した。

「始めるとしよう」

　バルド・コードラン。

　五氏族筆頭格であるコードラン家の家長である。決して感情を露あらわにしない彫刻めいた無表情の中で、猛もう禽きん類るいの様な双そう眸ぼうがひときわ冷たく鋭く、およそ隙すきというものが無い。

　ただ黙って座っているだけでも他者を威圧する様な雰囲気がそこには在った。

「よろしいか――ルースポリテ卿きよう？」

「それは……無論」

　バルドに視線を向けられてパルマスは無駄口を中断した。

　五氏族族長専用議事室。

　巨大な円卓とそれに付随する五脚の椅い子すが中央に据えられている以外、これといった調度品も無い――広く無機質な部屋である。秘密結社〈レネゲイド〉の最高意志決定機関である五氏族族長会議が意見を交わす――その為だけの場所だ。〈イコノクラスト〉を〈レネゲイド〉の手足とするならば、この部屋は頭ず蓋がいに相当する。

「元々……予定より遅れておりますからな」

　言い繕う様にパルマスは言った。

　本来――今日の五氏族会議は日中の間に行われる筈はずだった。

　しかし今は既に真夜中である。日付もそろそろ変わる頃ころ合あいだ。

　理由は簡単――〈代行者パニツシヤー〉が出現したからだ。

　通算五体目となる〈代行者〉が引き起こした巨大津波。港町ザフェを襲ったその津波を見事消滅させた〈イコノクラスト〉と四代目救世主ショウゴ・カシバの帰還を待ち、姫ひめ巫み女こ達からの簡単な報告を受けた後で、ようやく五人の家長――バルド、パルマスを始め、マブロ家の長タイロイド、オトルチ家の若き当主ネロ、そして唯一武系の血筋であるインペラス家の長ゼブロン――が揃そろったのだった。

「狂信者共の襲撃から丁度ひと月が経たつ」

　バルドが一同を見回しながら言った。

『狂信者共の襲撃』とはつまり――エクノドラス真教会による『聖せい廟びよう』強襲の件だ。

　エクノドラス真教会――神の呪じゅ詛そたる〈代行者〉を『御尊影』と崇あがめ、これに殺される事を無上の喜びとする狂気の宗教団体。〈代行者パニツシヤー〉出現とあらば、懺ざん悔げの祈りを唱えながら『御尊影』の足元に身を捧ささげる敗北主義者達。

　彼等にとって『死』とは恐怖ではなく憧れである。

　その一方でエクノドラス真教会は、世界規模の連絡網を備える警察的な組織として、世界の秩序となってもいた。間違いなく規模といい人員といい現在のソロンにおいては最大の勢力である。

　そして〈レネゲイド〉にとっては不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵であった。

　十六体の〈代行者〉を殲せん滅めつして〈神殺しの罪人〉の汚名を返上し、世界に君臨する事を目もく論ろむ〈レネゲイド〉にとって、エクノドラス真教の教徒達は永遠に相あい容いれる事のない者達である。彼等にしてみればそもそも神の怒りを生み出す事となった『五人の罪人』の末まつ裔えいは問答無用で抹殺すべき存在である。その神の『御尊影』たる〈代行者〉を屠ほふらんとするのならば尚なお更さらだ。

　長い歴史の中では両者間に小競り合いが生じた事もしばしばある。しかしそのどれもが偶発的なものであった。危ういなりにも奇妙に均衡の取れた敵対関係であったのだ。無論これは〈レネゲイド〉が秘密結社として闇やみに潜んでいた事も在るが。

　しかし均衡は破られた。

　それが丁度ひと月前の事である。

　エクノドラス真教会の数千――後に調査させたところによれば数万との報告も在る――に上る信者達が、武装して狂気の軍勢と化し、『聖せい廟びよう』に強襲を仕掛けてきたのである。

　幾重にも隠かくれれ蓑みのを施している上に、厳しい情報統制を敷いて隠してきた筈はずの『聖廟』の所在を、如い何かにして彼等が嗅かぎつけたのかは分からない。情報漏ろう洩えいの経路は依然として調査中だ。

　だが何にせよ――あの時『聖廟』は、それまで直面したことのない危機に晒さらされていた事は間違いない。『聖廟』の最大の守りはその存在を知られぬ事であった。それ故に防衛の為の戦力は最低限に過ぎなかった。関係者が増えれば増えるだけ情報漏洩の危険性が増えるし、物資の出入りも増えて『聖廟』の存在が露見する可能性が高まるからだ。

　他ほかに打つ手の無い処ところにまで追い詰められた〈レネゲイド〉は禁じ手を使った。

　即ち――対〈代行者〉用兵器である〈イコノクラスト〉を対人兵器として使用したのだ。

　無論……〈代行者〉殲せん滅めつを目的として生み出された巨大擬神機を、ちょっとやそっと武装しただけの人間如ごときがどうこう出来る筈も無い。

　エクノドラス真教会の軍勢を殲滅するのは容易たやすかった――人質を盾にその作業を強制された救世主ショウゴ・カシバ自身がそれをどう感じたのかは別にしても。

　何にせよ――後に残されたのは凄せい惨さんな光景だった。

　いや、凄惨と言うだけでは足りないほどに夥おびただしい数の屍しかばねと破壊の痕こん跡せきが今もなお『聖廟』の周りには残っている。〈イコノクラスト〉の力であちこちを抉えぐられた森林が、元の姿を取り戻すには数十年の時間が必要だろう。

　だが……幸いにも『聖せい廟びよう』の施設そのものに被害は無かった。

　人的被害も戦闘序盤の白兵戦に応じた者達に限られ……〈イコノクラスト〉の整備や制御に支障が出る事は無かった。数日の内に『聖廟』は襲撃前の態勢を取り戻し――補充人員の手配も既に終了している。

〈レネゲイド〉としてはおおよそ以前の状態に復帰したと言っても過言ではない。

　変化を余儀なくされたのは――むしろ世界の方だった。

「世界の秩序は崩れた」

　まずバルドは断言した。

　異を唱える声は無い。それはこの十日余りで明らかな事実であった。

「エクノドラス真教会の名は確かに残っている。だが組織として民衆に対する影響力は確実に低下した。我々との戦闘で奴等の被った人的被害は計り知れないと思われる。幹部になればなるほど信心深さは尋常では無かったであろうからな。あの時、第一線には奴等にとって重要な人物達がひしめいていた事だろう」

「遺体を確認して身元の一つでも調べてみれば良いのかもしれませんが――」

「救世主殿が跡形も無く消し飛ばしてしまいましたからな」



    

  
    
      



    

  
    
      　パルマスの台詞せりふの上から更に言葉を被かぶせて後を継いだのは――タイロイドである。

　タイロイド・マブロ。

　何ど処こか学者を思わせる神経質そうな容よう貌ぼうの人物である。実際――彼は五氏族の中に在って、奇き蹟せき術関連の研究及び実践に関して最も実績の在るマブロ家の長であり、彼自身も優れた奇蹟術師である。〈イコノクラスト〉の攻守に直接影響を与える様な各種奇蹟術機関は、殆ほとんどマブロ家の奇蹟術師達によって設計されている。

　故にこそ彼は〈イコノクラスト〉の勝利をそのままマブロ家の功績と捉とらえる。

　実際には他ほかの四家の助力が無ければ到底〈イコノクラスト〉の運用は立ち行かないのだが……〈イコノクラスト〉そのものに関する議題では、しばしばタイロイドは他の四家を軽んじる様な言動に出る事が在った。

　前回〈イコノクラスト〉がエクノドラス真教会軍に対して発揮した圧倒的な戦闘力も、今回〈代行者パニツシヤー〉を退けた実績も全て、彼にすれはマブロ家の偉業であるのだと考えているのだろう。

　集中力に偏る学者にありがちな近視眼的思考である。

　故に――

（やはり指導者の器ではない――か）

　優越感に耽たん溺できするかの様な表情のタイロイドを眺めながらバルドはそんな事を考える。

　パルマスにしろ、タイロイドにしろ、一歩退いて大局を見据える様な視点がそもそも無いのだ。これでは彼等の下につく者達もたまったものではなかろう。親から子へと何の疑問もなく引き継がれてきた権力は、結果としてこうした指導者を生んでしまう。

　だがバルドとしては好都合ではある。

　こうした年功序列と血統重視の結果、頂点に立つ者の下には現状に対し不満を持つ者が大勢居るのが常だ。有能であれば引き抜けば良いし、無能であれば適当に踊らせて相手の動きを牽けん制せいする役に――あるいは周りを巻き込んで自滅する爆弾にしたてる事も可能だ。

　無論バルドはそんな考えなど表には出さない。

　ただ淡々と低い声で議事を進めていく。

「詰まるところ、エクノドラス真教会は今や組織中枢を形成していた重要人物達を少なからず失い、そのうえ多くの――特に熱心な信者達も同時に失った。教義への求心力は大きく減じられたと見て良いだろう」

　これを〈レネゲイド〉に喩たとえるのならば、五氏族会議を構成する族長達の何人かが――あるいは全員が死亡し、その上で忠誠心の高い関係者が大量に殉死した様な状態である。

　無論、組織規模も人員構成も根本理念も異なる〈レネゲイド〉とエクノドラス真教会を直接的に比較するのは危険だが……何にしてもエクノドラス真教会が現在、大きく揺れ動いているのは間違いない。

　ならば――

「必要になりますね――新しい指導者が」

　敏感にバルドの言わんとする処ところを察してさりげなく言葉を繋つないだのは――オトルチ家の若い当主であった。

　ネロ・オトルチ。

　一見すれば最もこの場に相応ふさわしくない容姿を持つのがこの青年だろう。先の当主の急死によってオトルチ家の実権を握る事となった若き族長。その姿は優美ではあるが……何ど処こか病人めいた色の白さが目立つ。顔立ちや体たい躯くも繊細な線で構成されており――その中性的な容姿は骨太さや剛胆さとは無縁である。

（……相変わらず鋭い小僧だ）

　バルドは思う。

　五氏族族長会議の議題は事前に通達されていない。バルドも殊更に今日の議題について誰だれかに告げた訳でもない。現在――〈レネゲイド〉内部では情報管理の体制について再検証が行われている最中である。故にたとえ腹心の部下に対してでも、族長達は情報を流さない様にしている。何処に裏切り者が居るのかも分からないからだ。

　つまりネロがバルドの考えを事前に知っていたとは思えない。

　ならばこうまで察しが良いのは、現状を把握した上でバルドと同じ考えに達していたとしか考えられない。元々……大抵の場合にパルマスやタイロイドは議題の提示をただ受け身で待っているだけであるが、ネロは論理的かつ俯ふ瞰かん的に現状を検証し、建設的な議題提示が出来る。

　それはつまりネロがバルドの思惑を見透かす場合も有り得るという事だ。

　油断出来ない相手ではある。パルマスやタイロイドの様にネロを若造と舐なめてかかっている者は、いつか足元を掬すくわれる事になるだろう。

「その通りだ、オトルチ卿きよう」

　バルドは無表情のままに頷うなずいた。

　パルマスやタイロイドの様に、肯定すべき事をあえて否定する様な真似もしない。

「世界は混乱している」

「はい」

　バルドの断言にネロは紅あかい眼を細めて頷いた。

「皮肉な事に……これまで地域の治安維持に努めてきたエクノドラス真教会の治安修道士達が、むしろ最近は騒動の種になっている事が多い様です。エクノドラス真教に疑問を抱く民衆との衝突が絶えないとか。既に民心はエクノドラス真教の教えから離れつつあります。この現状は恐らく皆様も御存知の通り。つまり――」

　ネロは一同を見回してから続けた。

「『〈代行者パニツシヤー〉出現、即ち死在るのみ』といった常識は今や覆されているのです。我々としてはこの混乱――見逃す手は在りますまい。いずれ我々こそが、〈レネゲイド〉こそが世界の統治者に成らねばならないのですから」

「勿もち論ろんだとも」

　パルマスがやや焦りを滲にじませた口調で応じる。

　改めてオトルチの小僧に言われるまでもない――とでも言いたいのだろう。此こ処こで黙っていられないのがパルマスの器量の狭さを如実に示していた。

「ショウゴ・カシバには感謝しなくてはなりませんね」

　唇の端を微かすかに持ち上げ、ネロは続ける。

「ラヴィゾンでの初陣に始まり、ギムナカス、そして今回のザフェ沖の巨大津波の件に至るまで――勿論ルースポリテ卿きようの指示の下に行われている情報操作や噂うわさの流布といった御尽力が在るとはいえ――民衆の眼に、そして耳には、〈イコノクラスト〉とその御者ショウゴ・カシバはまさに救世主と捉とらえられておりましょう。『救世主』殿の働きによって、我々は最終目的に向けて確実に近付きつつあるのです。しかも――苦もなく」

「然しかり――」

　パルマスがやや得意げな表情を浮かべて頷うなずく。さりげなく織り交ぜられたネロの煽おだてに、すっかり乗せられているのだ。恐らく自覚も在るまい。

　ルースポリテ家の家長を横目に一いち瞥べつしてから、バルドはネロを見据えた。

「そろそろ議題の提示を――オトルチ卿」

　試す様に言う。

　此処で得意げに場を仕切り始める様なら、それはそれで扱い易やすいのだが――

「いえ――出過ぎた真似を致しました。コードラン卿」

　ネロは頭を垂れて謙けん遜そんの台詞せりふを口にする。

　何事も矢面に立つのはバルドの仕事だとでも言うかの様に。

　バルドは内心で苦笑いを浮かべながらも……鷹おう揚ように頷いて一同を見渡した。

「如い何かなる統治機構を打ち立てるべきか――この混乱した世界に」

　恐らくその議題はもっと先だと思っていたのだろう。顔を見合わせるパルマスとタイロイドを視界の隅に捉えながらバルドは言葉を繋つないでいく。

「それも早急にだ。混乱は疲弊を呼ぶ。我等の統治すべき世界が疲弊しきっていては困る。可能ならば大きな軋あつ轢れきも無く緩やかに――しかし確実に統治の権能を我々の元に移行させるのが望ましい」

　ある意味で無茶な話ではある。

「本日はまず、それを論じたい。早速だが――意見の在る方はおられるか？」

〈代行者〉殲せん滅めつ後の世界を支配する事が〈レネゲイド〉としての最終目的である。

　しかしいざ〈代行者パニツシヤー〉の脅威が失うせた時、具体的な如い何かなる統治方法を施すかを五氏族族長会議で論じた事はこれまで殆ほとんど無かった。

　無論……無視されていた訳でも忘却されていた訳でもない。

　ただ〈イコノクラスト〉で〈代行者〉を迎え撃ち、それを殲せん滅めつさせていく過程で、民衆が如何なる変化を見せるのかは予測しきれない部分が多かった。そもそも〈代行者〉の動き自体が予測不可能な部分も多い。そして〈代行者〉の動きが民衆心理に与える影響は多大であった。

　故にこそ……〈レネゲイド〉は民衆統治に関しては敢えて方針を固めずにこれまで来た。

　対応は慎重に確実に、そして柔軟に行わなければならない。民衆は賢くもなければ、愚かでもないのだ。エクノドラス真教会の現状を見ても分かる様に――固定的な方策に拘泥して対応を誤れば、この不条理な世界で蓄積されてきた民衆の怒りの矛先が〈レネゲイド〉に向く可能性も在る。

「コードラン卿きよう」

　最初に挙がったのは――やはり白い手だった。

　バルドは視線で先を促し銀髪の青年は小さく頷うなずいて言葉を繋つないだ。

「議事共和制組織による統治――それが最良かと」

（……なるほど。そう来たか）

　バルドは黙って頷いた。

　しかし――

「議事共和制組織……？　それはまさか奴等の方法をそのまま引き継ぐという事か？」

「さすがパルマス殿、御察しが早い」

　ネロは涼しい声でそう応じる。

「エクノドラス真教会を積極的に容認した上で協力体制を取ります」

「莫ば迦かな！　ふざけるのも大概にしたまえ――オトルチ卿！」

　パルマスは容易たやすく激げつ昂こうして声を荒げる。

「貴公は自分が何を言っているのかお分かりか！　誇り在る我等〈レネゲイド〉に狂信者共と手を組めと!?」

「ええ」

　前髪を指先で弄もてあそびながらネロは微笑ほほえんだ。

「何と――何と不届きな！　正気か!?　先日何が在ったか貴公は覚えていないとでも言うのか!?」

「本当に不届きでしょうか？　エクノドラス真教会――彼等がこれまで世界の秩序であった事は否定出来ますまい」

　彼等の中枢は『聖せい廟びよう』の様な固定的な施設を持たない。

　遊牧民の様に数十の――時には数百の馬車でソロンの大地を巡回し、その一方で治安修道士を各地に派遣して土地土地に適した方法で布教し、警察的な力を以もつて土地そのものも統括してきた。

『人は生まれながらに罪を背負い、御神体たる〈代行者パニツシヤー〉による断罪こそが人として求めるべきもの。故に〈代行者〉に抗あらがう事など在ってはならないし、在ったとしても無意味である』――その様なエクノドラス真教会の教えは世界の常識としてソロン中の人々の生活を、もしくは一生を支配していたのだ。それに心酔するか、表面的に受け入れるか、それとも信じないかは人それぞれだったとしても。

「オトルチ卿きよう」

　バルドは諫いさめる様に口を挟む。

「誤解を招く様な物言いは慎んで頂きたいものだが。貴公の物言いは印象深いのは認めるが効率が悪い」

「これは――失礼」

　苦笑を浮かべてネロは言う。

「誤解？　何が誤解――」

「ルースポリテ卿。要するにオトルチ卿の提案は『エクノドラス真教会』の傀かい儡らい化だ」

「…………あ……！」

　そこでようやく合点がいったらしい。

　パルマスは表情を強こわ張ばらせ――沈黙を守りながらもやはり何ど処こか不満げだったタイロイドの表情にも納得の色が浮かんだ。

「今でこそ目先の事態に民衆は踊らされているが――状況が安定してくれば彼等は具体的な秩序、新たな統治体制を求める事になる。それは『英雄』や〈イコノクラスト〉といった象徴だけでなく、確実に機能する制度でなくてはならない。

　だが突如目新しい手法で統治された場合、民衆は被支配感を強烈に受ける結果となろう。そして抑圧感が、ひいては反発心が生まれてみよ――元より歴史の浅い体制ならば民衆には郷愁も未練も無い。容易たやすく反乱の類たぐいを招くだろう。

　まして我等〈レネゲイド〉の人員は限られている。これを鎮圧するだけの力を蓄えるには時間が足りない。〈イコノクラスト〉ならば反乱の鎮圧も容易かもしれないが、単純な恐怖政治では経済や文化の停滞を招きかねない。

　ならば従来の方法で統治し、その中身を取り替える方が余程に簡単かつ確実だ。慣れ親しんだ方法ならば民衆からの反発心も少ない。現状でエクノドラスの者共が民衆からの反発を買っているのは、あくまで教義の問題であって、その統治機構に問題が在った訳ではない。ならばそのまま利用した方が、何かと都合が良かろう」

「つまり――」

　タイロイドが呻うめく様に言う。

「民衆の反発を防ぐ為に、エクノドラス真教会を残し、我等が背後からそれを支配する事で実質的な統治権限を握る――と？」

「その通りだ」

　バルドは頷うなずき――ネロも追従する様に頷く。

「〈イコノクラスト〉という実効的な力を伴えば民衆のエクノドラス真教に対する信頼を取り戻すのはそう難しい事ではない。教義の大幅な改変が必要とはなるであろうが――その事に目くじらを立てる様な者は、それこそ先日の『聖戦』で大半が死んでいる」

　被支配の立場に居る民衆にとって、上層の支配者が如い何かなる主義信条であるかは実の所あまり関係が無い。自分達の暮らしが平穏で――出来れば豊かであるのならば、民衆は教義の改変や教主の交替などにはさして興味を覚えない。

「我等は新たな世界観の案内役を務めれば良い」

　無表情にそう告げるバルド。

　そして彼は黙して待ったが――異議を唱える者は居ない。

　満足げに頷いて見せるとバルドはパルマスを振り返った。

「さて……その日が来るまでの布石としてだ、ルースポリテ卿きよう」

「は――はい」

　慌てて頷くパルマス。

　この期に及んでも喜劇的な程に察しの悪いルースポリテ家の長に、僅わずかな憐あわれみを覚えながらバルドは続けた。

「貴公の配下にある隊商の交易ルートを最大限に活用させて頂きたい。先の方針に従い情報操作を行う。詳細な『筋書き』と新たなエクノドラスの指導者は近日中に用意させる。貴公はこれが速やかにソロン全土に浸透する様、下地作りを」

「ふむ、情報操作は我がルースポリテ家の得意とするところ」

　パルマスが妙に背筋を伸ばして鷹おう揚ように頷く。

　まるで強がっている子供の様だった。

「承知した。早速展開させよう」

「マブロ卿」

　バルドは続けてタイロイドの方を振り返る。

「エクノドラス真教においては奇き蹟せき術は禁忌扱いとなっているが――これからはそうした価値観は撤廃させて行かねばならん。奇蹟術の浸透は早急な繁栄をもたらすだろう。だがその一方で民衆にあまり『大きな』奇蹟術の力を与えてはならない。それこそ第二第三の〈イコノクラスト〉を造られては困る」

「なるほど」

「奇き蹟せき術関連の知識の一般化と法整備は新たな世界を支配する上で急務だ。その為の大まかな『設計図』の作成を御願いしたい。これは奇蹟術に造ぞう詣けいの深いマブロ家でなければ難しかろう」

「承知。会議が終わり次第取り掛かりましょう」

　やはり鷹おう揚ように頷うなずいてみせるタイロイド。

「では本懸案に関しては今回は此こ処こまでとしたい。詳細はまた資料の出で揃そろった次回に持ち越すという事で――異論は？」

　やはり沈黙が応じる。

　バルドは次の議題を提示する事にした。

「続いて……今後の〈イコノクラスト〉の運用に関する皆の意見を聞かせて頂きたい」

「〈代行者パニツシヤー〉の――不可解な行動ですな」

　いち早く神妙な面持ちで身を乗り出したのは、タイロイドである。

　やはり物事の整合性をまず第一に考えずにはおれない神経質な性格から、今回の〈代行者〉の行動はかなり気に掛かっていたらしい。今までの〈代行者〉と明らかにその行動が異なるからだ。

「巨大津波に対して『盾』を創り出した際、〈イコノクラスト〉はそれに集中せざるを得なかった筈はず。先程帰還した姫ひめ巫み女こ達の報告及び端末機の記録数値からも、それは確かである。ならば何な故ぜ――」

「何故〈代行者〉は〈イコノクラスト〉にとどめを刺さずに姿を消したのか」

　パルマスが俯うつむき加減で顎あごを撫でながら呟つぶやいた。

　異論を唱える者は居ない。この疑問は若干の視点の違いはあっても全員に共通したものであったからだ。

　だが――

「『代行者』はこちらの整備の不安定を嗅かぎつけ、こちらが疲弊するのを待っているのではないかね？」

「何故その様な回りくどいことを――」

「お忘れか？　『代行者』の為すべきは我等人間を如い何かに苦しめ、絶望の淵ふちに追いやるか。一思いに全滅させるのではなく」

「しかし『代行者』が〈イコノクラスト〉を敵と認識し、ギムナカスでの戦闘ではあからさまに〈イコノクラスト〉の性能を調査していたではないか。敵と認識し、その者に隙すきあらば、殲せん滅めつに向けて直接的な行動を起こす方が自然ではないかね」

「未まだ調査が続行中であるのならば？」

「いやしかしそれは―――」

　結論の出ない議論程に無意味なものも無い。

　今は情報があまりにも不足している。恐らくどれだけ議論を重ねた処ところで〈代行者パニツシヤー〉の真意を推し量る事は出来まい。今すべきなのはあくまで〈イコノクラスト〉の運用に際してどういう方針をこちらが採るべきかという事である。

〈代行者〉の目もく論ろ見みが分からずとも〈イコノクラスト〉の運用にある程度の幅を持たせておけば多少の状況変化にも対応のしようが在る筈はずだ。

「〈代行者〉の目的は不明。だからこそ如い何かなる状況にも即応出来る体制が必要となる。〈代行者〉が今後、複数、しかも別々の場所に出現する可能性も含め、〈イコノクラスト〉運用において最も重要視する事は何かという基本を改めて確認しておきたいのだ」

「…………」

「…………」

　バルドの言葉にパルマスとタイロイドが口をつぐむ。

「とはいえ――〈代行者〉出現とあれば〈イコノクラスト〉を出さない訳にはいきますまい。民衆の反応も在りますし、普段居所の分からない〈代行者〉を屠ほふる好機となれば尚なお更さらです」

　ネロの意見も間違ってはいない。

　やはり異論が無いのを確認してから彼は続けた。

「むしろ問題は〈イコノクラスト〉の状態――ひいては『救世主』殿の状態でしょう。万全の態勢で臨む事が何よりも肝要かと。既に御披露目も終わっておりますし、召喚儀式の困難さを思えば、そう簡単に『次』を引き当てる事が出来ない――ならばとりあえずショウゴ・カシバ殿には頑張って貰もらわないと困ります」

「それはその通りだ」

　言いつつバルドが――続けてパルマスとタイロイドとネロも先程から沈黙を守っている五人目の参加者に視線を向ける。

　五氏族の中で最下位に位置づけられる唯一の武系一族インペラス家。

　その長――武人ゼブロン・インペラス。

　巌いわおの如ごとき体たい躯くを持つ彼は、集中する視線にもたじろぐ事無く無言でそこに座っている。ネロとは別の意味でバルドが警戒しているのがこの男であった。無骨で寡黙なこの男は良くも悪くも踊らせ難にくい。

　第四代救世主ショウゴ・カシバがここしばらくインペラス家やその関連施設へ頻繁に出入りしているという話は、既に他ほかの四氏族族長の耳にも入っている。これはショウゴ・カシバの要請によるもので――〈イコノクラスト〉をより効率よく扱う為に武術の修練を望んでいるのだとか。

　メリニ・コードランが彼の寵ちょう愛あいを受けたという事で一度はコードラン家が彼を押さえたかとも思われたが……現状を見る限りでは最もショウゴ・カシバに影響力を持っているのはインペラス家だという考え方も出来る。

　とりあえずショウゴ・カシバが他ほかの四家の姫ひめ巫み女こ達を遠ざける様子は無いので、パルマスやタイロイドも黙ってはいるが……ネロと並んで格下に見ていたゼブロンに救世主を押さえられたかもしれないという事実は、彼等にある種の苛いら立だちと疑心暗鬼を生んでいた。

　人質である勅て使し河が原わら花か梨りんを押さえているのはオトルチ家。

　寵ちよう愛あいを受けた姫巫女を輩出したのはコードラン家。

　そして最もショウゴ・カシバが出入りしているのはインペラス家。

　救世主に対する影響力という意味ではマブロ家とルースポリテ家だけが他の三家に比べて出遅れている形になる。

「インペラス卿きよう。何か意見は？」

　やや焦じれた様な口調でタイロイドが促す。

　だが――

「特に無い」

　ゼブロンはまるで恫どう喝かつするかの様に低い声で言った。

　不満そうにパルマスが鼻を鳴らし――タイロイドが顔をしかめる。ショウゴ・カシバの弱みを押さえている事の余裕からかネロは薄笑いを浮かべたまま――やはり無言。

「問題は無いと？」

「逃亡前はともかく――戻ってきてからは比較的落ち着いていると姫巫女から報告を受けている。武術修練にも積極的、奇き蹟せき術修練にも積極的、奇矯な言動も見られない。ならば当面の問題は無いと考える」

　タイロイドの言葉にゼブロンはそう応じる。

　だがその程度の事は無論――他の族長達も報告を受けている。

　彼等の関心はつまりゼブロンがどの程度ショウゴ・カシバを自らの影響下に置いているかという事なのだが……その事についてはゼブロンは黙して語ろうとしない。

「……いいだろう」

　バルドは取りなす様に言った。

　ここで無理矢理に追及しても益は在るまい。

「カシバ・ショウゴに関し当面の問題は無い。〈イコノクラスト〉の整備体制と部品供給の安定を最優先として現体制を維持」

　やはり異論の言葉は出ない。

「では――次の議題を」

　バルドの言葉に他の四氏族族長達は頷うなずいた。



　　　



　省しよう吾ごの周辺事情は――とりあえず小康状態と言えた。

「搭乗なさる度にショウゴ様は馴な染じんでいっておられるわ」

『屋敷』の食堂に、ハスキーな声が明るく響く。

　声の主はハーチェッタ・マブロである。

　姫ひめ巫み女この例に漏れず彼女も相当な器量好よしである。一見すると強気な女格闘家にさえ思われそうな長身と切れ長の瞳ひとみが特徴の彼女だが――奇き蹟せき術研究に秀でたマブロ家の姫巫女で、彼女自身も父タイロイド譲りの相当に天才肌の奇蹟術の使い手だ。

　外見に反して格闘技はそう得意ではなく――無論、姫巫女達は救世主の護衛役も兼ねている為に最低限の体術は修得しているが――実は五人の姫巫女の中では一番気弱な性格の持ち主でもある。

「ハーチェッタは数値に少々興味が在りすぎるのではないでしょうか。確かに、搭乗なさるごとにショウゴ様と〈イコノクラスト〉の同調率は上昇しています。けれどそれに伴ってショウゴ様が陥られる原因不明の錯乱状態が酷ひどくなってきているのも事実です。今回の出撃に関してはさほどの影響は見られなかったにしても」

　ハーチェッタに同意しつつも冷静な小声で懸案点を指摘するのは――何ど処こかぼんやりとした表情の少女である。

　セネカ・ルースポリテ。

　小さな鼻にちょこんと眼鏡を引っ掛けて――何処か文学少女然とした、いかにも物静かそうな雰囲気を漂わせている。ただしこちらも外見と中身が一致しないというか、大人しそうな見た目に反してひどく冷徹な――時には毒さえ含んだ辛しん辣らつな物言いをする。

　口調が厳しいという訳ではない。むしろ淡々として落ち着いた物言いは抑揚にさえ乏しくひどく事務的だ。だがそれだけに事実を事実として身も蓋ふたもなく語ればそれは辛辣にならざるを得ない。

　五人の姫巫女の中では特に愛想に欠ける少女だが、何な故ぜか他人の面倒見だけは良く――事実上省吾の『屋敷』の雑務を取り仕切っているのはこの姫巫女である。

　そして――

「でもショウゴ様なら大丈夫よ――きっと」

　セネカと対照的なのがアフィニエ・オトルチである。

　オトルチ家の姫巫女にして家長ネロ・オトルチの実妹。

　美人と評するよりは可愛かわいらしいと言うべきだろう。実年齢よりも幼く見えるこの少女は――しかし姫巫女達の中では一番積極的に省吾に対して行動しており、時にその童顔からは不似合いな程の妖よう艶えんさを示してみせる。

　もっともそれらは全て失敗に終わっていたりもするが。

　蠱こ惑わく的な小悪魔――もしくはお調子者の子猫。

　アフィニエの印象はそんな処ところだ。

「――根拠は？」

「女の勘」

　セネカの問いに平然とそう応えるアフィニエ。

　今――食堂に居るのはハーチェッタとセネカ、そしてアフィニエの三人である。

　ハーチェッタの腰よりも長い黄金色の髪は、普段は一本に編み込まれているが、今はすっかり結い上げられてタオルで巻かれている。セネカの枯葉色の髪もいつもの様に二条に束ねられてはおらず、ハーチェッタ同様、結い上げてタオルに巻かれていた。アフィニエだけは濡ぬれた髪をそのまま垂らしてタオルを両肩に掛けている。

　既に夜も更けた時間だが、彼女たちは風呂上がりの状態だった。

　基本的に姫ひめ巫み女こ達は省吾が寝室に入ってからでなければ入浴はしない。そしてその際も、最低二人は省吾の警護及び見張りに残しておく。だからこの場にペルテアとメリニの姿は無いのだ。

　ちなみに何とは無しに食堂で出くわした三人であったが、気の利くセネカがお茶を用意したので、彼女等は手持ちの擬ぎ神しん杖じようを壁に立て掛け、椅い子すに腰を落ち着けてしまっている。

「たしかに――」

　茶のカップをハーチェッタは花でも摘むかの様にそっと両手で包みこんだ。

　容姿が容姿だけに……こういう年相応の少女らしい仕草をすると、妙にこの姫巫女は微笑ほほえましく見える。彼女はカップの底に描かれた花の絵が揺らめく様をじっと覗のぞき込みながら言葉を続けた。

「ショウゴ様のあの錯乱ぶりは尋常ではないわね」

「ええ」

　セネカが相あい槌づちを打つ。

「戦闘、そこに付随する様々な事柄に対する嫌悪感。それだけでは勿もち論ろん無いのでしょう。花梨様の事も少なからず影響しているでしょうね」

　省吾と共にソロンに召喚された彼の従姉妹いとこ――頭脳明めい晰せき・文武両道の少女は現在〈レネゲイド〉に拉ら致ちされ人質となっている。『救世主』である省吾に〈イコノクラスト〉搭乗を拒否させぬ為だ。

「精神的な事……か」

　言葉の意味を確かめる様にハーチェッタが呟つぶやく。

「……なら……今とりあえず安定して居られる様に見えるのは、やっぱりメリニの力なのかしらね……」

　コードラン家の姫ひめ巫み女こメリニがとうとう救世主様の寵ちよう愛あいを受けた。

　その事については既に姫巫女全員が知っている。彼等の初めての情事の様子も、省吾の寝室に備えられている盗聴用の伝声管を通して姫巫女達は耳にしている。その後は省吾が伝声管の存在に気付いたらしく盗聴は出来なくなっているが、たまにメリニが省吾の寝室から朝まで出てこない事を思えば、関係は続いていると見て良いのだろう。

「今回も錯乱状態に陥りかけたのにショウゴ様は持ちこたえた。精神的な支えというものは奇き蹟せき術にも大きく関与してくるのね。だとしたら精神面の不安はむしろ――」

「――ハーチェッタ」

　呆あきれた様な半眼でアフィニエはマブロ家の姫巫女を見つめて言った。

「何でもかんでも奇蹟術に結び付けるその癖は、どうにかした方がいいと思うけど」

「そ……そう？」

　眼を瞬まばたかせながら首を傾かしげるハーチェッタ。

「ショウゴ様と二人っきりになっても、ハーチェッタだったら気の利いた台詞せりふ囁ささやく代わりに、奇蹟術の呪じゅ文もん唱えかねないものね」

「…………そ……それはないと……思うけど」

　断言出来ない処ところが彼女らしいといえばらしい。

　それはさておき――

「何にせよ――戦闘による精神的な疲労の回復は、今後〈イコノクラスト〉を運用していく上で大切な項目だということですね」

　会議を取りまとめるが如ごとくセネカが言う。

「そうね――そうよね。やっぱり」

　アフィニエは頷うなずくと――跳ねる様に席を立って壁に立て掛けてあった自分の擬ぎ神しん杖じようを手に取った。

「ショウゴ様の精神的な御疲労はやはり姫巫女である私達が癒いやして差し上げなきゃね」

「……それはそうだけど」

「そういう訳で今夜は私が――」

　にんまりと笑って言いながら食堂の扉に歩み寄って開けるアフィニエ。

　その鼻先に――

「――何ど処こに行くの？」

　擬神杖の先が突き付けられる。

　その柄を握っているのは――長い黒髪を後頭部で束ねた少女である。

　ペルテア・インペラス。

　五氏族の中にあって唯一『剣舞師』の血を受け継ぐインペラス家の姫巫女。

　姫ひめ巫み女こである以上、美び貌ぼうと共に奇き蹟せき術の知識もそれなりに有してはいるが、彼女の専門は血統からも明かな様に、己の四肢を駆使した武術だ。

　姫巫女達の中でも抜きんでて武術に秀でたペルテアは、省吾の身辺警護に関して他ほかの姫巫女よりも重い責任を負うと同時に――いざ戦闘ともなれば他の姫巫女に指示する事の出来る立場に居る。奇蹟術に関しての知識は無論、ハーチェッタやセネカに劣るが、現場に即して戦術を組み立てて実行する即応的能力はペルテアが一番高い。

　とはいえ――屋敷自体が元々〈レネゲイド〉の工作員達によって監視、警備されており、以前のエクノドラス真教教徒の襲撃と省吾の逃亡の一件から、この体制は更に強化されている。日常の中でいざという事態が起こる可能性はほぼ皆無と言えた。

　故に――

「本当に懲りないわね――あんたも」

『屋敷』の中でペルテアが手を焼く事柄は限られてくる。

「懲りるも何も」

　指先で突き付けられた擬ぎ神しん杖じようを横に除のけながらアフィニエは言った。

「ショウゴ様の疲れを癒いやして差し上げるのも姫巫女の大切な仕事でしょ？　皆がなかなか思い切れないから、まずは私からって――」

「居・る・の」



    

  
    
      



    

  
    
      　一音一音アフィニエの耳に押し込む様にペルテアは言った。

「ショウゴ様のお夜よ伽とぎ役はメリニが居るの。分かった？」

「えーでもー」

　首を傾かしげながらアフィニエは言う。

「ショウゴ様も初めてだったみたいだしー。やっぱり早い者勝ちっておかしくない？　こう一通り味見してから決めないと不公平な気がするんだけどなー？」

「味見って何よ――味見って」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んでペルテアが言う。

「ハーチェッタやセネカもそう思わない？」

「あ……いや……私は別に……その」

「純然と御ご寵ちよう愛あいの順番を競うという意味では一理ありますが」

　頬ほおを赤らめてハーチェッタは俯うつむき――セネカは計算式を検証しているかの様な口調で全く表情を変えずに言った。

「こちらから強要するものではないかと」

「だ――そうよ」

　ペルテアはそう言ってオトルチ家の姫巫女を睨にらみ据える。

「皆消極的ね」

「あんたが積極的に過ぎるの」

　呻うめく様にペルテアは言うが――しかしある意味でアフィニエの行動は至極当然のものではあるのだ。自分達が単なる身辺警護や世話の為だけに省吾の側そばに配置されているのでない事は、ペルテアを含め全員が理解している。

　古来より――男を動かすのは名誉と金と女と言われている。『救世主』を確実に繋つなぎ止めておく為の『鎖』の一つとしての役目が自分達に期待されているのは、全員が理解しているのだ。当然……どの姫ひめ巫み女こが省吾の寵ちよう愛あいを得るかによって五氏族家の勢力関係にも微妙な変化がもたらされる。

　その意味では積極的に省吾を籠ろう絡らくしようとするアフィニエの行動は、むしろ姫巫女としては正しいものだ。

「ま……いいか。そんなに急ぐ事もないし」

　アフィニエは肩を竦すくめる。

「今夜はもう寝まぁーす」

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　セネカとハーチェッタの声に見送られてアフィニエはペルテアの脇わきを通り抜けて廊下に出て行く。薄暗い通路を自分の部屋に向けて歩いていく小悪魔の後ろ姿をペルテアはしばし疑わしげに眺めていたが――

「ま……今夜は大丈夫かな」

　そう言ってペルテアは食堂の中に入って椅い子すに腰を下ろす。

「ええと――私にもお茶貰もらえる？」

「はい」

　セネカが頷うなずいて脇わきに置かれていたテーブルワゴンから新しいカップを取り出す。

「――大変ね」

　苦笑混じりに言って寄よ越こすハーチェッタにペルテアは溜ため息いきを漏らす。

「けれど――」

　ポットから茶をカップに注ぎながらセネカがふと思い付いたかの様な口調で言う。

「アフィニエの言う事にも一理あります。メリニが御ご寵ちよう愛あいを受けたという事はその分だけショウゴ様への影響力についてコードラン家が有利になっていると見ても良いでしょう。ショウゴ様もメリニに一番気を許しておいでの様ですし」

「それはそうだけど」

「現時点で各姫ひめ巫み女この扱いにあまり差が出るのは望ましくありません。五氏族の協力体制にも影響が出かねない。たとえ形だけでも私達が揃そろってショウゴ様のお手つきになる方が余計な軋あつ轢れきを生まないとも言えます」

「…………」

「…………」

　ペルテアとハーチェッタは顔を見合わせた。

　無論……そういった可能性は覚悟の上で、全員が姫巫女として省吾の側そばに侍はべってはいるのだ。だがセネカの様に徹底的な割り切りまでは出来ていない。

　姫巫女の中ではむしろ一番省吾に対する好意や興味が薄いと思われるセネカだが――自分が省吾に抱かれる事については何の異存も無いのだろうか。

　実の所、姫巫女達の中では最も何を考えているのか分からないのがこのセネカだ。

　姉が第二代救世主と共に〈レネゲイド〉を裏切って逃亡して後――ルースポリテ家は随分と他ほかの四家の非難を浴びて苦汁を舐なめ続けてきた。そんな中でこの少女が何を思い姫巫女となったのかはペルテア達には分からない。

　だが――

「セネカ」

「はい」

「貴女――ショウゴ様の事は、異性としてどう思ってるの？」

　ペルテアの問いにセネカは眼鏡の奥で何度か瞬まばたきし――

「別に。私の嗜し好こうや感情は姫巫女の勤めとは関係在りませんし」

「…………」

「では問いますが」

　セネカは僅わずかに首を傾かしげて言った。

　挑むでも蔑さげすむでもない。それはただの問い掛けだった。

「私達とショウゴ様の間に、純然たる恋愛感情が育めると、貴女は本気で思っているのですか――ペルテア？」

「…………」

　ペルテアが言葉に詰まる。

　セネカの言う通りではあるのだ。基本的にその一挙手一投足が〈レネゲイド〉の未来にも影響を及ぼす省吾と、様々な思惑を背負わされて彼の側そばに配された姫ひめ巫み女こ達と――その間に何の打算も絡まない恋愛感情など発生のしようが無い。

　ペルテア自身が省吾にそういった話をした事さえ在る。

　では――

「割り切った方がお互いの為だとは思いますが」

　あくまでセネカの口調は冷たい。

　何やら場に満ちる奇妙な緊張感を察して、おろおろとハーチェッタがペルテアとセネカの間で視線を彷徨さまよわせているが――

「……そうかもね」

　言って――ペルテアは立ち上がった。

　傍らに立て掛けていた擬ぎ神しん杖じようを再び手にして彼女は食堂を出る。扉の処ところでセネカを振り返って――ペルテアは言った。

「私ももう寝るわ。お茶――有り難う」

「どういたしまして」

　何ど処こか硬いやり取りを交わしてペルテアは食堂を後にした。

　廊下を自分の部屋に向かって歩きながら――半ば無意識の内に溜ため息いきをつく。

　どういう訳か足取りが重い。

　以前の『屋敷』と異なりペルテアの部屋は二階である。『救世主』身辺警護体制強化の一端として、彼女が今使っているのは省吾の部屋の隣だ。いざという時には一瞬で駆け付ける事が出来るようにとの配慮である。

　自分の部屋の向こう側――廊下の奥に省吾の部屋が在る。

　そこには今省吾と……そして第一位の姫巫女にしてペルテアの親友でもあるメリニ・コードランが居る筈はずだ。二人が中でどんな様子であるのかは分からない。だが大まかな想像はつく。

　何な故ぜかそちらを見るのが辛つらい。

　すぐ隣に在る筈はずの奥の扉が……ひどく遠くに見えた。

「…………らしくもない」

　自じ嘲ちよう気味にそう呟つぶやくとペルテアは自分の部屋の扉に手を掛けた。



　　　



　絶頂の快楽と興奮が急激に退ひいていき――けれど心地良い脱力へと変化する。

　窓辺から差し込む白い月光に照らし出されたメリニの肢体が、一瞬の硬直を脱して省吾の上に崩れ落ちた。汗ばみ赤味を帯びる肌がひどく艶なまめかしい。メリニは省吾の火照った胸に頬ほおを当てながら――声にならない吐息を漏らした。

　薄明に満たされた省吾の部屋で、満足げに乱れる二つの息遣いがしばし絡み合った。

　やがて――

「ショウゴ様……」

　甘えを含んだ声が省吾を呼ぶ。

　互いの存在を改めて確認するかの様に省吾とメリニは唇を交わした。

　メリニが一度身体を横にずらしてから、再び手を伸ばし省吾の懐に潜り込んでくる。省吾は腰の辺りで乱れたままになっていた毛布を引き寄せて二人の身体に被かぶせた。

「…………」

　子猫の様に小さく甘い声を漏らしながらメリニは省吾に身体をすり寄せる。

　脱力感とともに消えてしまいそうに思えた幸福感が……どこか香ばしい温ぬくもりとなって毛布の下に漂っていた。

　メリニの肩を抱く腕にそっと力を込める。決して逞たくましいとは言えない省吾の胸板に、メリニの柔らかな乳房が溶け込む様に張りついた。

　静かな時が緩やかに過ぎる。

　省吾はベッドの天てん蓋がいをじっと見つめていた。その懐にはメリニが居て、彼女は省吾の空いた右手を取り指先で弄もてあそんでいる。感じるのは恍こう惚こつの残像とも言うべき甘い気け怠だるさ。それに身を任せ意識すらぼんやりと放散させるのが……ひどく心地良い。

　ずっと――

（このままでいいや……）

　そんな風にも思った。

　だが。

「メリニ……」

　省吾はそっと沈黙を破った。

「はい、ショウゴ様……」

　メリニの返事が――言葉と共に紡がれる吐息が省吾の胸板をくすぐる。

「俺おれ……夢の中に居るみたいだ」

　天てん蓋がいを見つめたまま省吾は静かに囁ささやいた。

　言葉通りに――信じられないといった想いが強い。改めて振り返ってみれば、このソロンに召喚されるまで自分は何の取り柄もない一介の高校生に過ぎなかったのだ。容姿にも頭脳にも体力にも他人より秀でた部分は特に無い。世界に溢あふれる有象無象の中の一人に過ぎなかった。

　きっと程々の処ところで自分の人生に折り合いをつけ、程々の処で連れ合いを見つけ、程々の処で妥協した職業に就いて一生を終えた事だろう。そんな平凡な未来を何となく想い描いていた。

　なのに……省吾は今、自分の腕の中に絶世の美女とも言うべき美しい娘を抱いている。

　元々の世界では有り得なかった事だろう。メリニの様な娘との接点すら省吾には無かった筈はずだ。かつての省吾にとって、メリニの様な娘はブラウン管の向こうや写真の中の存在であって自分の間近に居るべき者達ではなかったのだから。

　本当に夢の様だ。

　だから……

（元の世界に戻ればごく普通の俺が――）

　脳裏を過よぎる違和感。

（元の……世界……？）

　省吾は唐突な息苦しさを覚えた。

　だが――

「嬉うれしゅう御座います……ショウゴ様」

　そんな省吾の内心など知らず――メリニがはにかんだ表情で言った。

「ですが……夢では御座いません」

「……うん」

　省吾の返事は……しかし何ど処こか虚うつろだった。

「メリニは此こ処こにおりますし」

「……」

「ショウゴ様も此処におります」

　此処に。

　居る。

（俺は――）

　此処に。

（存在する）

「……うん……そうだな」

　省吾はメリニを抱き寄せた。

　何かにしがみついていたかった。不安を彼女にしがみつく事で紛らわしたかった。覚悟は決めた筈はずなのに、こうして気持ちが揺らぎ続ける自分が無性に情けなかった。

「メリニ――」

「はい」

「俺おれ……眠くなっちゃったよ」

　嘘うそをついた。

　まだ眠気を感じてはいなかった。

「どうぞごゆっくりお休みくださいませ。メリニも御一緒にお休みさせて頂きます……」

　微睡まどろむ様な……甘い緩みを伴う声が応じてくる。

「おやすみなさいませ、ショウゴ様……」

「うん……おやすみ、メリニ」

　そう囁ささやいた省吾の視線は――

「…………」

　――しかし若干の時を経ても未まだ天てん蓋がいにぼんやりと向けられたままであった。

（花梨…………）

　脳裏に浮かぶのは彼女の顔だ。

　人質に取られたままの従姉妹いとこ。家族を除けば……あるいは家族を含めてさえ誰だれよりも長く省吾との時間を共有してきた幼おさな馴な染じみ。省吾が〈イコノクラスト〉搭乗を拒否すれば即殺されてしまうであろう――元の世界との唯一の繋つながり。

（助けなきゃ……何とかして……）

　幸せを意識すればする程に――自分の今が彼女の犠牲の上に成り立っている事を思い知らされる。自分がこうやってメリニとの蜜みつ月げつを過ごしている今この瞬間にも、彼女が何ど処こかに幽閉されている事を思えば――居ても立ってもいられない気持ちになる。

　分かっている。

　焦ってもどうしようもない。

〈レネゲイド〉にとって彼女の存在は省吾に対する切り札の一つだ。おいそれと手が出せない処ところに囚とらわれているだろう。省吾一人ではどうにもならない。彼女を取り戻したければ〈レネゲイド〉の内情に通じた者の協力が――つまりは姫ひめ巫み女こ達の協力が不可欠だ。

　自分一人が焦っても仕方がない。自暴自棄になっても意味が無い。

　しかし――

（……むしろこの焦りを……この気持ちを……）

　自分は変わらずいつまでも保ち続けていられるか。

　その事に省吾は不安が在る。

　言うまでもない。

『あれ』のせいだ。



　　　くくくくく……



　あの――あいつの笑い声。

　省吾の眉み間けんの奥深い何ど処こかでそれが今も響いている。

〈イコノクラスト〉に乗る度に、戦いが白熱する度に、あれは省吾の身体の中に、脳の内側に入り込んできて全てを乗っ取ろうとする。普段はあの〈イコノクラスト〉の鋼の中の何処かに潜んでいて――常にあれは省吾の肉体を、あるいは意識すらもを奪い去るべく、虎こ視し眈たん々たんと機を窺うかがっている。

　あれは――

（あれが――あんなものが『神』だって言うのかよ）

　それが〈イコノクラスト〉の中に封じ込められている神のものである事は、既に省吾にも想像がついている。当初〈レネゲイド〉に聞かされた話と、この世界の現実が違う事も――恐らく裏切られた神は、人間を深く深く呪のろいながら死んでいった事も知っている。モーリィ達に聞かされた話に加えて、その辺りの詳細は既にメリニからも聞き及んでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが――



　　　くくくくく……



　嘲あざけりにまみれた声が脳裏を過よぎる。

　いつかあの笑い声の主に――死んだ筈はずの『神』に自分は乗っ取られてしまうのではないか。そんな不安が在る。あれに身も心も乗っ取られて、大事なものを大事とも思えなくなってしまうのではないか。花梨の事もメリニの事もどうでもよくなって、手当たり次第に周りのものを破壊し殺さつ戮りくする怪物に自分はなってしまうのではないか。

　神が人間を呪のろうのはある意味で当然だろう。

　いわば手塩に掛けて育てた我が子に裏切られた様なものだ。愛情の深さがそのまま憎悪に転換されたとしても不思議は無い。その怨おん念ねんが〈代行者パニツシヤー〉を生み、あるいは今も神の遺い骸がいに残留しているのも――即ちそれを中枢として保持する〈イコノクラスト〉に宿っているのも理屈としては分かる。

　だが……だからといって今の省吾は『神』の復ふく讐しゆう心に取り込まれる訳にはいかない。

（……どうすればいい……？）

『聖遺物』を外す訳にはいかない。

　圧倒的な奇き蹟せきの力を失えば〈イコノクラスト〉はただ大きなだけの――動く事さえままならない人形に成り下がる。この世界を救う為にも、花梨を取り戻す為にも、そうなってしまっては困るのだ。

　では――どうする？

　ただあの怨おん念ねんに取り込まれぬ様に意志を強く持つか？

　あるいは――



　　　



　実の所――メリニも眠ってはいなかった。

　規則正しい寝息を装っているだけで彼女の意識は未まだ眠りの淵ふちに落ち込んではいない。

　省吾の胸に押し当てたままの頬ほおから直接的に彼の鼓動が伝わってくる。情事の後だという事を考慮してもそれは――不自然な程に早く彼がある種の興奮状態に在る事が分かった。

　一度〈レネゲイド〉から逃げだし、そして戻ってきた省吾は随分と落ち着いた様に見える。以前の様に言動が荒れる事は無いし、ある種の信念を持って行動しているのだという事は側そばで見ていればよく分かる。

　だが――それは悩みが無くなったという事と同じではない。

　むしろそれを抑え込んで表に見せなくなっただけの事だ。

　その事をして省吾が精神的に強くなったという判断を下す事も出来るだろう。実際に以前よりは強くなったとも言える。だが懊おう悩のうを内に貯ため込む様になった彼は――より危険な、いつ弾はじけ飛ぶか分からない状態とも言えた。

　無理をしているのだ。

　それは間違いがない。

　そして彼の意識を悩ませているのは――

（やはり花梨様の事？）

　それもあるだろう。

　省吾に自覚が在るかどうかは疑問だが、彼の中では花梨の存在はひどく大きい。あるいは今のメリニよりもだ。聞けば親しん戚せきであると同時に幼い頃ころから一緒だったのだから、当然と言えば当然の事である。

　だが――それだけではない様にメリニには思える。

　花梨の事も含めた上でもっと大きな何かが彼を悩ませている。

（ショウゴ様……）

　実を言えばそれが何かの想像はついている。

　恐らく〈イコノクラスト〉に搭乗する度に陥る錯乱状態、時にはまるで別人の様になってしまうあの状態に関係のある『何か』。省吾は話してくれない――『何か』。

　そう……省吾は話してくれない。

　こうやって肌を重ねて寄り添っていても、メリニには踏み込めない部分が在る。そこに省吾の苦悩の源が在るのなら取り除いて差し上げたいと思いつつも――彼女には手が出せない。省吾が話してくれるのを待つしか出来ない。

　それがメリニには辛つらい。

　いっそ省吾を怒らせるのを覚悟でこちらから訊きいてしまおうかとさえ思う。

　だが――

「……メリニ……ごめん。ちょっと起きてくれるかな」

　不意に――肩を揺すられた。

「は――はいっ！」

　まるで自分の逡しゆん巡じゆんを見透かされた様な気がしてメリニは慌てた声を上げてしまう。

　とりあえず省吾はそれを『寝入りばなをいきなり起こされたから』と思ってくれたらしい。慌てて身を起こすメリニに彼は優しく微笑ほほえんだ。

「ごめんよ。寝てたのに」

「いえ――その……構いません。ど……どうなさいました？」

「……頼みが在るんだ」

　省吾は優しく――しかし何ど処こか鋭く決然とした口調で言った。

「こんな時間なんだけど……案内して欲しい処ところが在るんだ」

「はい」

　メリニは即答した。

　それが今まで彼女の心を悩ませていた不安に――その原因たる省吾の懊おう悩のうに関わるものだと直感的に理解したからだ。ならば彼女に否は無い。何処だろうと何時だろうとただ省吾に寄り添いその道行きを助けるのみだ。

　故に……

「喜んでお付き添いさせて頂きます」

　細かい事は何も聞き返さず――ただメリニはそう言った。



　　　



　部屋の灯あかりを消して。毛布を頭から被かぶって。そして眼を閉じて。

　だが――それでも眠気が全く訪れない。

「…………」

　ペルテアは寝返りを打ちながら溜ため息いきをついた。

　元々彼女は寝入りも寝起きも良い方だ。そもそも自己鍛錬の過程で彼女は自分の肉体に関する操作法を会得している。いかに強きよう靱じんな肉体を得ても無限に戦い続けられる訳ではない。必要な時に必要な量の休息をとれるのも優れた武人の条件だ。だからこそペテルアは通常、自分の睡眠状況さえ、ある程度制御出来る様になっている。

　だがそんな彼女が眠れずに溜ため息いきばかりついている。

　理由は――ぼんやりとだが自分でも見当がついていた。

「……喜んであげなきゃいけないのにな」

　だからわざと声にも出してみた。

　毛布の中で籠こもった声が……別の誰だれかの声に思えた。

　気を抜けば無意識の内に隣室の――つまりはショウゴ様の部屋の物音に聞き耳を立ててしまいそうで辛つらい。聞いてどうなるものでもないのが分かっているだけに余計に辛い。

『私達とショウゴ様の間に、純然たる恋愛感情が育めると、貴女は本気で思っているのですか――ペルテア？』

　セネカの台詞せりふが脳裏を回る。

　何だか苛いら立だたしい気持ちになって、彼女は両手を回し自分の肩を抱いた。

　今いま頃ごろになって――こんな気分になるとは思ってもみなかった。省吾をからかっていた時の言葉も確かに嘘うそではなかったが、彼女にすればそれは気楽に選んだり選ばなかったり出来る選択肢の一つに過ぎなかった。彼に好意を抱いてはいたが――それは男女のものではなかった。

　ないと思っていた。

　なのに今更――

「柄じゃないわよねえ……」

　むしろアフィニエを羨うらましいと思っている自分が何ど処こかに居る。

「ああもうっ……」

　居ても立ってもいられない気持ちで枕の真ん中に自分の頭を沈める。改めてもう一度頭から毛布を被かぶり直して耳を塞ふさぐ。どうしてもやはり隣が気になる。気になって聞き耳を立ててしまう自分が居て――それがたまらなく惨めな風に思えたからだ。

　だから。

　珍しい事にペルテアは気付かなかった。

　省吾とメリニが隣室から抜け出す……その音と気配に。



    

  
    
      



    

  
    
      　　　



　無機質な静寂が場に満ちている。

　無意味な程に広い事に加え、円卓と人数分の椅い子すしか――必要最低限のものしか存在しないその部屋には、冷え冷えとした空気が漂っていた。

　五氏族族長専用議事室である。

〈イコノクラスト〉の港町ザフェからの帰還を待って、深夜から開催された今日の五氏族族長会議も先程終了し――既に五つ置かれた椅子の上に〈レネゲイド〉を統すべる権力者達の姿は無い。

　ただ……この部屋が無人になったという訳ではない。

　ただ一つだけ特徴的な輪郭の人影が部屋の片隅に佇たたずんでいる。

　深夜を過ぎ――黎れい明めいすら遠くない時間である。だが此こ処こでは外部の時間経過を意識する事は少ない。元よりこの部屋に限らず『聖せい廟びよう』内部は、各種施された隠いん蔽ぺい処置によって日光とも月光とも無縁の密閉空間と化している。例外は〈イコノクラスト〉の出撃時位のものだ。この『聖廟』における光源の全ては人工的に造り上げられたものである。

「…………」

　故に――開かれた窓から入り込みゼブロン・インペラスを照らし出すそれも、自然のものではない。隣接する縦穴を照らす投光器が放つものだ。

　ゼブロン・インペラスは無言で縦穴を――〈イコノクラスト〉の格納庫を見下ろしている。正確に言えば、この縦穴は格納庫そのものではなく各種整備作業や、出撃時の作業を行う為の場所であるが。

　議事室から見下ろせば〈イコノクラスト〉の頭部が収められたコードラン家所有の『聖棺』をほぼ正面に臨む事になる。今は無論その扉は閉じられているが――もし開けば〈レネゲイド〉の最終兵器たる巨大擬神機と眼が合う事になるだろう。

「……ショウゴ……カシバ……か」

　ゼブロンが呟つぶやいたのは異世界より召喚されし『救世主』の名。

　微妙な状況になってきた――そんな実感がゼブロンには在った。

『救世主』の身柄の確保。それは新たな世界における権力の確保に直結する。

　だからこそ各家は、実務能力だけでなく美び貌ぼうにも秀でた者を姫ひめ巫み女ことして送り出す。〈イコノクラスト〉を操縦し〈代行者パニツシヤー〉と戦えるのは異世界から召喚された人間――しかも男のみ。故にこそ姫巫女達には『救世主』を籠ろう絡らくし、より自分達の意のままに操れる様に手て懐なずけるという使命が与えられている。

　一応は『五氏族が協力して』という名目になってはいるものの、最も寵ちよう愛あいを受けた姫巫女の所属する氏族が、後々権力闘争において有利になってくるのは明らかだ。ならばこそ各氏族の長達は姫巫女たる少女達にその使命をよく言い含めて送り出す。

　だが……

　姫ひめ巫み女この一人であるメリニ・コードランがショウゴ・カシバの寵ちよう愛あいを受けた。それは間違いの無い事実である。そしてそれは自動的にショウゴ・カシバとコードラン家の距離を接近させ、最終的にコードラン家の有利に働く筈はずのものであった。

　だが現実にはショウゴ・カシバとコードラン家の距離は変わらない。

　むしろ現在――ショウゴ・カシバは事実上ゼブロンの率いるインペラス家の庇ひ護ご下に在ると言っても過言ではない。

　これは誰だれにとっても予想外であったろう。正直な処ところ――当のゼブロンにしてからが驚きを禁じ得なかったのだから。

　そんな中での五氏族族長会議である。

　自然とそれは普段よりも猜さい疑ぎ心しんと嫉しつ妬と心しんが渦巻く場とならざるを得なかった。

　そもそもインペラス家は五氏族の中でも最下位と見なされる家系である。恐らくルースポリテ家の長パルマスやマブロ家の長タイロイドは、ゼブロンやインペラス家の事など問題にもしていなかっただろう。

　遠回しにではあるがタイロイドとパルマスはゼブロンを非難する台詞せりふを浴びせてきた。

　彼等は何か小こ狡ずるい手を使ってゼブロンが『救世主』を自分の陣営に引き入れたのだと疑っている。ゼブロンからすればとんだお門違いの恨み言なのだが――現状では何を言っても彼等が納得するとは思えない。

　無駄な事は言わない主義のゼブロンとしてはただ――

『全ては救世主殿がお望みになった事だ』

　とのみ発言してタイロイドやパルマスの追及をかわした。

　ちなみにバルドやネロは元々それぞれ先んじている面が在る為か、あまり追及してくる様子は無かった。

　実際――ゼブロンの言葉はほぼ真実だ。

　厳密に言えばインペラス家の庇ひ護ごを求めてきたのは、実際には救世主殿本人ではない。

　姫巫女の一人メリニ・コードランである。彼女はゼブロンの実の娘――即ち姫巫女ペルテアと幼少の頃ころより仲が良い。そのペルテアを通して、メリニはゼブロンに救世主殿と彼女自身の庇護を求めてきたのである。

　だがこれは彼女の独走ではなくショウゴ・カシバの意向も踏まえた上での行動であったらしい。事実――庇護を求めてきたメリニの側そばにはショウゴ・カシバの姿も在ったし、何い時つの間に覚えたのか、片言ながら彼はソロンの言葉を操れる様にもなっていた。彼の意志が絡んでいるのは間違いが無い。

「……悪くない顔になったが。さて――」

『救世主』の顔を想い描きながらゼブロンは呟つぶやく。

　以前は――覇気に欠けるというかひどく軟弱な雰囲気が在ったが――彼にとっては幸か不幸かしばし〈レネゲイド〉を離れている内に、ショウゴ・カシバは『男』の顔をする様になってきた。

　悪くない――とゼブロンは思う。

　自分達の命運を託す人物が腑ふ抜ぬけや軟弱者ではさすがに辛つらい――とゼブロンの武人たる部分が考えている。武人でなくとも良いがせめて一人の男としてきちんと自立した人間であって欲しいと彼は考えていた。

（しかし……あれも苦労するな）

　ペルテアの事を想いながらゼブロンはわずかに苦笑する。

　彼はインペラス家の姫ひめ巫み女こに――実の娘に揺るぎない信頼を置いている。

　彼女には姉が三人居る。だがその中の一人とて、これまで三度の救世主召喚に伴った姫巫女輩出に際してゼブロンが推薦した者は居ない。不公平は後の災いの種になる。才色兼備にして武人の心得の実践に秀でた少女。それに当てはまる者を、ゼブロンは広くインペラス家一党の中から探し、選出してきた。現在ペルテアが姫巫女の立場に在るのも、実の娘の中で初めてゼブロンの目に適かなったのがペルテアである、というだけであった。

　その意味で彼女は非常に優秀だ。

　しかし――

（あれは自分に似ているかもしれない）

　時折ゼブロンはそう思う。

　姿形や武術全般に対する才能だけではない。そもそもの性格が――だ。男と女の違いは在るので全く同じには見えまいが……ゼブロンと同じくどこか妙に不器用な部分が在る。少なくとも小こ狡ずるく立ち回るのには向いていない。

　だからゼブロンとしてはあまり『救世主』の籠ろう絡らくに関して娘に期待していた訳ではない。むしろこの行き詰まった世界状況を打開する為の切り札、〈イコノクラスト〉の重要部品を守る為の衛兵として派遣する――その程度の感覚でしかなかった。

　だが……メリニやショウゴ・カシバと共に、ゼブロンの元に庇ひ護ごを求めてやってきたペルテアは父の予想とは異なる表情をしていた。

『父上。どうか――御助力を』

　そう告げる彼女の表情はひどく真しん摯しだった。

『救世主』がカリン・テシガワラの奪還を心に秘めている事はペルテアの話からも分かっていた。その意味では権力闘争からもやや外れて中立的な立ち位置に居るゼブロンに庇護を求めて来るのは妥当な判断だし納得も行く。

　だが――ショウゴ・カシバとメリニの庇護を父に訴える娘の表情は、ゼブロンですら見た事も無い程の必死さを漂わせていた。他者に頼まれての事ではなく――まるでペルテア自身が何かを決意したかの様な、ひどく真まっ直すぐな眼差しだった。

（……惚ほれたか）

　これまたややこしい相手に――と思う。

　相手は『救世主』だ。しかも既にショウゴ・カシバの側そばには寵ちよう愛あいを受けたメリニ・コードランが居る。そしてそのメリニはペルテアの幼おさな馴な染じみで友人だ。

　しかも――今更。

（……本当に……不器用な……）

　想えば娘らしい事は何一つ教えてやれなかった。父である前にインペラス家の長としての義務を果たすべく、彼はペルテアに徹底して武術を叩たたき込み、そして姫ひめ巫み女ことしてショウゴ・カシバの元に送り出した。それは彼に慰み者にされても異を唱えないという意思表示でもあった筈はずだ。

　その娘が――どうやら本気で惚れた相手。

　ならば父としても長としても庇かばわざるを得ない。その事で他家からの非難を浴びてもそれは甘んじて耐える覚悟がゼブロンにも出来ていた。

「ショウゴ……カシバ」

　改めてゼブロンはその名を咀そ嚼しやくするかの様に呟つぶやいてみた。

〈イコノクラスト〉の中枢部品としてではなく、『人』として、『男』として、真の意味での唯一の『救世主』として――彼の存在そのものを咀嚼して検分するかの様に。

（……そなたは……戦う覚悟を固められたか……？）

　ショウゴ・カシバに関して――ゼブロン個人としては歯は痒がゆい気持ちが強い。

　元より己の力を以もつて立ち塞ふさがる障害を排して進むのが武人である。自分達の未来を他人任せにする事には――他人に無理矢理背負わせる事にはどうしても抵抗感が在る。ましてあの少年はどう見ても命懸けの闘争とは無縁の世界に育ってきた人間だ。自ら望んで命のやり取りの現場に身を置いている訳でもない。

　替われるのならば替わってやりたい位なのだ。

　だからこそゼブロンは己の無力さを痛感せざるを得ない。

　そして彼にペルテアが職務以上の好意を寄せているという事に気付いた今は……尚なお更さらにその想いが強い。ペルテアが選んだ以上はショウゴ・カシバは彼の息子も同じであるのだから。

「…………」

　複雑な想いを抱いてゼブロンは『縦穴』を見下ろす。

　その時――

「……む」

　ある人影が彼の注意を引いた。

『縦穴』の底には五体に分割された〈イコノクラスト〉の各部を収納する巨大な可動式格納庫――『聖棺』が並んでいる。五基の『聖棺』のそれぞれは平等に五家の管轄下に在り、厳重な見張りが各家によって立てられるのが常だ。

　もっとも――『縦穴』では〈イコノクラスト〉の各部調整や整備の為の作業員が、ほとんど四六時中動き回っている。『縦穴』が完全に無人になる事はまず無い。

　特に今日は――否、既に昨日であるが――港町ザフェへの出撃が在ったので尚なお更さらだ。これといった損傷は報告されていないものの、〈イコノクラスト〉程に巨大な装置となると、ただ一度稼働するだけでも大量の消耗部品を取り替える必要が生じてくる。夜を徹して作業に当たる者達の数は多かった。

　だが――

　動き回る人影の殆ほとんどは同じ仕立ての作業服を着ている。

　だからこそ異なる衣装の者が『縦穴』の底を歩いていれば目立たない訳にはいかない。

　ゼブロンの位置からは正面の眼下に臨める『聖棺』に向かって、明らかに作業員でない者が歩いている――それも二人。

　ゼブロンの優れた視力はその二人の素性を瞬間的に判じていた。

　顔の造りが分からなくとも足運びその他の歩き方からゼブロンは個人を特定出来る。

（……何を？）

　疑問と同時に――ゼブロンはある種の高揚感をも覚えていた。

　面白い。一体あの『救世主』殿とコードランの姫ひめ巫み女こはこんな時間に『聖棺』に行って何をしようというのか。まさかバルドの指示でもあるまい。彼等は彼等なりに何か考えてそれを行動に移しているのだ。

（彼を意志無き傀かい儡らいにするのは意外と難しい様だぞ――コードラン卿きよう？）

　巌いわおの如ごときその顔に薄い笑みを浮かべてゼブロンは身を翻し――議事室を後にした。



　　　



　ふと――呪のろいの鏡でも覗のぞき込んでいる様な錯覚を覚えた。

　自分で気付いていないだけで、本当の自分はこんなおぞましい顔をしているのではないだろうか……？　そんな風にさえ思った。何な故ぜにと問われても理由は分からない。あるいは何度も〈イコノクラスト〉と接続されている内に妙な親近感というか、共感めいた感覚を覚える様になったのかもしれない。

　不自然なほど生物めいた双そう眸ぼう。

　それは瞬まばたき一つせず、遙はるか彼方かなたを見据える様な眼差しを虚空に注いでいる。

　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉。

　その頭部を収めるコードラン家所有の『聖棺』内で今……省吾は黒き擬神の首を仰ぎ見ていた。整備中という事も在って表面の一次装甲と二次装甲は外されている。その下には――まるで皮を剥はがれて筋肉や神経を剥むき出しされた人間の様にも似て――複雑怪奇な模様の構造体が幾重にも重なっていた。

　此こ処こにはメリニに頼んで連れて来てもらった。

　情事の後の寝床なんかで唐突に頼んだにも拘かかわらず、彼女は嫌な顔一つせず此処まで案内してくれた。この『聖棺』では整備員達が何名か作業をしていたが――彼等に声を掛けて、束の間ながら人払いをしてくれたのも彼女だ。

　今……この『聖棺』の中には省吾とメリニの二人しか居ない。

『聖棺』の中は静寂が満ちていた。『棺』とは良く言ったものだ。此処に横たわる静寂は何ど処こか暗く――深い。その中に分割された巨大擬神機の首が鎮座している。

　鋼鉄の異形。

　想った以上に生々しいそれを前にして省吾はある種の嘔おう吐と感さえ覚える。

　視線を逸そらしたい誘惑に駆られたが――だが省吾は我慢してじっとこの巨大な鋼鉄の生首を見据えている。わざわざ此処に来たのはその不気味な擬神の首と対たい峙じする為に他ほかならないからだ。

（お前は………………何者だ）

「……ショウゴ様？」

　ようやく此処に至って省吾の意図が気になったのか――怪け訝げんそうにメリニが声を掛けてくる。

「メリニ。ちょっとだけでいいから御者席に座る事は出来るかな？」

「それは――可能ですけれど。擬似体験用の訓練装置ではなく？」

「そう。本物でないと意味が無い」

　省吾は頷うなずいた。

「分かりました――ではこちらへ」

　メリニが省吾を導き巨大な首の後ろに回る。

　御者席に通じる扉は開かれたままで――恐らくは中でも作業が進んでいたのだろう、幾つかの工具が床に置かれていた。

「…………」

　省吾は御者席に座って眼を閉じる。

　ある種の確信が彼には在った。

　例の――声。

〈イコノクラスト〉と繋つながる度に出てくるあの『誰だれか』。

　それは確かに此処に居る。確かに〈イコノクラスト〉が合体して起動しなければ出てこないが――それは単にそうしないと省吾に近付けないというだけの事ではないか。省吾が積極的にあの『誰だれか』と接触しようとするのならば……あの『誰か』はこの状態でも語り掛けてくるのではないか。

（……おい……）

　呼び掛けてみる。

（聞こえるか……来てやったぞ……）

　反応は無い。

　だが省吾は構わず続けた。

（お前は誰だ……？）

　無論――想像はついている。

　そもそもこの〈イコノクラスト〉の中に封じ込められているものはたった一つだ。

　だが……

（間違っても…………『神』なんかじゃないよな）

　挑発めいた思考を意識の奥底に――そこへと這はい寄ろうとしている何かに向けて投げる。

（……お前が『神』なんかである筈はずが無いよな……？）

　敢えて省吾が否定をして見せたのは相手の反応を引き出す為だ。

　そもそも省吾の持つ常識から判断すればとっくの昔に神は死んでいる。〈聖遺物〉として五つに分割されてしまっている。人間ならとてもそんな状態で生物としては存在する事は出来ない。

　だが此こ処こは異世界であり相手はその神だ。

　省吾の常識が通用するとは限らない。

　そもそも省吾に接触してきているのは未まだ死にきっていない神そのものなのか。あるいは単に神の怨おん念ねんだけが機械的に働いているだけなのか。あるいは〈代行者パニツシヤー〉の様に、神が今いま際わの際きわに自らを基に生み出した新しい人格なのか。

　何にしても相手の正体を正確に――詳細に知らない事には対処もしにくい。

　だからこそ省吾は挑発する事で相手の中身を探ろうとしたのだ。

　だが……

（…………）

　やはり返ってくるのは暗黒色の沈黙のみ。

　省吾の傍らでは怪け訝げんの表情を浮かべたままのメリニが彼を見つめている。

　そして――

（……駄目か）

　そう省吾が思って脱力したその瞬間。



　……くくく……



　あの嫌らしい笑い声が省吾の脳裏に触れた。

（…………！）



　……くくく……



（…………お前は……誰だれだ……）

　省吾は動かない。動けない。

　ただ必死にその言葉だけを脳裏に紡ぐ。

〈イコノクラスト〉。

　それは省吾に許された――省吾だけに許された唯一にして最強の実効戦力だ。

　花梨を取り戻す事も。世界を変える事も。この巨大擬神機無くしては困難――否、不可能と言って良いだろう。ならば省吾はもっと安全に――確実に〈イコノクラスト〉を駆って戦い続けねばならない。

　その為に不安要素は取り除かなければならない。

　たとえ完全には取り除けないにしても――その正体を把握しておかねばならない。

　故に省吾はどうしてもこの声の主について知っておきたかった。知って対策を立てたかったのだ。



　……くくく……くくく……

　……くだらねえ…………

　……くひひひひひ…………



　声は応えない。

　ただ無意味に呟つぶやいているだけの様にも聞こえる。いや――あるいはこれは単に省吾の意識の中で『あの声』の記憶が反射しているだけなのかもしれない。

（お前は……『神』なのか？）



　……くひひ……ひひひ……

　……人間なんて…………

　……くだらねえくだらねえ……

　……何もかも……くだらねえ……



（答えろ――お前は『神』それ自身か!?　自我の在る存在か？　それともお前は〈イコノクラスト〉の中に残っている『神』の怨おん念ねんなのか!?　意識の残り滓かすなのか？　それとも――）

　あるいはそれは。

　省吾の中に在る何かなのか。

　単に普段は表に出てこない省吾の暗く卑しい側面が、神の怨念と結びついて形を得ただけのものなのか。

　実の所省吾が怖おそれていたのはそれだった。

　あの残忍で卑劣な人格は――自分の中に眠っているもう一人の自分ではないのか？



　……ひひひひ…………

　……くひひひひひ……

　……ひひひひひひ……



（答えろ……お前は何だ……何が目的だ!?　俺おれの身体を乗っ取って、何をする積もりだ!?　答えろ――答えろお前は何者だ!?）

「答えろ……ッ!!」

　絶叫が制御室に響き渡る。

「ショウゴ様!?」

　悲鳴じみた驚きの声を上げるメリニ。

「……！」

　我に返った省吾は眼を瞬まばたかせ――周囲を見回す。

「ショウゴ様……一体どうなさったのですか？」

「あ……ああ…………」

　省吾は自分が全身にびっしょり汗をかいて震えている事に気付いた。

　一体何い時つの間に。

「ショウゴ様――大丈夫ですか？」

　メリニが省吾の手を握って訊たずねてくる。

「……ああ……ああ……だ……大丈夫……」

　震えは――すぐに収まった。

「……メリニ。俺はどれ位……ここに座ってた？」

「およそ六十ペルハ……三十分位でしょうか」

「…………」

　省吾は長い溜め息を吐いた。

「一体何が……？　急に身動き一つされなくなって……」

「……ああ。ごめん。ちょっと……確かめたい事が在ったから」

　メリニにはやはりあの声は聞こえていないのだろう。

　あの声が本当に〈イコノクラスト〉の中から聞こえてくるものなのか、それとも何らかの抑圧ストレスを受けた彼の脳が勝手に作り上げた幻聴なのか……それはやはり分からない。

　だが――

「――救世主殿」

　メリニのものでも省吾のものでもない第三者の声が『聖棺』に響く。

　愕がく然ぜんと省吾から飛び退のく様に離れるメリニ。

　彼女と省吾が振り返った先には――逆光の中に立つ人影が在った。

　決して長身ではないが、肩幅は広く、がっしりした体格である事が輪郭からも分かる。その声の主はまるで滑る様に――全くその両肩が揺れないのだ――『聖棺』の中に入ると真まっ直すぐ省吾達の方へと近付いてきた。

　光の中から薄うす闇やみの中へと移ったその影は、省吾達の見知った人物の形に結像する。

「……ゼブロン様……!?」

　狼狽うろたえたかの様な声をメリニが上げる。

　ペルテアの実父――ゼブロン・インペラス。

　彼は〈レネゲイド〉の中で唯一の武門とされるインぺラスの長であると同時に、自らも屈指の武術家であると省吾は聞かされている。確かに言われてみれば、この人物はただそこに黙って立っているだけでも周囲を威圧するかの様な――本人の望む望まぬに拘かかわらず、その秘めたる力の放つ輻ふく射しや熱の様なものが辺りに放散されているかの様な、一種独特の雰囲気がある。

　恐ろしくはない。

　だが何というか――圧倒される。

　メリニの父親であるバルドなどにもある種の威圧感は感じるが――それは得体の知れない奥深さから来るものだ。ゼブロンのそれはもっと直接的なものだった。

　まるで間近に重戦車を見ているかの様な。

　今の処ところ……ゼブロンは『味方』という事になる。

　ペルテアの口利きもあって彼は『救世主』である省吾だけでなく、コードラン家の姫ひめ巫み女こであるメリニさえも、その実質的な庇ひ護ご下に置いてくれている。省吾のインペラス家関係の施設への出入りは格段に増えたし、『屋敷』の周囲を警護する者達も多くがインペラス家から派遣された者達だ。

　これはかなり危険な行動ではある。

　五家からそれぞれ選抜されたという姫巫女達が、権力争いの先せん鞭べんとして『救世主』の寵ちよう愛あいを受けようとしているのは誰だれもが知っている。ならば既に省吾の寵愛を受けたメリニを事実上の庇ひ護ご下に置くという行為は他ほかの族長達に『他家の姫ひめ巫み女こごと救世主殿を横取りした』と白い目を向けられる危険性も高い。

　恐らくゼブロンはそれをも覚悟の上なのだろう。

　生半可な度量で出来る事ではない。

　だが――それでも省吾は最後の一線で未まだこのインペラス家の長を信用しきってはいない。自分の慣れ親しんだ価値観で他人を推し量る事が危険だという事は――この異世界ソロンにおいては尚なお更さら――彼とて身に染みて理解している。男気の在る行動の下にどす黒い下心や打算が無いとは言い切れないのだ。

「此こ処こは……コードラン家の――」

　メリニが困惑の声を上げる。

　基本的に『救世主』たる省吾を除けば各『聖棺』に立ち入る事が出来るのはそれぞれ管理している氏族の者――しかも許可を受けた者のみという事になっている。これは〈イコノクラスト〉の機体の中に収められた『聖遺物』が〈レネゲイド〉においては何よりも貴重な存在である為だ。

　人払いされていた為とはいえ――その原則を曲げてまでゼブロンがコードラン家管理の『聖棺』に入ってくるのは異例と言えば異例である。

「承知の上」

　省吾とメリニの前に立って、ゼブロンは小さく頷うなずいた。

　インペラス家の長はそのまま黙って狼ろう狽ばいするメリニと――そして省吾を見つめる。

「…………」

　まるで――何かを推し量る様な。

　何かを試しているかの様な。

「…………」

　省吾も黙ってその視線に――耐えた。

『聖棺』の外壁を通して『聖せい廟びよう』内部で〈イコノクラスト〉の整備に奔走する作業員達の声や、金属同士の打ち合う響きが聞こえてくる。何ど処こか遠い――一枚膜のかかったかの様なその雑音が逆に『聖棺』内の静寂を浮き彫りする。

　張り詰める沈黙の中で省吾はゼブロンと対たい峙じし続ける。

　理由を問われれば省吾にも分からない。眼を逸そらす事は簡単であったろう。あるいは『気の弱い扱いやすい男』を演じた方が後々動き易やすかったのかもしれない。だがゼブロンの『試す』様なその視線から逃げてはまずいのだと――省吾は本能的に悟っていた。

「――ふむ？」

　ゼブロンが――僅わずかに口の端を歪ゆがめる。

　それが笑顔であったのかどうかは省吾には分からない。

　だが……

「救世主殿。この様な夜更けに何を？」

「……それは」

　口を開こうとしたメリニを制して省吾は言った。

「気になる事が在ったものですから」

「…………」

「言うなれば俺はこの〈イコノクラスト〉の頭脳です。ならば身体について不調や異変を感じれば気にするのは当然でしょう？」

　慎重に言葉を選びながら省吾は言った。

『神』らしきものの存在を――果たしてゼブロンに告げて良いものかどうか。

「何か異常が在ると？」

「俺が戦闘中に異常に興奮する事が在るのは……記録されているでしょう？」

　省吾は頭の中で情報を整理しながら言った。

「これがもし俺個人の性格によるものでないとすれば……奇き蹟せき術回路やその他ほかに何か不都合が在る場合が考えられます。なので奇蹟術回路が起動していない状態で此こ処こに座ってみて、様子を確かめていました。もし俺個人の性格によるものならば、この状態でも何らかの興奮や異常行動が見られるでしょうし」



    

  
    
      



    

  
    
      「…………」

　ゼブロンが眼を細める。

　自分に向けられた視線の貫通力が増した様な気がした。

　迂う闊かつな受け答えは自分の立場を悪くする。自分がゼブロンを信用しきっていない事を悟られてはならない。現時点でゼブロンの心証を悪くするのはどう考えても得策ではない。かといって何でもかんでも素直に話すのもまずい。ゼブロンが信用に足る相手なのかどうか未まだ確信が持てない。

　そんな事を考えて――

「――メリニ様っ！」

　だが省吾の思考は突如として飛び込んできた声に中断された。

「メリニ様！　救世主様！」

　切迫した叫びと共に飛び込んできたのは――先にメリニが人払いした際、この『聖棺』から出ていった作業員の一人だった。余程に慌てていたのだろう、作業員は息を切らしながら『聖棺』の中に入り、入り口近くに佇たたずんでいたゼブロンと衝突しそうになった。

「――あ!?」

　どうやらゼブロンがこの『聖棺』に居る事を彼は知らなかったらしい。

　明らかに驚きと怖おそれの表情を浮かべて後ずさる。

　基本的に他家の者が出入り禁止とされている『聖棺』に他家の――しかも長が居るとなると尋常ではない。少なくとも一介の作業員が関与出来ない様な、複雑で近寄り難い事情が絡んでいるのは想像出来る。そんな現場を不用意に目撃すれば、どうなるか……作業員も咄とつ嗟さに気付いたのだろう。

「あの――」

「気にするな」

　ゼブロンは静かに言った。

「たまたま散策中に救世主殿の姿を見て話がしたくなっただけだ。他意は無い。うっかり他家立入無用の場に踏み込んでしまった事については後日正式な謝罪を行おう」

「……御意」

　若干怯おびえの色を見せながらも作業員は頷うなずく。

「それよりも何か急ぎの用が在ったのではないか？　先まずは貴様の義務を果たせ」

「御意……！」

　慌ててもう一度頷くと――作業員は省吾達の方に視線を向けて言った。

「〈代行者パニツシヤー〉が出現しました！」

　その台詞せりふと共に――まるで示し合わせていたかの様に『聖せい廟びよう』内に警報が鳴り響いた。



    

  
    
      
第三章　血族始動





　澄んだ闇やみに満たされた御者席で省しよう吾ごは瞳ひとみを閉じていた。

　眠っているのではない。むしろ真夜中だというのに不思議な程に眠気は無い。鼓膜は耳鳴りさえ感じていない。頭の中は冴さえ冴ざえとしている。だからといって何を考えているのでもない。

　今は――雑念は無用だ。

　一度〈イコノクラスト〉に乗ればそこは戦場だ。雑念を抱えていては生き残れない可能性が高い。今は〈代行者パニツシヤー〉を倒す事に専念した方が良い。

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階開始！』

　巨大擬神機に偽りの生命を吹き込む儀式。

　それが始まる――

『『聖遺物』励起！　奇き蹟せき術式展開！』

　瞳を閉じたまま、省吾は脱力して御者席に身を預けている。今の段階では自分に何も出来る事が無いのを、数度の出撃を経てさすがに覚えた。だから省吾は待っている。

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

　矢継ぎ早に五人の姫ひめ巫み女こ達の声がした。

　確認、確認と盛んに言葉は飛び交っているが、省吾の眼にはまだ何も見えてないし、革帯に締められた四肢は拘束感しか感じられない。

　まだ――省吾には何も出来ない。

　だからただ無心に待つ。待ち続ける。

『聖光発生率毎秒六十七奇蹟単位――尚なおも上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

　――まだだ。

　まだ何も省吾は感じない。だから瞳を閉じたままである。

『〈イコノクラスト〉覚醒準備――第二段階開始！』

『『聖棺』移動開始！』

　実際に移動する感覚は勿もち論ろんまだ無い。しかし――省吾は感じる。

　切り離されていたものが一つにまとまる高揚を。

　在るべき場所に何かが収まる感覚。

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生！』

　……あと少し。

『『聖棺』結合！』

　そして――

『〈イコノクラスト〉――結合！』

　省吾は静かに瞳ひとみを開いた。

（あぁ……来る……来る……）

『安全弁解放！』

　唐突に襲いかかってきたのは、頭ず蓋がいにずぶずぶと刃物を差し込まれる様な感覚。

　覚悟はしていても慣れない。肉体の苦痛ならば歯を食いしばる事である程度耐える事も出来るが――これは脳内に直接響くものだ。耐えようが無い。

（あああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ………………）

　声にならない悲鳴が無意識に迸ほとばしり、全身が痙けい攣れんする。

『主制御室聖光流入！』

　闇やみが――消える。

　主制御室は陽光を浴びた様に白く朧おぼろに眩まぶしい光に満たされる。だが今の省吾には関係が無い。彼の視覚はひたすら血の様な深紅に占められており――既に感覚神経を奇き蹟せき術によって別系統に接続されつつある彼の眼球は、見開かれたまま何も映す事は無い。映しても彼がそれを認識する事は無い。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇き蹟せき杖じよう起動』

『感覚同調開始』

　ようやく苦痛が消え――あれだけ冴さえ冴ざえとしていた頭の中が曖あい昧まいに霞かすむ。

　しかしそれもしばしの辛抱である事を省吾は知っている。〈イコノクラスト〉との同調が進むほどに互いの境界線は曖昧となり、やがて曖昧さも境界線も消えるのを省吾は知っている。

　侵略し――侵略される。

　浸透し――浸透される。

　しかし……

（……来ないのか？）

　今回は『虚無』だけを感じた。

　あの視線を感じなかったのだ。

　こんな事は初めてであった。拍子抜けするほど容易に省吾は〈イコノクラスト〉との同調を果たし、その感覚を掌握する事に成功した。

　味覚を除く四感が脳に突き刺さり――

「あああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　省吾は咆ほう吼こうした。

　しかし叫びながらも――省吾の中の何ど処こかは妙に冷静だった。



　　　



『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第四段階開始！』

　ペルテアの声が響き、総計六十四の擬ぎ神しん杖じようが爆音を伴って術式展開された。

『免疫抑制術式第一段階から第三段階まで展開！』

『第一聖遺物拒絶反応、無し』

『第二聖遺物拒絶反応、無し』

『第三聖遺物拒絶反応、無し』

『第四聖遺物拒絶反応、無し』

『第五聖遺物拒絶反応、無し』

『制御術式展開』

『制御反応問題なし』

　重なり合う爆音が『聖せい廟びよう』内に轟とどろき渡る。

　免疫抑制及びその他ほか諸々の調整用奇き蹟せき術が打ち込まれる度に、『聖棺』から排出される無数の空薬やつ莢きようが、熱く硬い土砂降りの雨と化して降り注ぐ。

「順調そのものですな」

　得意げな口調で言ったのは学者肌の族長――タイロイド・マブロである。

「以前よりも作業進行が早いでしょう？　新型の制御術式を幾つか試験的に投入してあります」

　――五氏族族長専用議事室。

　出撃作業の様子を、三人の族長が巨大な窓から悠然と見下ろしている。

　パルマス、タイロイド、そしてバルドの三人だ。

　ネロは現場に赴いて〈代行者パニツシヤー〉の様子を調査するべく、オトルチ家所有の超大型硬式飛行船〈パーボスク〉に乗り込み出発に備えている。

　ゼブロンもインペラス家所有の飛行船〈エデニート〉に乗り込んで、間もなく〈イコノクラスト〉の下り立つ現場へと赴く事になっているのだが、その目的はネロと若干異なる。勿もち論ろん現場へと赴く以上は、五氏族族長会議でも議題として取り上げた、不審行動を見せる〈代行者パニツシヤー〉、その観察と、全身此これ武器である筈はずの〈イコノクラスト〉を救世主殿がどこまで有効に乗りこなしているのかを見極める事も重要な任務となるのだが、ゼブロンの場合は続きがある。

　戦闘後の〈イコノクラスト〉回収。

　それを今回からはインペラス家が請け負う事になったのだ。

　進言したのはバルドだが、『救世主』ショウゴ・カシバがインペラス家の庇ひ護ご下に在る以上不自然な事ではないし、むしろ当然である。それに戦を終えた『救世主』をいち早く出迎える事が出来る上に、実戦を目の当たりにする事も出来るのだからゼブロンとしても有り難い筈だ。彼の堅苦しいまでの武人気質を考慮すれば、安全な『聖せい廟びよう』で通信画面をぬくぬくと見ているよりも、少しでも現場の空気に触れる事は望むところであろう。

　言葉通り順調に射出作業の進む眼下を見下ろしながら嬉うれしそうな笑みを浮かべているタイロイドに向けて、パルマスが鼻を鳴らして訊きいた。

「何でもかんでも新しくすれば良いというものでもあるまいに。〈イコノクラスト〉は複雑かつ精妙な奇き蹟せき技術の集合体だ。一部だけ新しくしても全体と繋つながった際に不都合が生じるなどという事も――」

「無論――以前のものとの互換性は確保してありますので、何らかの問題が発生した場合は即座に入れ替える事が出来ます」

　パルマスの言葉を覆い潰つぶすかの様に――パルマスにというよりはバルドにも聞かせる様に語調を強めてタイロイドは言った。

「まあ……何にしても今回は〈落とし子〉の群れであるらしいとの事。根源たる〈代行者〉の動きは分かりませぬが、小振りな化け物共を蹴け散ちらす程度なら、万に一つ、多少の不都合が出たとしても問題在りますまい」

〈落とし子〉。

　それは〈代行者〉が生み出す災害の一形態である。大抵は怪物の姿で創造されて野に放たれる。無論それは〈代行者〉が人間を苦しめる為に生み出した生物なので、本能として人間を襲い――殺す。ただそれだけの生物なのだ。

　通常ならば五、六体の群れとして目撃報告が寄せられるのだが、今回は〈代行者〉が直々にそれらを創造して放つ場が目撃されている。

　その数は――およそ千。

　小さな街ならば半日余りで全滅する数だ。殲せん滅めつするには同数かそれ以上の兵力が必要だろう。何倍もの数の非戦闘員を守りながらとなると更にその倍近い人員が必要となる。

　とはいえ――マブロ家の長の言葉通り、〈イコノクラスト〉を以もつてすれば〈落とし子〉の殲せん滅めつも単なる害虫駆除程度の仕事にしかならないであろう。

　既に〈イコノクラスト〉の力を知っている筈はずの〈代行者パニツシヤー〉としては明らかに無意味な戦術ではあった。

（『神の呪じゅ詛そ』めが、何を考えておるか）

　バルドは無言で出撃作業を見下ろしながら考える。

　試されるにしても何を試されているのかが分からないというのは、ひどく不快である。

（それも近いうちに見えてこようが……）

『起動制御用擬ぎ神しん杖じよう第一群解除！』

『第二群解除！』

『第三群解除！』

　権力者達の思惑を余よ所そに――出撃作業は順調に進んでいく。



　　　



『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

　メリニの緊迫した声が通信回路の向こうから省吾の鼓膜に響いた。

『平衡制御奇蹟術式問題なし！』

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

　矢継ぎ早に言葉が飛び交う。

　どれが誰だれの声なのか認識するのが追いつかない程の飛び交い様だ。省吾はとうに一つ一つの言葉の意味を追うのを諦あきらめ、ただ聖光に満たされた御者席で規則正しく呼吸をするだけに集中していた。

　平常心が大事なのは分かっている。

　気を落ち着けて挑まなければ本来の力は出せない。

　そして――

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中！』

『緊急停止用原罪物質注入！』

『最終安全装置解除！』

　突如として全身に力が漲みなぎった。

　ただ単に『力』と呼ぶだけでは小さ過ぎる。それは神のみに許された全能感であった。

　ありとあらゆるまさに全てを手中に収め、それを意のままに操り、侍はべらせ、存在するも消滅するも我が意志一つ。まさしくそれは生殺与奪。

　このソロンの世界において省吾のみが唯一許された悦楽。



（ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！）

　　オオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……！



　喘あえぎ声が重なった。

　省吾と――鋼鉄の『神』の。

『〈イコノクラスト〉起動！』

『起動成功！　続いて緊急射出設備起動！』

　やがて――〈イコノクラスト〉の周囲で気圧が変化し射出術式に導かれた聖光が溢あふれ始める。防護力場が〈イコノクラスト〉の周りに砲弾状に形成され、まるで硝子ガラスの筒の中に収められているかの様に周囲の風景が歪ゆがんだ。

　そして――

『〈イコノクラスト〉――出撃ッ!!』

　メリニの叫びと共に省吾は――鋼鉄の巨大神は空中に舞った。



　　　



『落とし子』――正確には『神罰代行者パニツシヤーの落とし子』。

　元より人たる存も在のをどこまでも深く長く苦しめる事のみを目的とし、また理由にして存在する〈代行者〉。そのもたらす脅威は種類も形態も様々だ。これは同じ脅威であれば人間はそれに『慣れ』てしまうからだと言われている。何千年何万年も繰り返されればそれがいつしか当たり前になってしまい――人間はそれを受け入れてしまう。例えば『死』が避けられないものであると誰だれもが納得しているかの様に。

　同じ刺激はいつしか刺激としての意味を失うのだ。

　だからこそ〈代行者〉達のもたらす災害は多種多様なのだと――ある識者は言う。

　そもそも〈代行者〉自体の纏まとう聖域がまず脅威である。人間に対する怨おん念ねんと呪じゅ詛その塊かたまりである〈代行者〉にはソロンの人間は近付く事さえ出来ない。近付けば何よりも確実な死が待っている。

　また――その聖域から顕現する各種の破壊的現象も危険極まりない。巨大な津波。荒れ狂う竜巻。渦巻く火炎。迸ほとばしる稲妻。降り注ぐ隕いん石せき。いちいち挙げていけばきりがない。それはまさしく人じん智ちを越えた神罰であり、殆ほとんどは卑小な人間には全く抗する術すべも無いものだった。

　そんな中で――『落とし子』は比較的地味な存在だと言えた。

　またソロンの人々にとっては、ある意味で馴な染じみ深い存在とも言える。〈代行者パニツシヤー〉が引き起こす災害の中でも最も人々が眼にする事が多いからだ。

　それは一般的に言うところの怪物、もしくは化け物――異形の生物達だ。

　彼等は〈代行者〉の聖域が造り上げた生物兵器であり、本能の部分に人間を襲う様にとの命令が書き込まれている。大抵の『落とし子』が好んで人間を食う。ただしこれは生存の為のものではなく――あくまで嗜し好こうとしてだ。

　この『落とし子』……それ単体での脅威の度合いは低い。

『落とし子』の存在は物質的なものであり、攻撃型奇き蹟せき術や銃火器によって倒す事が可能である。その点においては人類に対して無敵を誇る〈代行者〉よりも劣る。高密度呪じゅ詛その集合体である〈代行者〉と異なり、それは尋常の手段で『殺す』事が出来る。

『落とし子』はあくまで生物だからだ。

　それは『落とし子』の弱点でもあり同時に最悪の問題点でもあった。

　殖ふえるのだ。

　両性具有な上に成熟も驚異的に早いのである。二体残れば一年後には十倍に、二年後には百倍に増殖する。しかもお粗末極まりないながらも知能らしきものを備えており、数が減るとこそこそと身を隠して勢力回復を待つなどという小こ賢ざかしい真似まで出来るのだ。

〈代行者〉のもたらす巨大災害と違い……この『落とし子』達は、一つ一つの脅威の度合いは小さい。だが潜在的に――かつ継続的に人類を脅かすという意味では、むしろ津波や地震よりも遙はるかに悪質である。

〈代行者〉自体は活動と休眠を繰り返すのだが、『落とし子』は〈代行者〉休眠後も活動し続ける。創造について奇蹟術は使われているが、『落とし子』の存在し続ける事そのものに奇蹟術は関係が無い。災厄の種火は消えても――そこから燃え広がった炎は拡大を止やめないという事だ。

　これだけでも『落とし子』の存在は充分以上に忌まわしい。

　だが人間を苦しめる事にかけては全く手を抜かないのが〈代行者〉である。

　当然の如ごとく――『落とし子』の外観は人間の恐怖と嫌悪を最大限に引き出すものとして形成されている。

　実の所『落とし子』の外見に定まった特徴は無い。

　あくまでそれは〈代行者〉に造られた存在であり、人間を本能的に襲うという以外には共通点は無い。それは蠍さそりの様な甲殻類の形状をしている事も在れば、不定形の軟体動物の形状をしている事も在る。かつては人間によく似た――手足を備え直立歩行する種類も確認されている。もっともその種類には頭部が無く、目鼻口の類たぐいは全て股こ間かんに集中していたそうだが。

（…………うっ……）

　省吾はこみ上げてくる嘔おう吐と感に耐えた。

〈イコノクラスト〉に接続されている最中は彼の肉体は事実上の『留守』に――つまり生存に必要な不随意運動をするだけになってしまう。呼吸や鼓動は可能だが意識して手足を動かす事は出来ない。そちらの神経は〈イコノクラスト〉の方に繋つながれているからである。

　だから今此こ処こで吐いてしまえば……後が大変な事になる。

　下手をすると吐と瀉しや物が喉のどや鼻に詰まって窒息しかねない。

　既に一度経験が在るだけに二度とは経験したくなかった。

（……くっ……）

　眼下で怪物の群れが這はい回っている。

　視覚と聴覚と触覚を〈イコノクラスト〉に接続された省吾は――自身がまるでその怪物の群れの真ん中に立っている様にさえ感じた。

　今――彼を取り囲んでいるのは粘液に覆われた『落とし子』だった。

　省吾の乏しい知識の中で似ている生物を挙げる事は出来ない。それは何にも似ていなかった。強いて挙げるならば――ヤドカリだろうか。

　ただし人間の顔と手足を備えたヤドカリだが。

　それは大きな殻を背負っている。あるいはそれは殻に見えて別の何かなのかもしれない。何にしても殻を備え――その殻の『口』の部分から『顔』と『手足』が一緒に生えている。

　直径二メートル余りに巨大化させた巻き貝の口に、バラバラに解体した人間の首と手足を適当に突っ込めば近い印象になるかもしれない。ただし手は四本、脚は六本でそれぞれ『肘ひじ』にあたる部分は一本につき三カ所程備わっているが。

　顔は――常識的な人間のそれに似ている。

　髪の毛も眉まゆ毛げも髭ひげも備わっていないが――それは確かに人間そっくりの目鼻立ちを備えている。備えているからこそ、それは他ほかの部分との組合せによって嘔吐感をも誘う異様な雰囲気を醸し出すのだ。

　まるで存在しているだけで人間の姿形を嘲ちよう笑しようし冒ぼう涜とくしているかの様に。

（くそ……！）

　省吾は必死に嘔吐感を堪こらえながら視線を頭上に向ける。

　夜明け前の――ひどく憂ゆう鬱うつそうな蒼あおを湛たたえる空。

　そこに本来の『敵』は居た。

〈代行者パニツシヤー〉は……風も無いのにゆらゆらと遙はるか上空に漂っていた。ザフェ上空に姿を現した〈代行者〉と同じかどうかは省吾にも見分けがつかない。そもそも〈代行者〉達の形状が定まっているかどうかすら分からない。眼も無く、口も無く、鼻も無く、四肢さえ無く、挙げ句の果てには厚みというものすら無い――二次元平面としてのみ存在する異物。襲いかかって来る気配は無く、かといって立ち去るでもなく……こちらからは仕掛けづらい程の高さで、あたかも〈イコノクラスト〉を見物するかの様に悠然と揺らめいている。

　光の膜に覆われて輝く弾丸と化して『聖せい廟びよう』から射出された〈イコノクラスト〉が、遂にだだっ広い荒野のど真ん中に着地したのは、つい数分前の事である。

　だが〈代行者パニツシヤー〉本体は先の津波の時と同じく全く攻撃してくる様子を見せない。

　代わりに――数千という『落とし子』達が〈イコノクラスト〉を取り囲んでいるのだ。

（…………何にしても手早く片付けないと）

　省吾は意識して視線を背部の補助視覚に切り替える。

　今、遠い地平線に朝の陽光が差し込み始めていた。そして地平線の手前に……逆光気味になりながらも小さな街の姿が見えた。

（あれが――）

　レックレックの街。

　事前に受けた簡単な説明では、人口数百人程の小さな小さな街とのことだ。

〈代行者〉は必ず人の住む場所に現れる。人間を苦しめる事が彼等の目的だからだ。

　ただし町や村のすぐ側そばには出現しない。やや離れた場所に現れてはお決まりの宣言を繰り返しゆっくりと――人間達が怯おびえ焦る様に――近付いてくるのだ。



　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ



　一応……レックレックの街では『落とし子』大量発生の報により、住民達が武装を始めてはいる。だが今回は圧倒的に住民よりも『落とし子』の数の方が多い上に、住民の殆ほとんどは戦闘経験の無い素人だ。もし『落とし子』の群れが街に雪崩れ込めば結果は火を見るよりも明らかだった。

（…………ぐずぐずしている暇は無い）

　省吾はもう一度陽光の差し込む方向を見た。

　地平線からは、太陽自体も既に三分の一ほど姿を露あらわにしている。

（太陽が昇りきる前に――全滅させないと）

　決心して再び視線を眼の前の『敵』に戻した。

　途端――

（……うっ……）

　眼が合った。

『落とし子』の一体と。

　人間によく似た――しかし人間では有り得ないモノ。

（……うぐっ……）

　やはり嘔おう吐と感がこみ上げてくる。

　数十体にも及ぶ『落とし子』共が〈イコノクラスト〉の足元に群がっていた。

　自分達の十倍以上はあろう巨人の足をよじ登ろうとしているらしい。しかしただ登ろうすると〈イコノクラスト〉の全身を覆う鋼鉄に手足を滑らせ、そのまま落ちてしまうだけだ。爪つめが鋼鉄の装甲を引っ掻かくぞっとする様に耳障りな音をたてて怪物達は登っては落ち、登っては落ち――その徒労とも言える行動を繰り返している。

　だが……その内の何体かは登っている途中の仲間を踏み台にして更に上にまで登ってくる様になった。そしてその怪物を更に踏み台にして何体かが登ってくる。登ってくる。登ってくる。落ちても落ちても彼等は飽きる事を知らない。狂気じみた根気の良さで怪物達は互いを踏み付けにしながら巨人の脚を這はい上がる。

　餌えさに群がる蟻ありの如ごとくに。

（…………）

　まるで自分が蟻の群れにたかられているかの様だった。

　あまりの不気味さに省吾の全身の血の気が引く。

　省吾は類比共鳴回路を通じて〈イコノクラスト〉と各種感覚をと同調させている。故に彼は、己の肌の上を小虫が無遠慮に這い回る感触をもはっきりと感じ取っていた。

　気持ち悪い。

（ぬぐ……ああああああっ！）

　嫌悪感が背筋を貫く。

　殆ほとんど無意識の内に――省吾は激しい動きで右足を蹴けり上げていた。

　何を思っての事でもない。殆ど衝動的な行為だ。彼としては単に身体の上を這う汚らしい虫を払い落としたかっただけの事だった。

　だが――

「ムギィィィィィィィ…………」

「ブグゥゥゥゥゥゥゥ…………」

　滑こつ稽けいなほど卑ひ猥わいな声を上げて、『落とし子』共が宙を舞った。

　舞って地面に落ちて――ぐしゃりと潰つぶれた。

（あああああああああああああっ!!）

　続けざまに〈イコノクラスト〉は左足を持ち上げ――すぐに激しく大地に踏み降ろした。

　群がっていた『落とし子』共がやはり気色悪い悲鳴を上げて、衝撃に振り落とされる。同時に多くの『落とし子』が踏み潰されもした。踏み潰されてぐちゃぐちゃの肉片と化しながらも、残った首だけでだらだらと涎よだれを垂らして哄こう笑しようしている奴も居た。

　嫌な記憶が思い出される。

（これは人間じゃない。人間じゃない。これは怪物だ。怪物だ。人間じゃないんだ――）

　省吾は自分に言い聞かせる。

　この状況下で過去の忌まわしい記憶に足をとられている余裕は無い。

（こいつらはたまたま人間に似ているだけの、奇き蹟せき術で合成された、生き物モドキだ）

　ただ人間を殺す為だけに産み落とされた『落とし子』に恐怖や同情の感覚は無い。

　怪物達は仲間が殺されたのにも怯ひるまず――平然と押し寄せてくる。再び大量の『落とし子』が〈イコノクラスト〉の周りに群がり、脚から上へと目指して登ってくる。

「………………ばけもの……」

　省吾は敢えて呟つぶやいた。

　敢えて呟く事で自分の中の意識を切り替えようと思った。

「…………ばけもの……バケモノ……」

　右の太ふと股ももの辺りをぞっとする様な感触が這はった。

　無論『落とし子』だ。眼の前の仲間を次々と踏み台にして、鋼鉄の脚に齧かじり付いた数体がとうとう脚の付け根近くにまで達したのだ。

　登ってくる速度が早くなっている。

　化け物は化け物なりに学習しているのだ。

（くっ…………！　化け物！　所しよ詮せん――化け物だ！）

　それを屠ほふるのに何の躊躇ためらいが在ろうか。

　まして今の省吾には〈イコノクラスト〉という圧倒的な力が在る。

　それこそ彼にとってこの群れを駆逐するのは虫を踏み潰すよりも簡単な筈はずだった。

（――ふんっ）

　省吾――〈イコノクラスト〉はその場で軽く跳躍し、着地した。

　それだけでも衝撃はかなりのものだった。脚に纏まとわり付いていた『落とし子』共が一斉に地面に落とされる。それを認めて、省吾は一歩下がった。

　そうして半身の姿勢を取り――

「ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　低く咆ほう吼こうしながら、右の拳こぶしをぎりぎりと握り締める。

　握り締めた右拳がふと――光を放ち始めた。

『――〈打神の拳〉起動』

『聖光循環回路七番から九番に切り替え』

『支援術式展開六種八番――第十二段落より自動詠唱』

『衝撃緩衝機構起動』

　姫ひめ巫み女こ達が忙しげに省吾を支援する声が聞こえる。

　だが構わず省吾は自分の感覚に集中した。あくまで姫巫女達が行っているのは『最高効率で』『破損や消耗を可能な限り少なくして』〈イコノクラスト〉を動かす為の処置である。実際の攻撃そのものは省吾が制御するのだ。

　振り上げられた拳は白い光を四方八方に放散し――やがてその色は朱に染まり、ある点で一線を越えた様に揺らめき立って深紅へと……否、紅ぐ蓮れんへと変へん貌ぼうした。

　轟ごう――と空気が吼ほえる。

　高温を生み出し炎を纏まとった鋼鉄の拳の熱で空気が鳴動しているのだ。

　そして。

「だああああああああああああああああああああああああッ!!」

　雄お叫たけびというよりは絶叫に近い声と共に省吾は拳を突き下ろした。

　まるで巨大な砲弾の如ごとく斜めに地面へと突き刺さる〈イコノクラスト〉の拳。

　拳けん圧あつと衝撃に大気が震え、炎と化した聖光が同心円状に爆発。

　着撃地点に居た『落とし子』は無論の事――その周囲に群がっていた個体群ですらも一瞬にして肉片にまで分解され、それらすらも高熱で瞬間的に蒸発する。瞬殺を逃れた『落とし子』達も、すぐに身を炎上させながらのたうちまわり、更にその外側では衝撃で吹っ飛ばされた連中が四肢を痙けい攣れんさせながら、ひび割れた地面の上でのたうっていた。

　劫ごう火かは更に広がり――即死を免れた『落とし子』もすぐに焼け死んでいく。

（…………）

〈イコノクラスト〉は――己の造り出した陽炎かげろうの中心に立ち尽くしていた。

　炎の熱で肉や皮が捩よじれて、さながら踊る様に焼かれていく『落とし子』共をじっと見つめている。

　やがて――わずか数分後には化け物共がすっかり焼き尽くされると炎は燻くすぶるだけとなり、やがて炭と灰が黒き巨人を取り巻いた。

　呆あつ気けない。

　取りこぼしがあるかと省吾は感覚器を総動員して周囲を探るが――特に生きている個体は見当たらなかった。

　まさに神鳴る一撃。

〈イコノクラスト〉の本領発揮ではあった。

『『落とし子』殲せん滅めつ――現時点で探知範囲内に生存個体確認出来ません』

　セネカが告げてくる。

　彼女がそう言うのならば間違いなかろう。

　だが――

（未まだ終わってない）

　省吾は上空を仰ぎ見る。

　そこに居る筈はずの……本来の『敵』を。

（……またか!?）

　薄雲に覆われた空は朝の陽光に満ち満ちていた。夜明けの青黒さは薄れ、白っぽい青が仄ほのかに透明感を帯びている。

　それだけだ。

　他ほかには何も見えない。異物は無い。

　昨日――巨大津波を渾こん身しんの力で跳ね返した直後と全く同じであった。〈代行者パニツシヤー〉の姿は綺き麗れいさっぱりと消えていた。

（一体……）

　――何を望んでいるんだ。

　分からない。

　無論――人たる存在を永遠に苦しめ続ける事のみを目的としている〈代行者〉だ。ただその事の為だけに試行錯誤を延々と繰り返してきた怪物である。省吾ごときが想像も出来ない様な悪あく辣らつな手段の――これらは全て一端でしかないのかもしれない。

『――ショウゴ様』

　メリニの呼ぶ声がする。

『ショウゴ様。大丈夫ですか？』

「――ああ。大丈夫」

　省吾は声に出してそう言った。

『お疲れ様です』

「なんだか拍子抜けするけどね……」

　今までの経験から言って〈代行者〉との直接対決となれば激戦は間違いない。

　その意味では随分と楽な戦いではある。だが省吾としては片付けなければならない責務を理由も明示されないまま、延々と先延ばしにされている様で落ち着かないのも事実だった。どうせ〈代行者〉を全て倒さなければこの世界は変わらない。ならばさっさと片付けてしまいたいというのが省吾の本音だった。

　ともあれ――

『ショウゴ様の感覚器関連の奇き蹟せき術回路を一いつ旦たん落とします』

　ハーチェッタがそう告げる。

「――迎えは？」

『すぐに』

　とメリニ。

「分かった。待ってるよ」

　言って――省吾は脱力する。

　同時に御者室の情景が彼の視覚に戻ってきた。基本機能維持の為に稼働する奇き蹟せき術回路から淡い聖光が漏れ落ちている。聴覚と触覚も続けて彼の身体本来のものに再接続され……ようやく省吾は安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　だが――

（一体何なんだ……）

〈代行者パニツシヤー〉の不可解な行動に対する不安は、彼の胸の奥にわだかまったままだった。



　　　



　風が吹き――『落とし子』共の遺灰が砂さ塵じんと共に舞い上がる。

　遙はるか上空から双眼鏡越しにそれを見下ろしてネロ・オトルチは微苦笑を浮かべた。

「――さて一体何を考えているのやら」

　オトルチ家所有の超巨大飛行船〈パーボスク〉内。

　艦橋に在る円型船窓に取り付けられた望遠鏡から、ネロは〈イコノクラスト〉の戦闘の一部始終を観察していた。

　言うまでもなく〈代行者〉の調査の為である。

〈パーボスク〉に限らず、コードラン家の〈フルヴァス〉、マブロ家の〈エルハムイ〉、ルースポリテ家の〈ウィズデン〉、そしてインペラス家の〈エデニート〉から成る飛行船団は、その船内に〈イコノクラスト〉を遠隔操作する姫ひめ巫み女こも乗船させている為、戦闘中は被害を被らぬ様にと、戦場を中心に一定距離をとって周回していた。

　今回〈代行者〉の行動調査の任を帯びている〈パーボスク〉は各種記録装置を積んで他ほかの飛行船よりも内側を――つまりはより近い距離から戦場を周回していた。そして戦闘の一部始終と〈代行者〉の行動を全て記録に収めた。

　だが――

「ああも断片的な行動ではさすがに推し量るのも難しい」

　小手調べを続けるかの様なその行動はネロ達の理解の外だった。

〈イコノクラスト〉を本気で倒す気が無い様に見える。

　もしそうだとしたら何の為に？

　幾つかの推測は成り立つが――

「――御兄様」

　一階層下の専用室から梯子タラップを登ってきたアフィニエが顔を出す。戦闘が終わり基本的な支援操作も必要なくなったので、離席したのだろう。

「お疲れ様」

「今回も楽勝だったわね」

　気楽そうにそう言って――身軽な動作でネロの横に立つアフィニエ。

「なかなかやるようになってきたね、ショウゴ・カシバも」

「そうね」

　アフィニエは頷うなずいた。

「多少不安定な部分は在るみたいだけど。でもメリニと二度目に寝てからは大体安定してるみたいね」

　幼さの残る顔立ちで平然とそんな事を言うアフィニエ。

　だがネロも――周りに居る艦橋要員達も表情は変わらない。この艦橋に居る者達はネロの腹心の部下で固められており、アフィニエの性格も全員が知ち悉しつしている。まして相手は『救世主』様の事だ。普通の人間の猥わい談だんとは訳が違う。

「で――お前は未まだ御ご寵ちよう愛あいを受けていない訳だ」

「うん。何度も誘ってるんだけどね……ペルテアも邪魔するし」

　とアフィニエ。

「インペラス卿きようの差し金――という訳でもないだろうけども。まあいい。とりあえず『救世主』殿の様子をきちんと把握しているだけでも構わない。彼を手の内に置くのは次善策に過ぎないからね。何か異常が在った時は即座に報告を」

「うん。それは大丈夫だよ。任せておいて」

　聞き方によっては恐ろしく不穏な内容の会話を交わすネロとアフィニエ。

　その時――

「御館様。姫様。何かにお掴つかまりください」

〈パーボスク〉の艦長がそう告げてくる。

　同時に〈パーボスク〉のエンジン以外が立てる低い轟ごう音おんがゆっくりと近付いてきた。

「…………ふむ？」

　不意に円型窓の向こうの視界が影に覆われた。

　否――影ではない。

「お出迎えか」

〈パーボスク〉を側そばを通って追い越して行ったのは、インペラス家所有の飛行船〈エデニート〉であった。今回は〈パーボスク〉が〈代行者パニツシヤー〉の観察をするのと同様に、〈イコノクラスト〉本体の回収を〈エデニート〉が行う事になっていたからだ。

〈イコノクラスト〉の回収役を担う船は固定されていない。

　基本的に各家の飛行船が持ち回りでその役目を果たしている。

　これは五氏族筆頭格であるコードラン家の長バルドの案である。そうする事で『救世主』争奪戦に後れをとったルースポリテ家とマブロ家の不満を少しでも解消しようというのだろう。

（コードラン卿きようも御苦労が絶えませんね）

　苦笑混じりにそんな事を思うネロ。

　現在――五氏族族長会議の中で主導権を握っているのも、〈レネゲイド〉の中で実質的に一番大きな権勢を誇っているのも、バルドとその氏族コードラン家である。だがそれはあくまで比較すればという意味に過ぎず……コードラン家の独裁体制には程遠い。

　だからこそ主導権を握っている者が、握っていない者達が一致団結して反抗してこない様にと不満を散らし、あるいは互いの疑心暗鬼を煽あおっておく必要が在る。

　この『持ち回り』もその一環なのだろう。

（……少々短慮に過ぎる方も居られますしね）

　そういう者が思いあまって乱暴で御粗末な強攻策に出ても困る。

　今は〈代行者〉の完全殲せん滅めつが何よりも優先課題であるし――その為には五氏族全ての協力が必要だ。その後でならともかく今の段階で〈レネゲイド〉に亀き裂れつを生じさせるのは絶対にまずい。

「御館様」

　再び艦長が声を掛けてくる。

「〈エデニート〉――間もなく〈イコノクラスト〉運搬可能状態に達します」

　見れば――確かに超巨大擬神機が、〈エデニート〉から垂らされた何本もの鋼鉄製ワイヤーによって固定され、吊つり上げられる処ところだった。

　黒々と焦げた大地から鋼鉄の両足がゆっくりと離れて空中に揺れる。

　インペラス家の飛行船はワイヤーを巻き取りつつ同時にプロペラの回転数を上げてじりじりと上昇を始めた。

「〈エデニート〉――〈イコノクラスト〉収容完了確認。これより『聖せい廟びよう』に帰還開始」

　艦長の報告と同時に〈パーボスク〉も僚船に並ぶべく回頭を開始する。

　程なくして〈エデニート〉を中心に残り四隻の巨大飛行船は菱ひし形がたの体型を組んだ。先導は〈フルヴァス〉、左右を〈エルハムイ〉と〈ウィズデン〉、そして殿しんがりをネロの乗る〈パーボスク〉が務める形だ。

　飛行船団は荒野に上り始めた朝陽を背にして『聖せい廟びよう』の方角へと進路を取った。



　　　



「――あまり気分の良いものじゃないな」

　苦笑混じりに呟つぶやいてレオンは周囲を見回した。

　大きな――エクノドラス真教会の者達が合議の際に使う様な大型のテントの真ん中に彼は立っていた。直径で言えばおよそ八メートル前後。高さも三メートル近い。それでいて骨組みを分解し布を折り畳めば馬二頭に積めてしまうのだから、便利といえば非常に便利な代物だった。

　特に――今回の様に、遮しや蔽へい物も何も無い荒野で人目を憚はばかる場合には。

「――レオン様？」

　傍らに寄り添うアンジェリットが怪け訝げんそうに尋ねてくる。

「体調に不安でも？」

「いや――そうじゃなくてな」

　レオンは唇の端で笑ってみせた。

「何だかな。ほら、初めてソロンに召喚された時、俺おれを取り囲んでいた光景を思い出しちまってな。アンジェ達がだだっ広い『聖廟』に大集合して――」

「『救世主』様召喚の為の大規模奇き蹟せき術式の事ですか？」

「そうそう」

「それに似ていると？」

「まあな」

　言って――ふっと笑った。

　曖あい昧まいに笑ってレオンは肩を竦すくめる。

　そう――規模こそ随分と小さいがこの場はあの時の情景に似ていた。

　レオン達は今、テントの中ですっぽりと頭ず巾きんを被かぶったフード姿の者達に囲まれている。

〈血族〉の術師達だ。

　彼等は五角形の隊形を取り、それぞれが頂点の位置に立っていた。そうして口々に聖句を紡ぎながら、互いに手を差し伸べ合うかの様に両腕を広げている。

　恐らく奇蹟術に詳しい者ならばすぐに気付いただろう。

　これは大規模奇蹟術を行う儀式の一種だと。

　だが――同時に術師達の手に擬ぎ神しん杖じようが握られていない事に訝いぶかしみもしたろう。

　言うまでもなく〈血族〉の術師達にそれは必要ない。擬神杖無しに奇蹟術を使えるからこその〈血族〉であり〈血族〉であるからこそその身一つで奇蹟術を使えるのだ。

　五人の術師達は広げた掌てのひらの上に白く朧おぼろな光を生み出していた。

　聖光である。

　それは次第に膨張し――聖句の誘導に従って引き延ばされ、互いに触手を伸ばす様にして連結しながら大きな図形を彼等の足元に描き出していく。

「確かに大規模奇き蹟せき術という意味では似ていますが――」

　アンジェリットは何ど処こか怪け訝げんそうな表情のままだ。もっとも彼女の表情を見慣れていない他ほかの者には分からない程度の変化でしかないだろうが。

「原理も同じで御座いましょうし」

　輝く光の中で輪郭を朧おぼろにしながら、アンジェリットが言う。

「簡単に言ってしまえば、召喚とは逆の原理なのです。人を呼び寄せる奇蹟、逆に送り出す奇蹟。異世界から『救世主』様を召喚する事に比べれば、こちらの方が断然容易でしょうが――かといって、術師が単独で簡単に行える様な術では御座いません」

「時間もそれなりに掛かるみたいだしな」

　だからこそ〈血族〉の術師が五人も揃そろえられているのだろう。

「……時間が掛かるのがお気に召さないのですか……？」

「ああ……いや。すまん」

　尚なおも怪訝の色を浮かべているアンジェリットにレオンは肩を竦すくめて言った。

「失言だ。気にするな。現状に不満は無い」

「……はい」

　アンジェリットは無表情に頷うなずいた。

　彼女には――理解出来ないのかもしれない。

　ソロンに召喚された際にレオンがあの光景を『気持ち悪い』と感じたその感覚を。

　何百人何千人という人間が、一つの価値観と目的の為に人生を捧ささげて顧みないという状況を――その状況を前にして『恐ろしい』と思ってしまう感覚を。

　全員が自分で考え、自分で選んだ結果としてその状況が在ったのならば問題は無い。

　だが……それが洗脳にしろ、煽せん動どうにしろ、他者の思惑によって強制的に統一された意志の上に成り立つとすれば、これ程に恐ろしいものは無い。思考停止した人間の集団は常識も条理もあっさりと見限って無茶苦茶な真似を平気でするからだ。

　全体主義国家。狂信的宗教団体。あるいはそれらに類する集団。

〈レネゲイド〉そして〈血族〉。

　構成員達の思考停止という意味では同じだ。

　無論……アンジェリットは自分の意志であの〈レネゲイド〉を裏切った。

　だが生まれた時から〈レネゲイド〉の中に居た彼女にしてみれば、人間の自由意志が許されない状況など珍しくもないだろう。いや――むしろこの世界では人間の意志など然さしたる意味は無い。それが意味を認められ尊重されるのは……誰だれもが生きていく事に困難を覚えない様な、豊かな社会だけだからだ。

　その意味では〈レネゲイド〉や〈血族〉の者達を責める筋合いでもないのだろう。

　だがそれでもレオンは恐ろしいと思い気持ち悪いと思う。

　ものを考えない人間は――畜生の類たぐいと大差ないからだ。

「まあ……いいさ」

　曖あい昧まいに笑顔を取り繕ってレオンは肩を竦すくめた。

　此こ処こで個人主義と全体主義に対する彼の所見を披露しても始まるまい。

　彼は改めて自分の腰に提げた回転式拳けん銃じゆうとその予備弾を確かめた。

　その時――

「…………」

　他ほかの者達――術に参加していない五名の〈血族〉達が一斉にある方向を振り返った。

　無論そこにはテントの布地が在るだけだが――

「――来たか」

　呟つぶやくレオン。

　テントの布地を通して滲しみ入ってくる轟ごう音おん。

　レオン達の目もく論ろ見み通り〈レネゲイド〉の飛行船団が今――テントの上を通過しようとしているのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「さて――」

　一同を見回し――最後にアンジェリットを見る。

　眼差しだけで彼女は頷うなずいて見せた。

　準備は出来た。〈血族〉の術師達は更に聖句を重ねて術式を展開する。レオン達を取り巻く聖光量が爆発的に増大し――互いの顔さえ白飛びした視界の中で曖あい昧まいに溶けていく。

　そんな中で――

「神様強奪――始めようか」

　レオンはにやりと笑ってそう宣言した。



    

  
    
      
第四章　血族強襲





　虚空に小さな光がぽつんと生まれた。

「……!?」

　たまたま船内通路を歩いていた乗組員の一人は怪け訝げんそうにその光を見つめる。その光は何から発せられるのでもなく――虚空からそれ自体が滲にじみ出る様にして存在していた。大きさは指先程度。故にその乗組員は最初、何かの錯覚かと思った。

　だが……それは次の瞬間、爆発的な成長を遂げた。

　白い光が船内通路を満たす。

　それが聖光なのだと気付いた瞬間……彼は非常事態を告げようと、船橋に向けて踵きびすを返した。それが何かの事故であるにせよ、何者かの悪意在る行為にせよ、所定の場所以外で聖光が発生するのは危険な状態だ。聖光の満ちる処ところ、物質は聖句――つまりは言葉一つでその在り様を変化させてしまう様な、ひどく不安定な状態に陥るのだから。

　しかし――

「――！」

　走り出そうとした乗組員の背中に、音も無く突き刺さったものが在る。

「が……かっ……？」

　転倒しつつ――彼は見た。

　光の中から一本の腕が生えているのを。

「……襲……撃……？」

　喉のどの奥から逆流した大量の血が台詞せりふと共に口から漏れる。

　どうやら先の一撃で手て酷ひどく内臓を傷付けられたらしい。それも恐らくは奇き蹟せき術の攻撃で。

「…………」

　叫び声を上げようにも身体が動かない。流血と共に恐ろしい勢いで身体が冷えていく。

　乗組員はただただその侵入者達を見つめている事しか出来なかった。

　そう――侵入者だ。

　光はやがて拡散しきって薄れ……驚くべき事に十人を超える人影を狭苦しい通路に生み出していた。

　正確に言えば十人のフードを被かぶった者達と。

　そして――

「……レオ……ン……？　……ルース……ポリ……テ……の……？」

　乗組員も見知った顔の二人を。

　一体何がどうなっているのか。かつて〈レネゲイド〉から逃げた二人がどうして今こんな処ところに居る？　裏切り者二人と一緒に居るこの十人は一体何者か？

「…………」

　フードに顔を隠した者の一人が改めて掌てのひらを乗組員に向ける。

　事情を把握する前に――容赦なく額に突き刺さった攻撃用奇き蹟せき術が、乗組員の意識を永えい劫ごうの闇やみに沈めた。



　　　



　帰還するまでの時間はひたすらに退屈だ。

　いや――むしろ苦痛だ。ある種の拷問と言っても良いだろう。〈イコノクラスト〉との接続を切られると、一瞬前までの全能感に比べて自分の卑小さが身に染みる。まして身動きがとれない様にと全身を御者席に拘束されているのだから尚なお更さらの事だ。

　指先や首から上はある程度動かせるものの……短くても数十分、長ければ数時間をこのままの状態で過ごさねばならない。ふと頬ほおが掻かきたくなっても掻けない。汗が滴っても拭ぬぐえない。事実上の半身不随状態である。

「せめて腕だけでも戦闘が終われば解放出来る様に改良出来ないかな」

　姫ひめ巫み女こ達が各種奇き蹟せき機関を遠隔操作している事を思えば、その程度の細工は難しくなかろう。今度メリニに頼んでみようと省しよう吾ごは思った。

『～～～～……』

『――～～～～』

『――…………』

　一応感覚同調機能とは別系統で通信装置が生きているらしく……姫巫女達や飛行船の乗員達が交わす会話は飛行船の轟ごう音おんの合間に聞こえてくる。

　する事の無い省吾はこの会話をぼんやりと聴いているしかない。

　雑音混じりな上に聴き取りにくいが――それでもぼんやりと意識を遊ばせておくよりは何倍もマシだった。身動きがとれない事の苛いら立だちも在るが……ぼんやりしているとついつい罪悪感や不安感が頭をもたげてくるのだ。あの『声』に対する不安。花か梨りん奪還に関する焦燥。〈代行者パニツシヤー〉への恐怖。救えなかった人々への慚ざん愧き。

　くどくどと思い悩んで精神失調に陥る様な事はもう無い。

　だが……だからといって忘れた訳ではない。苦しくない訳でも痛くない訳でもない。

『『聖せい廟びよう』まで残り――』

　メリニの声が告げる。

　通信の内容はソロンの距離単位なのでどうも実感が湧わかないものの……省吾としては、この苦痛とも言うべき無為の時間が確実に減っていると分かるだけで有り難かった。

『了解』

　応答するペルテアの声も聞こえる。

　続けて操縦士らしき者が――

『〈エデニート〉はこれより……』

　その台詞せりふが途切れたのは次の瞬間だった。

　いや――違う。

　割り込んできた大量の雑音が台詞の続きを覆い隠してしまったのだ。

『ザザ…………ザ……』

　急激に通信品位が落ちていく。

　瞬またたく間に、意味のとれる言葉よりも雑音の占める割合の方が増えていく。

（……なんだ？）

　省吾は怪け訝げんの表情を浮かべた。

　微かすかな不安が脳裏を過よぎる。こんな事は今まで無かった。

　ただ単に通信機の不調の類たぐいなのかもしれないが――

『……～～…………――……～～………………』

『……ゴウ……ッ…………～～～～～～ッ……』

『……うご………………ぐが……――げっ……』

『…………おあっ……～～……ああ――っ……』

　断片的に混じる声は――あれは一体何なのか。

（……いや……まさか……）

　何かが壊れる音や、誰だれかの悲鳴、あるいは苦鳴にも聞こえる。

　無論それは省吾の聞き間違いである可能性も高い。何しろ意味のとれる言葉は殆ほとんど伝わってこないし、声や物音よりも雑音信号の方が割合が多い位だ。

「なんだ――何が起こってる？」

　省吾は大声を出して問う。

　通信回線が生きている以上、姫ひめ巫み女こ達の誰だれかがその声を聞けば返事をしてくる筈はずだった。

　だが……

『………～～～～…………～～～～』

『………～～……～～～～～～……』

『………～～～～……～～～～～～』

　返ってくるのは意味の無い雑音のみ。

「なんだ……!?」

　戦せん慄りつを含んだ省吾の声も――やはり応じる者も無く薄うす闇やみに溶けるのみだった。



　　　



〈レネゲイド〉の所有する五隻の飛行船。

　これらは〈イコノクラスト〉の機体運搬及び回収を主な目的にしており、戦略的な観点から見れば巨大擬神機を中心とした〈イコノクラスト〉というシステムの一部であるとも言える。

　故にそれらの飛行船には、いずれも〈イコノクラスト〉本体と同じく〈レネゲイド〉の持つ最新技術が惜しげもなく使われていた。当然ながらソロンにおける他ほかの飛行船に比べると各種性能は上でありながらも、各種搭載装置は小型化が進んでいる。その結果として平均的なソロンの飛行船に比べると大幅に積載量が向上しているのだ。

　しかし……だからといって船内に余裕が在る訳ではない。

　機能性と快適性を比較すれば、常に前者が優先されるのが兵器の常だ。〈レネゲイド〉の飛行船に関して言えば何よりも〈イコノクラスト〉関連の施設や装置の充実が優先される事になり――必然的にそのしわ寄せは通路や艦橋といった部分に来る。

　故に……

「外見の巨大さとは裏腹に、中は結構狭っ苦しいって訳だな」

　レオンは周りを見て呟つぶやいた。

　飾り気とは一切無縁、構造材の類たぐいが全て剥むき出しの壁には何本ものパイプが血管の様に走っている。重量軽減の為か、あるいは整備性向上の為か、床板すら金網を張ったパネルが敷いてあるだけで、その下にはやはり各種機械装置やパイプが見える。

　近くで蒸気機関が駆動しているのだろう――湿度は高く温度も高い。耳を聾ろうする程の轟ごう音おんが常に鳴り響いており、更に狭いとあっては到底快適とは言えない場所だった。

〈イコノクラスト〉を運搬中の飛行船――インペラス家所有の飛行船〈エデニート〉。

　レオン達は空間転移の奇き蹟せき術式を使って此こ処こまで一瞬で侵入してきたのだ。

　今……二人擦れ違うのもやっとという狭苦しい船内通路にレオンとアンジェリット、それにマントを纏まとった〈血族〉の精鋭十名がひしめいている。

「さて――アンジェ」

　レオンは傍らに寄り添う娘を振り返って言った。

「操縦室はどっちになる？」

「恐らく――」

　一瞬、何かを懐かしむかの様に、小さな眼鏡の奥の瞳ひとみを瞬まばたかせてから、娘は――アンジェリットは片手に持った擬ぎ神しん杖じようで通路の一方を指し示した。

「こちらかと。基本構造は五隻とも変わらなかった筈はずです」

「だ――そうだ」

　肩を竦すくめてレオンは〈血族〉の者達に告げる。

　位置的にはレオンやアンジェリットよりも〈血族〉の者達の方が操縦室に近い。

「……では始めよう」

〈血族〉の者達は常に身に帯びていたマントを脱ぎ捨てた。

　男も居れば女も居る。

　全体的に彼等は若く、彼等は身体の線が浮き出るかの様な――皮膚にぴったりと沿う様な衣装に身を包んでいた。その布地には迷路の様な幾何学模様が織り込まれており、彼等の姿を何か奇妙な生物の様に見せていた。

　その時――

「――な!?」

　通路の奥から一人の男が姿を現した。

〈エデニート〉の乗員であろう。本来此処に居る筈の無いレオン達を見て驚きよう愕がくの表情を浮かべている。全く突然の出来事に男の動きは止まっていた。

「き――貴様!?」

　男が驚愕から脱するまでに要したのは僅わずかに一瞬。

「二代目の――レオン・ササハラ・スプリング……」

　だがその一瞬にレオンは男の目前へと迫ると、壁のパイプに手を掛けながら身体を浮かせ、両足で蹴けりをその胸元に叩たたき込んだ。

「げっ――!?」

　苦鳴を残して吹っ飛ぶ男。

　インペラス家縁ゆかりの者は大なり小なり武術に通じている筈だが、さすがにこの狭い場所で奇襲を受けては対応しきれなかったのだろう。通路奥の鉄扉にぶつかった男は、そのまま白目を剥むいて気絶していた。

　だが同時に――

「なんだ貴様等!?」

　反対側――つまりは操縦席や船橋の在る方の通路奥からも数名の男達が姿を現す。

「そっちは任せた」

「任されました」

　レオンの台詞せりふと同時に〈血族〉の若者達が前に出る。

　船員達は咄とつ嗟さに腰に吊つっていた武器――ナックル状の金具を手に填はめて身構える。銃器や剣の類たぐいを持っていないのは、狭く脆ぜい弱じやくな船内での戦闘を考慮しての事だろう。

　恐らく男達には油断が在ったに違いない。

　レオンやアンジェリットはともかく――他ほかの十人は見たところ全くの丸腰だ。武術に通じたインペラス家の関係者ならば倒すのはそう難しくない。狭い通路ならば人数差も殆ほとんど意味はない。一人ずつ確実に倒していけば良いだけだ。

　そんな判断を船員達はしたのだろう。

　彼等の表情には緊張こそ在ったものの――余裕の色も見て取れた。

　だが。

「――一体どうやって入った!?」

　そう問いながら先頭の船員が前に出る。

　その瞬間……

「……――トノフ・フォ・エム！」

　既に聖句の詠唱を開始していた最後尾の〈血族〉が術式を完成させた。

〈血族〉の掌てのひらから漏れ落ちた白い光が、まるで蛇の様に壁面を、あるいは床面を這はって船員達に殺到する。それらは複雑な紋様を軌跡として描きながら船員達の半歩手前で弾はじけ、次の瞬間には船員達の周囲の色彩が変化した。

　空気に色がついたのだ。

「――な……なんだ!?」

「これは――」

　まるでそこだけ霧が立ちこめているかの様に、灰色の気体が船員達にまとわりつく。

　それは急速に密度を――いや粘度を増して船員達の動きを封じ込めた。

「くそっ――奇き蹟せき術だと!?」

「莫ば迦かな！　一体どうやって」

「駄目だ、動け――」

　五氏族の中で唯一にして最も武術には秀でたインペラス家だが――同時に彼等は最も奇蹟術に疎い集団でもある。咄嗟に相手の仕掛けてきた攻撃を判別出来なかったのも仕方あるまい。まして〈血族〉の者達は誰だれ一人として奇蹟術に必ひつ須すの筈はずの擬ぎ神しん杖じようを持ってはいなかったのだから。

　言うまでも無く最後尾の〈血族〉が術を使ったのは、聖句の詠唱と聖光の発生を悟られない為である。先に立つ九人の身体がそれらを船員達の眼と耳から遮さえぎったのだ。

「か……げは……」

　船員達の顔色が瞬またたく間に青ざめていく。

　粘度を増した空気のせいで呼吸すら満足に出来ないのだ。今の彼等は山頂をも見下ろす上空に在りながら、深い深い水底に居るに等しい状態を強制されているのだった。

　苦く悶もんする船員達。

　彼等とは対照的に――

「はははははははははははははは！」

　大声で笑うのは〈血族〉の若者達であった。

「くくくくく……はは……ははははははは！」

「ははは！　見ろ！　あの顔を！　ははは！」

　哄こう笑しようを撒まき散らしながら〈血族〉の若者達は大おお股またに船員達に向けて近付いていく。

「『神殺し』の蛮人共め！」

「貴様等にこそ真の天罰を下してくれるぞ！」

　彼等は口々に〈レネゲイド〉を罵ののしり――

「燃え尽きるがいい！」

　先頭の〈血族〉がそう宣言して右手を突き出す。

「イア・イエブ・ネルブ・ムーゼ！　トアート・ネム――」

　聖光が掌てのひらの上に生まれる。

　次の瞬間、それは変形して複雑な紋様を描き出すと、その中心から炎が噴き出した。

　攻撃用奇き蹟せき術。

　空中で分裂したその炎は、まるで蛇の様に粘性の霧に包まれて藻も掻がく船員達に絡み付いた。幾重にも幾重にも螺ら旋せん状に犠牲者達を締め上げる炎は、彼等の着ている衣装すらも炎上させる。

　瞬またたく間に船員達はその場に倒れた。

「――おいおい。飛行船の中で火を使うか？」

　呆あきれた様に言うレオンを〈血族〉の一人が振り返って言った。

「御心配なく。あの『霧』の中でしか燃えない炎ですので」

「…………」

　得意げなその物言いに曖あい昧まいな笑みを返すレオン。

　そして――

「ははははははは！　ひゃははははは！」

「燃えた！　死んだ！　死んだぞ！」

「ははは！　呆あつ気けない！　呆気ないな！」

〈血族〉の連中から狂気じみた笑い声が上がった。

「人間めが！　人間めが！」

「はははははは！　死におった！」

「簡単だ！　簡単だ！　人間め！」

「ひゃははははははははははは！」

　笑いながら〈血族〉の者達は、殆ほとんど炭化して原型すら留とどめていない船員達の遺い骸がいを踏みにじっている。奇妙な興奮が〈血族〉の若者達を支配していた。

（……えげつないな）

　レオンはさすがに少し顔をしかめてそれを見つめる。

（使える力は確かに大きいが――これでは）

　実を言えば〈血族〉の者達は、〈園〉と呼ばれる隠れ里から殆ど出た事が無い。彼等は外界との接触を断って延々と一つの目的の為に活動している。故に〈血族〉の者の多くは普通の人間と接触した事が無い。彼等を支配するのは〈園〉という極めて特殊で閉鎖的な社会の価値観であり――それは同時に結束を高める為に、外界、特に一般人への侮ぶ蔑べつを多分に含む。

（『外』の人間を殺すのに酔ってやがる）

　これは危険な兆候ではある。

（適当な処ところで手を打たないと……こいつらの暴走に巻き込まれかねん）

　そんなレオンの考えなどまるで知らぬ様子で、〈血族〉の者達は通路を進んでいく。

「おい――分かってるだろうが、飛行船を操縦している人間まで殺すなよ？」

「ええ勿もち論ろん」

　隊列の中程に居た一人が振り返って微笑ほほえんだ。

　人間数人を灰にしてそれを踏みにじって喜んでいた人間とは到底思えない、朗ほがらかな笑顔であった。だがそれだけに彼等の価値観がいかに一般人とかけ離れているかが分かる。彼等にとって『外』の人間は自分達とは違う生き物なのだろう。人間が害虫を叩たたき潰つぶしても何ら罪悪感を覚えない様に――彼等にも『外』の人間の殺傷は、何ら道徳にも倫理にも抵触しない行為なのだろう。

「……どこまで分かっているんだか」

　呆あきれる様に呟つぶやくレオン。

〈血族〉の者達はしかし血に狂った様子で笑いながら通路を進んでいく。

　さすがに騒ぎを聞きつけた他ほかの船員達が何事かと通路に出てくるが――

「跪ひざまずけ！　背信の罪人共よ！」

「我等は〈血族〉である！」

「真なる神を育む血統の一族！」

　高らかにそう宣言しながら〈血族〉の者達は次々と奇き蹟せき術を放つ。十名がそれぞれ交替で――微妙な時間差を以もつて攻撃用奇蹟術を組み立てているのだ。放たれる攻撃は立て続けでまるで隙すきが無い。当然の事ながら狭い通路に出てきた船員達には逃れる場所も時間も無い。

　十名もの〈血族〉の侵入を許した時点で既にインペラス家の勝利は無いのだった。

「はははははははははは！」

「我等は〈血族〉である！」

「はははは！　死んだ！　死んだぞ！」

「次は溺でき死しさせてみよう！」

「はははははははははは！」

〈血族〉の若者達は高らかに哄こう笑しようしながら殺さつ戮りくの行進を続けていった。



　　　



　状況は瞬またたく間に悪化した。

『ペルテア！　何が起きているの、ペルテア!?』

　通信回線を通して必死に問いかけてくるメリニにも満足に応答が出来ない程に。

『応えて――ペルテアっ！』

　巨大飛行船〈エデニート〉船内。

　姫ひめ巫み女こ専用に設けられた支援操作室の座席で――ペルテアは作業に忙殺されていた。

　船内各所に設けられている伝声管から飛び込んでくるのは悲鳴と哄こう笑しようが殆ほとんどである。細かい状況はさすがに把握出来ないが……それでも戦闘が発生している事だけは間違いが無かった。

『敵』は一人や二人ではあるまい。

　誰だれが誰と戦っているのか。船員同士の乱闘か。あるいは反乱の類たぐいか。何にしても死者が出ているのは間違いなさそうだ。そして死者を出してまで複数の人間が争う理由はこの〈エデニート〉内には一つしかない。

〈イコノクラスト〉だ。

　重要人物という意味ではペルテアやゼブロンも含まれるが……実を言えば族長や姫巫女は代替が利く。唯一無二という訳ではない。他家の人間が二人を殺した処ところで得るものはあまり大きくもないし多くもない。むしろ危険性ばかりが強かろう。結束の強いインペラス家の者は族長やその娘を殺した相手を絶対に許すまい。

　ましてただ謀殺を望むのならば此こ処こまで乱暴な方法でペルテアやゼブロンを殺す必要は無いし――その甲か斐いもあまり無い。権力争いが原因ならば殺害手段は事故に見せ掛けるか――あるいは毒殺する方が遙はるかに便利だろう。

（……左さ舷げん銃座と右う舷げん銃座も沈黙……って事は『敵』は真まっ直すぐ船橋を目指してる？）

　あるいは船橋の真下に在る姫ひめ巫み女こ専用の支援操作室か。

　非常時に備えて〈エデニート〉の各部は鉄格子を下ろして隔離する事も可能になっている。実際――何度か鉄格子を下ろした形跡は在るのだが、『敵』はいずれもこれを突破、真っ直ぐ船橋を目指して移動中らしい。

（いくら鉄格子とはいっても……素手で破壊出来る訳もなし。飛行船の中で大型火器は使えない。となると奇き蹟せき術……！）

　だが火器すら満足に使えない船橋で、大きな擬ぎ神しん杖じようを使って戦闘をする事が果たして可能だろうか？　のたのたと聖句を唱えている間にインペラス家の者ならば奇蹟術師の二人や三人は制圧してしまうだろう。

『ペルテア！』

「ごめん――メリニ！　大丈夫よ！」

　応答の内容とは裏腹にペルテアの顔は蒼そう白はくである。

　それでも取り乱す事が無いのは、彼女が武人として父に物心ついた頃ころから鍛えられてきたからだろう。インペラス家の武人にとって絶望とは死そのものでしかない。たとえ丸腰であろうとも己の手足を武器として使い、自らの手で――文字通りに――死中に活路を切り開く事こそ武人の本領。彼等にとっては自らの息の根を止められるその瞬間以外に絶望は有り得ない。

　常に状況は覆し得る。

　たとえ己の喉のど元もとに刃やいばが突き付けられたその瞬間であってもだ。

『状況は……何がどうなっているの！』

　メリニの声には困惑と焦燥が色濃い。

　どうやら僚船に乗っている彼女からは現状が全く把握出来ないらしい。という事はやはり何者かが気球や飛行船で乗り付けてきたという可能性は無い。それなら他ほかの四隻に乗る誰だれかが気付いた筈はずだ。

　考えられるのは――やはり反乱か。

　あるいは奇蹟術による転移を用いた奇襲。

『〈エデニート〉の尾部が突然、聖光に包まれたのは確認できたのよ』

「ならば大規模な奇蹟術式による瞬間移動に違いないと思う」

　ペルテアは言った。

『〈エデニート〉船内で奇蹟術を用いた戦闘が行われているわ。詳しい人数は不明。ただ――非常に状況は不利みたい。相手は奇き蹟せき術戦闘に長たけているみたいだし」

　やや自じ嘲ちよう的な口調でペルテアは付け加えた。

「インペラス家の人間には天敵よ」

　ペルテアもその一人だが――インペラス家にも奇蹟術師は確かに居る。だが他家に比べると圧倒的に少ないし、何よりも奇蹟術師としての練度は格段に劣る。戦闘用の奇蹟術を使いこなし、専門の訓練を受けた相手ならば、不利は免れまい。地上でならば銃器を使う事も出来ようが、狭く、しかも迂う闊かつな船体の損傷が墜落を招きかねない飛行船の内部ではそれもままならない。

『ペルテア……』

　通信回線からは一瞬途方に暮れる様な声音が聞こえて来る。

　あるいはペルテアが絶望して開き直っているとでも思ったのかもしれない。

「それとね――メリニ。未確認情報ではあるんだけど――『敵』側に飛行船の内部事情に詳しい人間が含まれているみたいなのよ」

『え？　でも飛行船に詳しいだなんて……』

「船内回線に紛れ込んで聞こえただけなんだけど――『二代目』って……」

『二代目？』

「そう。『二代目』よ。『二代目』の『救世主』候補者」

「!!　――レオン・ササハラ・スプリングフィールド……!?」

「ええ――多分」

　ペルテアは頷うなずいた。

　彼女達は名前しか聞いた事が無い相手だ。しかしレオン・ササハラ・スプリングフィールドが第二代の『救世主』として召喚された人間である事は〈レネゲイド〉の者は皆知っている。実際には『救世主』として〈イコノクラスト〉を稼働させたのはショウゴが最初なので、あくまで彼は『候補者』でしかなかったが。

　そして――彼の名が出たとなれば。

「恐らくルースポリテ家の――」

『アンジェリット・ルースポリテ!?』

　未まだ正式に姫ひめ巫み女こが用意される以前。

　それはレオン・ササハラ・スプリングフィールドに仕え、彼を愛し、彼の為に〈レネゲイド〉を裏切って逃げたルースポリテ家の長女の名だ。現姫巫女第三位セネカの腹違いの姉でありパルマスの実の娘である。

　相当な才さい媛えんであったとペルテア達は聞いている。奇蹟術にも通じていた上、異世界の言語――『日本語』を解析したのも彼女であり、飛行船の設計にも一枚噛かんでいた筈はずだ。だからこそ彼女の裏切りは〈レネゲイド〉を震しん撼かんさせた。

『でも今更何を――』

「分からないけど」

　だがアンジェリット・ルースポリテが『敵』側に居たとするのならば、この苦況は至極当然の事であろう。奇き蹟せき術にも通じ飛行船の構造も熟知した彼女ならば……幾らでも〈エデニート〉攻略の為の弱点ポイントや有効な戦術を見つけ出すに違いない。

「何にしても一筋縄ではいかない相手よね」

　ペルテアが必死に対抗策を脳裏で編み上げる――その時。

「――ペルテア」

　厳かなほど低い声が降ってきた。

　弾はじかれた様に頭上を見上げるペルテア。そこでようやく彼女は梯子タラップの上に屈かがみ込む巨きよ躯くの影に気付いた。どうやら作業に集中しすぎていて、父が側そばに来ている事に気付かなかったらしい。

「……父上」

「〈イコノクラスト〉を起動させよ」

「――え？」

　怪け訝げんの声を上げるペルテア。

　だがゼブロンは細かい説明をせずにこう続けた。

「起動確認後――お前は脱出せよ」

「……っ！」

　姫ひめ巫み女こ専用の支援制御室は完全に船体とは独立した構造になっている。そして万が一に備えてこの部分だけは緊急脱出用の機構が備わっているのだ。

　ゼブロンはそれを使ってペルテアだけでも逃げろと言っているのだ。

「〈フルヴァス〉か〈パーボスク〉が拾ってくれよう」

「父上――〈エデニート〉を放棄しろと言われるのですか!?」

「そうだ」

　ゼブロンは平然と頷うなずいた。

「相手は奇蹟術使い――しかも報告では、奇妙な事に擬ぎ神しん杖じようを持っていない」

　それはこの飛行船内という環境下では絶対的な有利さだった。

　狭い船内ではそもそも銃も剣も扱いにくい。そもそも周辺機器の破損の恐れを考えれば拳けん銃じゆうですら使うのに躊ちゆう躇ちよせざるを得ない。無論、奇蹟術ならば周囲に被害を及ぼさぬ様な攻撃方法を選ぶ事も出来るが――そもそも擬神杖は銃よりも遙はるかに長く嵩かさ張ばり、船内では扱いにくい。

　だが襲撃者達は擬神杖無しで奇蹟術を使ってきているのだ。

　これではそもそも勝負にならない。

　無論、奇き蹟せき術である以上、聖句の詠唱の手間は掛かる訳だが――この欠点とて複数の術者が順番に時間差で術を使っていればいくらでも補える。狭い船内では意表を突く様な処ところから奇襲を受ける恐れも無い。

　結果――乗組員達は相手に近付く事も出来ずに殺されていくばかりである。

　つまり――

「現状では我々に勝ち目は無い」

「ですが――」

　ペルテアは座席から立ち上がって叫んだ。

「乗組員は、父上は……いかがなさるのです!?」

「それはこの際――考えるな」

　とんでもない事をゼブロンは言って寄よ越こした。

「優先すべきはまず第一に〈イコノクラスト〉の保全。次に御者たるショウゴ・カシバ殿の安全。そして彼の信頼を勝ち得ている姫ひめ巫み女この安全。敵が何者であれ――これらさえ守られればいつでも状況は覆せる」

　ゼブロンの口調はただ淡々としていた。

　絶望している訳ではない。悲壮感に酔っている訳でも無論ない。自分のやるべき事とやれる事を全て把握した上で冷静に判断を下す武人の顔が、ただそこに在った。

「出来ません！　私だけが――」



    

  
    
      



    

  
    
      　ペルテアの声は絶叫に近かった。

　インペラス家の者達は――その関係者も含め――結束が固い。そしてペルテアはその姫だ。ゼブロンの配下の者達にも可愛かわいがられて育った。元より族長の立場から、家族関係が希薄にならざるを得ないインペラス本家の姫にとって、『家族』とはインペラス家関係者全てを指す言葉であった。彼等を残して自分だけが逃げるなどと――そんな恥知らずな真似がどうして出来ようか。

　しかし――

「命令だ。逃げよ」

　ゼブロンは重く低い声でそう告げた。

「ですが――」

「戯たわけ！　これだけ言っても分からんか!?」

　ゼブロンが怒鳴る。

　びくりを身を竦すくませる娘にゼブロンは続けて言い降ろした。

「小事の為に大事を見失うなど愚かの極み！　お前の逡しゆん巡じゆんがソロンの未来をも閉ざすかもしれんと何な故ぜ分からん!?」

「……ち……父上」

　そう。

『敵』の目的が何なのかは分からない。だがもし〈イコノクラスト〉が破壊でもされてしまえばもう人類に希望は無い。ただ〈代行者パニツシヤー〉の生み出す地獄の底で蠢うごめきながら――ただ絶望する為だけに生かされるだけだ。

「〈イコノクラスト〉とショウゴ・カシバ殿を護まもれ。その為には他ほかの全てを忘れよ。それがお前の責務だ」

　そう告げるゼブロンの背後が俄にわかに騒がしくなっていた。

　恐らく『敵』が近付いてきているのだろう。船橋の者達は危険を覚悟で銃器を使用する積もりらしく、装填桿ボルト操作する独特の金属音が響いてきた。

　もう迷っている時間は無い。

『――ペルテア』

「…………」

　通信回線から伝わってくるメリニの声に――ペルテアは唇を噛かんだ。

『ゼブロン様の言葉……聞こえてた』

「…………」

『貴女の気持ちは分かるけれど。でも――』

「メリニ……御免。もういい」

　ペルテアは静かな口調で言った。

　一瞬――頭上の父を振り返る。彼が頷うなずくのを確認してから彼女は再び座席に深く身を沈めて告げた。

「〈イコノクラスト〉を起動。その後――脱出します」

『彼女の回収は〈パーボスク〉が。位置的にも一番適しています』

　そう告げてくるのはアフィニエである。

「他ほかの四隻は起動の支援を」

『了解』

『了解』

『了解』

『了解』

　姫ひめ巫み女こ達が次々と応じる。

『基本進行は〈フルヴァス〉が管理します。時計合わせを』

『いつでも』

『五、四、三、二、一……同期！』

『同期問題なし』

『問題なし』

「問題なし」

　寸秒の狂いもなく連携して〈イコノクラスト〉を支援する為に、各種装置の時計を全て同期させる。姫巫女達の支援用奇き蹟せき装置全てが、同じ時間の流れに従って鼓動を開始し――慌ただしく姫巫女達は一度沈黙した〈イコノクラスト〉に再び『火』を入れる作業を開始する。

　そして――

『〈イコノクラスト〉――』

　メリニの号令が通信回線越しに響いた。

『再起動！』



　　　



　薄うす闇やみの中で待つ内に――状況は急変した。

　朧おぼろな白光が突如として闇を駆逐し、主制御室に充満する。

　聖光だ。突然の事に眼を瞬まばたかせている内に――雑音ばかりになっていた通信回路が急激に回復した。恐らく補助ではなく姫巫女達とやり取りする為の専用の奇蹟通信回線が開いたのだろう。

　とすれば――

『主制御室聖光再流入確認！』

『類比共鳴回路――再起動確認！』

　盛んに飛び交い始めた姫ひめ巫み女こ達の声が通信回路から次々に届いてくる。

（再起動!?）

　聖光の充満も専用回線の起動もその為のものとしか思えない。

　だが――一体どうして？

〈代行者パニツシヤー〉が再び出現したのだろうか。

　だがそれならば先の――雑音混じりに伝わってきた悲鳴は一体何なのか。

（一体……何が!?）

『感覚同調開始』

　唐突に――激痛が頭に走る。

〈イコノクラスト〉の感覚同調の副作用だ。間違いない。〈イコノクラスト〉は再起動しようとしている。自分の感覚が肉体から切り離され、巨大擬神機のそれに接続され直す感覚に震えながら省吾は叫んだ。

「なんだ!?　一体どうなってる!?」

『ショウゴ様――』

　返ってきたのは切迫したメリニの声だった。

『ショウゴ様と〈イコノクラスト〉を運搬中の飛行船〈エデニート〉は現在、正体不明の敵の襲撃を受けております』

「正体不明の……敵？　〈代行者〉ではなくて？」

『はい』

「エクノドラス真教会の信徒とかでもなく？」

『エクノドラスの者達は奇き蹟せき術を忌み嫌っておりますので、まず使いません。使える者も居ない筈はずです。ですが現在交戦中の敵は奇蹟術師が多数含まれている模様で』

「…………」

　一体どういう事か。

　そもそも秘密結社たる〈レネゲイド〉に真正面から敵対している組織がそうそうあるとも思えない。〈代行者〉でもエクノドラス真教会でもないとすれば一体何者が襲撃を仕掛けてきたのか。

『何にせよ――〈イコノクラスト〉とショウゴ様を奪われる事態だけは避けようと、再起動を。我々の最大の戦力は〈イコノクラスト〉ですし――〈イコノクラスト〉に乗っている限りショウゴ様が敵に脅かされる可能性はありません』

「……ってそんなに切羽詰まってるのか!?　〈エデニート〉って――ペルテアや彼女の親父さんも乗ってるんだろ？　大丈夫なのか!?」

『心配して頂けるのは嬉うれしゅうございますが』

　ペルテアの声が割り込んでくる。

『敵の目的はどう考えても〈イコノクラスト〉です。故に我々はショウゴ様と〈イコノクラスト〉を守る事を最優先とします』

「ペルテア――」

『御心配なく、再起動を終えればすぐに脱出しますから』

　ペルテアの声は明るい。

　だがそれが取り繕ったものである事に省吾は気付いた。

（くそ……一体……）

　焦燥を覚えるものの――御者席に縛り付けられたままの省吾に出来る事は無い。

〈イコノクラスト〉の再起動を待つだけだ。この巨大擬神機が起動しきれば、省吾にも戦う術すべが――状況に介入する力が生まれる筈はずだった。

「なら――急いで」

『無論その積もりです』

　と――応えるのはセネカである。

『ですが緊急再起動ですのでショウゴ様、かなり苦痛を覚えられる可能性が在ります、御容赦ください』

　これはハーチェッタの声だった。

「構わないから――急いで！」

　頭痛を堪こらえながら省吾は叫ぶ。

　その間にも姫ひめ巫み女こ達の作業は続き、省吾の意識は鋼鉄の巨人という器に浸透していく。

『第一聖遺物拒絶反応、無し』

『第二聖遺物拒絶反応、無し』

『第三聖遺物拒絶反応、無し』

『第四聖遺物拒絶反応、無し』

『第五聖遺物拒絶反応、無し』

『制御術式展開』

『制御反応問題なし』

　次々と撃ち込まれる奇き蹟せき術式によって神の紛まがい物が再び鼓動を開始する。

　そして――



　　　



「イコノクラスト――再起動！」

　宣言と共にメリニの手元に在る計測器がせわしなく動いて、起動成功を示す数値を流れる記録紙に書き込んでいく。見れば幾つかの数値には不安定な部分も認められるものの、緊急手段での再起動としては問題の無い状態だった。

　少なくとも〈イコノクラスト〉が自力でワイヤーを外して地上へ逃れる位の事は可能な筈はずだった。

　ならば次は――

「――ペルテア！　聞こえてる!?」

『ええ』

　インペラス家の姫ひめ巫み女この声はすぐさま返ってきた。

「〈イコノクラスト〉の再起動は成功。次は、あなたよ！」

『分かってる……』

『ペルテア――他ほかの人達はこちらで引き受けるわ』

　ハーチェッタの声が割って入ってくる。

『今、こちらで特殊構造力場の奇き蹟せき術式を大急ぎで組み立ててる。最悪でもそっちの乗員がこっちまで逃げてこられる様に『通路』を組み立てる事が出来ると思う。でももう少しだけ待って』

『ありがとう――ハーチェッタ』

　ペルテアの声に安あん堵どが滲にじむ。

「とにかく先に脱出を。連中の狙ねらいは恐らく貴女と――貴女の座るその座席よ」

『敵』が〈イコノクラスト〉を狙っているのならば、〈イコノクラスト〉本体の次に優先して狙うべきは、その端末――即ち遠距離からある程度〈イコノクラスト〉本体に干渉できる姫巫女専用の操作卓とその周辺機器、そして何よりその操作に熟達した姫巫女本人であろう。

「先まず貴女が逃げないと」

『分かってる』

『こっちは準備出来てるよ』

　と――アフィニエ。

　最後尾についていたオトルチ家の飛行船〈パーボスク〉は既にペルテアの回収準備を終えている。姫巫女の支援制御室は非常の際にその小さな部屋ごと飛行船から分離してパラシュートで地面に軟着陸する事が出来る。

　ゆっくりと漂う支援制御室を回収するのは、空中で〈エデニート〉の乗員を回収する事よりも遙はるかに簡単な作業であろう。

『行くわ――回収よろしく！』

　ペルテアが通信回線の向こうで叫んだ。



　　　



　まるで歯が立たない。

　それは実の所――最初から分かっていた事だった。

　汗水垂らし、時には血反吐をも吐いて武術の腕を磨き上げてきたインペラス家の猛者達は確かに強い。一般人と比べれば圧倒的とも言うべき戦闘能力を彼等は持っている。

　だが――剣が銃に勝てない様に、特定条件下ではどう足あ掻がいても武術の腕だけでは勝てない場合が在る。例えば相手が圧倒的に数で優っている場合。例えば相手が遠距離から銃で狙そ撃げきしてくる場合。そして例えば――相手が複数の奇き蹟せき術師で間髪入れず攻撃を仕掛けてくる場合。

　基本的に奇蹟術師は数が少ない。

　それ故にあまり想定されていない状況だが――確かに進入路も限られた現場で、何人もの奇蹟術師が間断無く攻撃を仕掛けてくるのならば、通常の武術のみでは近付く事さえ出来まい。銃弾ですら相手の構築する防御力場で阻まれて届かず、しかし相手の生み出す強大な破壊力は、盾や壁などものともせずに貫通してこちらを打ってくる。

　これではそもそも勝負にならない。

　分かっていた事だ――奇蹟術師の集団の侵入を許してしまった時点で、インペラス家の者達に勝機が無い事は。

　それでも――

「…………」

　ゼブロンは奥歯を噛かみ締める。

　磨き上げた技を使う暇も許されずに散った部下の事を思うと無念でならない。既に侵入者達は飛行船に搭乗していた人員の半数以上を屠ほふり、もう少しでこの船橋に雪崩れ込んでくる処ところだ。

　船橋には現在――船長を含めて六名の人間が居る。

　ゼブロン。船長。そして操そう舵だ手しゆ等が四名。既にペルテアの支援制御室は分離しており、床下に開けられていた支援制御室への通路は鋼鉄の蓋ハッチが閉じられている。

　船内通路は船橋の後部。

　現在其そ処こは鉄格子が下ろされ隙すき間まから二名の船員が銃を撃っているが――あまり効果は無い様だった。銃弾が飛んでくる間は敵も身動きがとれないだろうが……銃は弾が尽きればナイフにも劣るただの鈍器に成り下がる。

　持ちこたえられたとしてもわずかな時間だろう。

　ゼブロンはそう読んでいた。

　だが――

「くそ――弾くれ」

「最後の一箱だ――大事に使えよ」

　鉄格子の左右に陣取った二人がそんな言葉を交わしながら、互いに手を伸ばす。

　その瞬間――

「――いかん！」

　ゼブロンの叫びをまるで合図にするかの様に――空気を切り裂く音が響く。

　次の瞬間、二人の船員の腕が空中に舞った。

「ぎあっ!?」

「がっ……！」

　ぼとりと鈍い音を立てて転がる腕二本。

　叫んだ瞬間――半ば無意識の内に半歩身を引いていたゼブロンは、自分の傍らの内壁に二本の亀き裂れつが走っているのに気付いていた。

　恐らく何らかの奇き蹟せき術だろう。極薄の力場でも造って投げてきたのかもしれない。二人の腕を切断したその見えない凶器は、そのまま直進してゼブロンの傍らを通り過ぎ、壁に食い込んで消滅したのだろう。

　船員二人が呻うめきながら傷口を押さえて蹲うずくまる。悲鳴を上げないのはさすがにインペラス家の関係者と言えたが――現状ではさしたる意味は無い。

　次の瞬間。

「――！」

　異音と共に船橋を閉ざす鉄格子が歪ゆがんでいく。

　これも奇蹟術だろう。どうやら相当数の奇蹟術師が居るらしい。奇蹟術攻撃を使い放題だ。それも矢継ぎ早の使い方といい、その威力や精度といい、相当な使い手が揃そろっているらしい。

「御館様！」

　船長が腰に提げていた剣を抜き払いながら言った。

　この狭い船内ではとても使えたものではないので、他ほかの船員達は剣を提げたりはしないが、船長は伝統と権威の意味も在って一人だけ剣を携えているのだ。

「ここは我々が！」

「……なんだと？」

「もう間もなくマブロ家の術式も完成する筈はず。我等とてインペラス家に籍を置く者――せめてこの命投げ出す覚悟なれば、御館様が脱出なさる時間を稼ぐ事は出来ましょう！」

「……貴様」

『貴様等を置いて儂わしに逃げろと言うのか』――そう続けようとしてゼブロンは言葉に詰まった。それはつい先程彼の娘が彼に向けて放った言葉と同じだ。

「インペラス家の為に御座います！」

　船長は覆い被かぶせる様に言った。

「我等死しても御館様が残られればインペラス家は残りまする！」

　船員の一人が閉じられていた床の鉄蓋ハッチを開く。

　轟ごう――と空気が鳴いた。

「…………」

　ゼブロンは唇を噛かむ。

　実を言えば彼は姫ひめ巫み女ことしての責務が無くともペルテアだけは何が何でも脱出させるつもりでいた。

　誇り高き『剣舞師』の――インペラスの血統を最も色濃く体現する娘を。

　だが部下達にとってはインペラスの象徴とは誰だれよりもまずゼブロンなのだろう。

　自らの命に優先して娘を逃がした彼だけに――部下達の感情も痛い位に理解出来る。少なくとも彼等の覚悟と厚意を拒みきる事はゼブロンには出来なかった。

　此こ処こで部下達と果てるのは簡単だ。

　むしろ――楽だとも言える。

　他者の屍しかばねを踏み越えて生き続けるのが最も辛つらい。それが友人や家族のものならば尚なお更さらに。

　だが、だからこそゼブロンはそれを選ばぬ訳にはいかない。

　インペラス家の武人に絶望は許されない。希望が僅わずかでも在るのならば、恥を忍んででもそれに縋すがり、最後まで戦うのが自分達の誇りであると――ゼブロンは子供達や部下達に何度も教えてきたからだ。

『〈エデニート〉、こちら〈エルハムイ〉、こちら〈エルハムイ〉、回収用の『通路』の術式は起動した、支援制御室の跡に直結している！』

　通信回線からゼブロンの背を押す様にそんな言葉も飛び出してくる。

「ゼブロン様！」

「ゼブロン様――お急ぎを！」

　腕を落とされた二人ですらも、そう叫んでくる。別の船員達が彼等に駆け寄り、銃を受け取ると弾を込めて鉄格子の向こうに再び銃撃を始めた。

　鉄格子の歪ゆがみが停とまる。

　敵が防御用の奇き蹟せき術に一いつ旦たん切り替えたのだろう。

　だが程なくして銃弾は切れる。次こそは逃げる間も無く敵はこの船橋に突入してくるだろう。そして一人や二人なら道連れに倒す自信は在っても――全員を駆逐する事はさすがのゼブロンにも不可能だ。

「ゼブロン様！」

「――すまぬ」

　血を吐く様な想いでそう部下達に告げると――ゼブロンは床に穿うがたれた丸い穴から、轟ごう々ごうと風の唸うなる空中へと身を躍らせた。



　　　



「…………なんてこった」

　船橋に足を踏み入れたレオンはそう言って呻うめいた。

（これじゃ猟奇殺人の現場だぜ）

　続く言葉はさすがに飲み込みながら辺りを見回す。

　最終的に〈血族〉の者二名が射殺され一名が剣で斬きり殺されたが――作戦そのものは成功したと言って良いだろう。

　だがこれは……

「――レオン様」

　傍らのアンジェリットもやはり表情を強こわ張ばらせている。

　船橋は阿あ鼻び叫きよう喚かんたる様相を呈していた。

　恐らく薄い力場を刃やいばとして飛ばす攻撃用奇き蹟せき術を多用したのだろう。残された死体はいずれもバラバラに刻まれていて、船橋の中に満遍なく散らばっていた。大きくても掌てのひらに載る程度の肉片にまで分解されている為に、一体何人分の死体なのかすら分からない。それが人間の死体であったかどうかすら、一見では判別がつかないだろう。

　当然ながら室内には大量の血が飛散しており……恐ろしく濃厚な血の匂においが立ちこめている。神経の細い者や匂いに敏感な者ならば、すぐにでも嘔おう吐としかねない。

　そして――そんな船橋の中で。

「ははははは！　バラバラだ！　バラバラだ！」

「死んだ死んだ！　はははは！　ははははは！」

「我等〈血族〉に歯向かうからだ！　生意気な！」

「ははははは！」

「はははははははははは！」

〈血族〉の若者達は狂気の滲にじむ哄こう笑しようを放ち続けていた。

「……皆殺しにしちまいやがって」

　レオンは小さく舌打ちして言う。

　巨大な浮力槽を抱えた飛行船だけにすぐに墜落する事は無かろうが――船橋要員まで殺してしまっては飛行船を動かすだけでも一苦労だ。

「アンジェ。分かるか？」

　操縦法の事である。

　とりあえず〈イコノクラスト〉はこの〈エデニート〉に吊つり下げられたままだ。このまま飛行船を動かして〈園〉に戻れば基本的にレオン達の目的は達成される。

「…………」

　アンジェリットは無言。

　彼女は擬ぎ神しん杖じようを握りしめたままその場に立ち尽くしている。

「――アンジェ？」

「あ……申し訳ございません」

　夢から醒さめたかの様に眼を瞬まばたかせてアンジェリットは言った。

「……さすがにきついか」

「いえ。大丈夫です」

　首を振るアンジェリット・ルースポリテ。

　裏切ったとはいえ――彼女にとってはかつて同胞だった者達である。さすがにその者達がこうも無惨に殺されていては、冷静沈着な彼女とて動揺しても不思議は無い。

「基本構造は変わっていないでしょうから……大まかな処ところは」

「……しょうがない。俺おれが操縦するから――指示を頼む」

「はい」

「ああ――それと」

　船橋中央に設けられた操そう舵だ輪りんに歩み寄りながら、レオンはアンジェリットを振り返った。

「奇き蹟せき術通信を。とりあえず〈レネゲイド〉の連中に『我々の後は追ってくるな』程度の事は伝えておいてくれ」

「――はい」

　今度は黙り込む事も無く、アンジェリットは無表情に頷うなずいた。



　　　



　通信回線に異様な哄こう笑しようが混じり始めた。

　明らかに事務的に飛び交っていた〈レネゲイド〉関係者の声や言葉とは違う。何か酔いしれているかの様な――興奮で理性のタガが緩んでいるかの様な響きがそこには在った。

『ははははは！　バラバラだ！　バラバラだ！』

『死んだ死んだ！　はははは！　ははははは！』

『我等〈血族〉に歯向かうからだ！　生意気な！』

『ははははは！』

　尋常な人間の笑い方ではない。台詞せりふでもない。

　省吾は冷たいものが背筋を這はうのを覚えた。

　こいつらは一体――誰だれだ!?

　どうもそれまでの姫ひめ巫み女こ達の通信内容からすれば〈エデニート〉を――つまりは省吾の頭上で〈イコノクラスト〉を運搬している飛行船を襲撃した一団らしいのだが。

（……『血族』？）

　その単語が引っ掛かる。

　それは言葉そのものから意味を捉とらえれば血統を以もつてまとまりを成す集団という事になる。

　血統――それは何の？

『ははははは！　ははははははッ!!』

『人間めが！　人間風情めが！　はは！』

『聞け――我等は〈血族〉なり！』

　不意に……その侵入者らしき者達の声が指向性を持った。

　無意味に放散される声を通信装置が拾っているのではなく、彼等が通信回線を利用して何かを伝えようとしているらしい。

　省吾は意識を集中する。

　未まだソロンの言葉を覚え始めの彼としては、その〈血族〉を自称する者達の台詞は妙に聴き取りにくい処ところが在った。〈レネゲイド〉の者達に比べると、韻律に強い癖の様なものが感じられるのだ。

　まるで――何ど処こかの方言を聞いているかの様に。

『聞け、〈神殺しの罪人〉の末まつ裔えい共！　大恩在る『神』を殺すだけでは飽き足らず、鋼鉄の棺に押し込めてその大いなる力を我が物顔で駆使する無恥の輩やから――〈レネゲイド〉！』

　声は高揚していた。

　その主が恍こう惚こつとした表情を浮かべているのが目に浮かぶかの様だ。

『貴様等の企ては此こ処こに潰ついえる！　我等は〈血族〉！　我等こそ正当なる『聖遺物』の所有者！　我等こそ正義！　我等こそ法理！　我等こそ真なる神の後継者である！』

（…………）

　省吾は頬ほおが引きつるのを感じた。

　何と――安っぽい宣言である事か。

　エクノドラス真教会の説法にもかなりいびつさを感じた省吾であるが、この〈血族〉とやらはそれどころの話ではない。下手をすると自分が喋しやべっている言葉の意味すらまともに考えた事が無いのかもしれない。

　この疲弊した世界で『正義』を口にする事がどういう事か――多分彼等はそんな事さえも分かってはいない。

『我等こそが唯一純粋なる血統の子ら！　我等こそが唯一純粋なる神を崇あがめる、清き血統の子ら！　我等〈血族〉に――〈罪人〉共よ、道を開けるがいいっ！』

　――『唯一純粋なる血統の子ら』？

　――『清き血統』？

（…………嘘うそ臭ぇ……）

　省吾は――自然と苦笑を浮かべていた。

　――似ていたのだ。

　初めてこの世界へと召喚された時、〈レネゲイド〉から聞かされた話と似ていたのだ。

　五柱の創世神が空虚の中に慈愛と奇き蹟せきに満ちた世界を作ったものの、空虚の支配者たる邪神によって世界には呪のろいが掛けられ、五柱の創世神も倒れ……といった、さながら手て垢あかにまみれたファンタジーゲームの設定めいた話と似ていたのだ。

　初めてこの世界に来た時、省吾は美しい姫ひめ巫み女こ達と巨大ロボットに目が眩くらみ、何も考えないままこの世界――ソロンを受け入れていた。否、分からない事だらけであったが、それには目を瞑つむっていた。

　必要な事は、花梨が考えてくれていた。耳にした話はその真偽を慎重に見極め、目にした物事は冷静に分析してくれていた。その上で、如い何かなる態度、行動を取る事が最善であるかを省吾に助言してくれていた。

　しかし今――花梨は未いまだ囚われのまま。

　ならば自分で見て……聞くしかない。

　自分は未まだ多くの事を取りこぼしている可能性が在る。

〈レネゲイド〉に与えられた知識だけで判断していては、道を誤る可能性が在る。恐らくあの〈血族〉を名乗る者達も似た様なものなのだろう。限られた知識の中で限られた思考だけを繰り返せば――ああいう独善的で自意識過剰な思考になっても仕方あるまい。

　だが……

（連中には少なくとも連中の信じている『正義』が在る）

　それは間違いが無い。

　そしてその背後には省吾の知らない事実があるのだという事も。妄想や空想だけで人は『正義』を振りかざす事は出来ない。出来ても集団としてまとまらない。何らかの事実が其そ処こにあるからこそ人はそこに集まって思考を共有しようとする。

　ならば……

（このまま……）

　取るべき行動が決まった。

　未知の事は――知れば良い。

　省吾はゆっくりと深呼吸して覚悟を決めた。



　　　



〈レネゲイド〉側に打つ手は無かった。

　飛行船〈エデニート〉は完全に〈血族〉を名乗る集団に乗っ取られてしまっている。奪還の方法も無いでは無かったが――回収されたペルテアとゼブロンの証言から、相手が十人前後の奇き蹟せき術師の集団である事や、かなり戦闘に際して興奮していた事などが分かっている。迂う闊かつな方法で奪還を試みれば自爆しかねない。

〈イコノクラスト〉の再起動には成功しているので、省吾が〈イコノクラスト〉で暴れてくれれば状況を覆す事も出来ようが――しかしその様子は無い。どうやら追跡を妨害する意図で何らかの奇蹟術を使っているのか……通信回線にも再び雑音が数多く混じり始め、省吾とも連絡が満足に取れない状態になっていた。

　仕方なく……飛行船団は彼等の要求通り道を譲るべく空中で隊列を再編成しつつある。

　そんな中――

「ショウゴ様！　ショウゴ様！」

　メリニは必死に〈フルヴァス〉の支援制御席から省吾に呼び掛けていた。

　傍らの窓からは飛行船団の先頭を切っていた〈フルヴァス〉を次第に追い抜きつつある〈エデニート〉の船体が見て取れた。

　勿もち論ろん――吊つられたままの〈イコノクラスト〉もだ。

　その黒い巨体が悠然とメリニ達の側そばから離れていく。省吾をその中に飲み込んだまま鋼鉄の擬神はゆっくりと連れ去られようとしていた。

「ショウゴ様……！」

　支援制御席の操そう作さ桿かんを握りしめて呟つぶやくメリニ。

　その時――

『…………メリニ』

　声が彼女に囁ささやいた。

　間違いない省吾の声だ。

　だが――

「ショウゴ様!?」

　通信回線は雑音を流したままである。

　では――

「……!!」

　メリニは眼を瞬まばたかせて窓の外を見つめた。

〈イコノクラスト〉が僅わずかだが動いている。その右手を動かし――その指先から聖光の様なものを放っている。それが〈フルヴァス〉に届いているのだ。

　非常用の直接通信。

　万が一の妨害や傍受を警戒して搭載されていた通信装置だが……どちらかから一方的にしか声を届ける事が出来ないので、あまり実用的ではないとされていたものだ。ただしそれだけに通常の通信装置と違い、相手が通信用奇き蹟せき術式を起動していなくても届く。

『聞こえるかい、メリニ。僕だ。メリニ。メリニ――』

「ショウゴ様？　ショウゴ様」

　窓に身を乗り出して、メリニは呼び掛けた。

　だが無論これは一方向のみの通信――メリニの声は届く筈はずも無い。

『心配掛けたね――ごめんよ』

　心底から申し訳無さそうな省吾の声ではあった。

　だが――同時に何か決然としたものを感じさせる声でもあった。それを心強く感じる一方で……漠たる不安もメリニの胸の中に沸き上がってくる。覚悟を決めるという事はつまり死をも怖おそれぬという事なのだから。覚悟を決めた者はそれ故に――死に易やすい。

「ショウゴ様、お怪け我がは御座いませんか？　御気分は――」

　問うても仕方がない。

　だが問わずにはおれない。

　当然の事ながら省吾から問いへの答えは無く――

『メリニ、俺おれ――見てこようと思う』

　彼はただ淡々とそう言った。

「ショウゴ様……？」

　見てくる？

「何を……？」

　で御座いますか、と続けようとしたが声にならなかった。漠然と感じていた恐怖が俄にわかに現実味を帯びた様に思えて、メリニは小さく顎あごを震わせていた。

　そんなメリニの不安を和らげるかの様に――

『なにを……かは自分でも分からない』

　やはり奇妙に落ち着いた声で省吾は言ってきた。

『でも――何かを見てくるよ』

「……！」

　そこでようやくメリニは悟った。

〈イコノクラスト〉が動かないのも当然だ。省吾はこのまま〈血族〉という連中についていく積もりなのだ。その――『何か』を『見てくる』為に。

『でもさ』

　まるで狼ろう狽ばいするメリニの様子が見えているかの様に……省吾が静かに囁ささやいた。

『見たら――すぐに帰るから』

　窓の外で〈イコノクラスト〉を吊つるした〈エデニート〉が、〈フルヴァス〉を追い抜いていく。降り注ぐ陽光に船体は眩まぶしく反射した。

　メリニは潤んだ目を細めて呟つぶやく。

「すぐ……ですね」

　確かめる様な彼女の呟きに――しかしまるで互いの言葉が通じ合っているかの様に省吾が応じた。

『…………すぐ……だ……よ』

　次第に船体同士が離れていくからであろうか。それとも〈エデニート〉を乗っ取った〈血族〉の連中が、直接通信にも妨害を仕掛けているのか。省吾の声は雑音の波に押し潰つぶされて不ふ明めい瞭りようさを増していく。

　その中で――

「すぐ……ですよ？」

　メリニは静かに確かめる。

『約束……る…よ……メリ……だか………心配しな……で……待っ…………』

　やがて――省吾からの応答はすっかり雑音に押し潰されてしまった。

　それでも聞き取れた言葉の一つ一つを懸命に記憶してメリニは頷うなずく。

「はい――」

　無論その言葉は省吾には届かない。

　だが彼女はそれでも自らの胸元を押さえて言った。

「信じてお待ち申し上げます――ショウゴ様」

　やがて。

　緩やかに旋回して航路を変更しつつ、〈エデニート〉は眩まぶしい陽光の中に消えていく。

　禍まが々まがしい〈イコノクラスト〉の影だけが、青い空に影絵めいて映えていた。



〈了〉



    

  
    
      次回予告



〈イコノクラスト〉と省吾を奪い去った謎なぞの集団――〈血族〉。擬ぎ神しん杖じようも無しに奇き蹟せき術を操り『神』の正当後継者を名乗る彼等は、人里離れた〈園〉の内で人倫にもとる行為を繰り返していた。そんな中、第二代救世主であるレオンは省吾に一つの提案をする。それは省吾にとってひどく魅力的な内容だった――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ０６　血　ＢＥＧＡＴＳ　族』



　――狂気は濃縮されて神話となる。



    

  
    
      
あとがき



　某月某日。渋谷の某トンカツ屋でいつもの定食とかを奢おごって貰もらったりなんかしちゃってる軽小説屋と、編集部の方々との会話。

「どうもこう暗くて、読んでいて辛つらい部分が多々ありますね。もうちょっと省吾君にも美お味いしい思いをさせてあげたいですね」

「というと？」

「姫ひめ巫み女こ達とのラブラブな日常とか」

「日常ではラブラブしてたんですか」

「してませんか？」

「どうでしょう？」

「ものは相談ですが――榊先生」←本当に『先生』付けで呼んでくれる珍しい編集長様。

「は。なんでございましょう、編集長様」

「番外編とかでそーゆーのを別にやるというのはどうでしょう？　それも、例えば――この際ｋｙｏさんに漫画を描いて頂いたり」

「おお。それは素晴らしいです」←仕事が増える訳じゃないから

「素晴らしいでしょう」

「ええもう。そもそも巨大ロボなんて出てこなくても、ｋｙｏさんの描く女の子が沢山居るだけでも、御飯十杯はいけます。漫画版なら多少本編から雰囲気がずれてても大丈夫ですしね！　いけますよ編集長！」

「はっはっはっはっは」

「ふっへっへっへっへ」

　――とまあこれは冗談だったわけですが、個人的には非常に見たい気がしまする、ｋｙｏ師の描く姫ひめ巫み女こ五人と省吾のいちゃいちゃする話。



　という訳で――どうもどうも。毎度どうも。軽小説屋の榊一郎です。

『イコノクラスト！５　鉄　Ｔｈｅ　Ｐｅｒｓｏｎａ　面』でございまする。五巻目です。当初の予定十巻という事を考えると数値的に折り返し地点ですな。

　表紙に出てくる姫巫女等が一巡した処ところでさて、次巻の表紙は誰だれになるんだろうとか、パルマス辺りだったら斬ざん新しんなんですが、斬新なだけで誰も買ってくれないんじゃないだろうかとか、色々と余計な心配している今日この頃ごろです。



　本編の方では、一部、今更の様にラブコメ（？）チックな展開が始まりつつありますが、まあそれはそれとして動き出した〈血族〉だの何だので、物語はそろそろ加速し始める事と思いまする。

　私の他ほかのシリーズに比べると基本的に暗く重く歩みの遅い本作ですが、他の作品と異なり最後まで十巻分の展開を決めてから動かしている本シリーズ……上う手まく計算通りまとまってくれると良いのですが。

　残り五巻、おつき合い頂ければ感謝の極みでする。



　ではでは。

　また――次の本で。



　２００６／５／８

　ＢＧＭ：‥アルバム『悠久の老木』（ｂｙ　天門）



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。

　　最新作に『神曲奏界ポリフォニカ　まぁぶる』（ＧＡ文庫）がある。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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The Persona【鉄面】



著者名……榊　一郎

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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